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自らの夢実現にチャレンジする
グローバル・リーダーを九州大学から輩出すべく、
アジアでトップクラスの
アントレプレナーシップ・センターを目指します。
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ロバート・ファン博士

QRECは九州大学 ロバート・ファン/アントレプレナーシップ・センターの略称です。

1

ロバート・ファン/アントレプレナーシップ・センター特命教授
（文部科学省グローバルアントレプレナー育成促進事業（EDGEプログラム）総括）

初代ロバート・ファン／アントレプレナーシップ・センター　センター長（～2014年度）

谷川　徹

　知的好奇心やチャレンジ精神は、人類のクリエイティブな活動の源泉であり、イノベーションの原動力でもあります。

アントレプレナーシップは、いわゆるスタートアップやベンチャービジネスにおける起業家精神としての意味だけでなく、

社会の進歩や世界の発展を担う人材に欠かせない資質として理解されるべきものです。

　本センターは、新しい価値創造にチャレンジし、社会変革を引き起こすイノベイティブなリーダーを育てる教育

プログラムを目指しています。

　そのために、この分野で世界を牽引する国内外の組織・機関と連携を深めるとともに、具体的成果を求めて

センター自身、新たな取り組みに挑戦していきたいと考えています。

　開講４年目の２０１４年度は、新規開講5科目を含む30科目のアントレプレナーシップ関連講義を実施しました。

九州大学全学の学部一年生から大学院博士課程の学生までを対象に、一貫的、体系的なアントレプレナーシ

ップ教育を行う本センターのユニークな教育は、学生から高い評価を得ており、２０１４年度受講者数は８０６名

（正規履修者数）と昨年度比３割以上の伸びとなりました。２０１１年度開講以来、４年間の累積受講者数は、

延べ２,２２４名となり、本センターの試みは着実に学内に浸透しつつあります。

　授業運営面では、ワークショップ、グループディスカッションなど、定評のある双方向授業を更に拡大するとともに、

実務家ゲスト招聘も6０数名に上り臨場感ある授業を進めました。また、グローバルなイノベーション人材育成の観点から、

フィンランドのアールト大学と学術提携を結び、同大学からトップクラスの教員を招聘した集中講義を実施するなど、

グローバルな教育も進めています。更に当年度半ばには、本センターが中心となって本学の8部局とともに要求した、

“文部科学省グローバルアントレプレナー育成促進事業（EDGEプログラム）”に採択されたほか、日本ニュービジネス協議会の

２０１４年度ニッポン新事業創出大賞支援部門最優秀賞に選出されるなど、学外から高い評価を頂くことができました。

　研究面では、昨今注目を浴びるイノベーション人材育成の研究拠点を目指し、イノベーション教育学会の年次

大会を東京以外で初めて開催、全国から多数の参加者を得ることが出来ました。

　このアニュアルレポートにより、本センターの活動を多くの方々に深くご理解頂くとともに、様々なご意見やご示唆を

頂戴したく思います。

　皆様のご支援ご協力をお願いいたします。

QRECは2010年12月の設立以来、４年を経て日本を代表するアントレプレナーシップ教育・
研究組織の一つとなりました。2015年4月より新たに就任した谷口 博文センター長のリーダー
シップの下、更なる発展を期待しています。
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使   命活動内容設立背景 特   色 QRECの育成する
アントレプレナー像目　標

QRECの主な活動は
次に挙げる　 つです。

アントレプレナーシップ教育、
MOT教育等の融合
広義のアントレプレナーシップ教育を目指し、
リーダー人材を育成します。

グローバル性重視
世界主要大学等と連携し、最適・最良のリソースと
交流機会を確保し、留学生の積極参加、国際関係
学部（構想）との連携等による国際的な教育を実施
します。

分野融合・多様性確保

日本で初めて、学部生、大学院生を対象とした一貫的、
体系的アントレプレナーシップ教育を提供します。

プラクティカル、産学連携
国際的な学生ネットワーク参加を奨励し、また双方向･
参加型の教育を目指します。具体的なプロジェクトを
用い、リアルな体験型教育を目指します。産業界と
積極的に連携し、人材や教育の場の提供を求め
実践的教育を目指します。

現代ニーズ対応

学部/大学院一貫の体系的
アントレプレナーシップ教育

新興国ビジネス、社会的起業等、
現代の多様かつ新たな動きに対応します。

先進的なアントレプレナーシップ関連教育を
提供することにより、九州大学から自立心、
向上心、グローバル意識を有し、積極的に新しい
価値創造にチャレンジする、世界に羽ばたく
リーダー人材を輩出します。

地域におけるアントレプレナーシップ醸成の
ハブを確立します。

ベンチャー起業に限らず、大企業、アカデミア
等を含む社会のあらゆる分野で、新たな価値
創造に挑戦する人材育成を目指します。

QRECでは、九州大学の全学学生を対象として、先進的で
体系的なアントレプレナーシップ教育を行うとともに、同教育
において定評のある国内外の大学等との連携を構築し、
教育・研究活動を行っていきます。

▶ベンチャー起業家
▶社会起業家
▶大企業における新事業実施者
▶公的機関における新政策企画・実施者
▶イノベイティブな大学研究者

世界を舞台に活躍する
リーダー人材の育成

［育成すべき人材像］

6

全学学生を対象とした先進的かつ体系的な
アントレプレナーシップ関連教育の提供

アントレプレナーシップおよび効果的な教育
法の研究・実施

アントレプレナーシップに関する社会・地域連携
活動の実施

アントレプレナーシップに関する情報発信、
国内外機関等との連携・交流実施

ベンチャービジネスに関する研究開発の支援

インキュベーション施設の運営と管理

これらの取り組みによって、リーダー人材育成、九州大学
の国際化促進とブランド力向上、社会連携（産学連携）
機能の強化等の実現を目指しています。

QREC概要1

2

4
5
6

1

3

　　　州大学 ロバート・ファン/アントレプレナー

　　　シップ・センター（以下QREC）は、本学卒

業後渡米し、大成功をおさめたロバート・ファン博

士の本学百周年記念寄付をきっかけに、旧ベンチ

ャー・ビジネス・ラボラトリーを抜本的に改組・再構

築して2010年12月に設立されたアントレプレナー

シップに関する本格的な教育・研究センターです。

　QRECは、我が国に於いて新たな価値創造に

チャレンジする人材育成教育（アントレプレナーシ

ップ教育）や、研究や技術の社会での活かし方

を学ぶMOT（技術経営）教育、さらには、グロー

バル人材育成教育の必要性が高まってきたこと

を背景に、この課題に対する本学の重要な組織

的取り組みとして位置づけられ、発足しました。

九

新　　  興国ビジネスや社会的起業等、現代的な課題へ
　　 の対応力養成も含めた、ユニークかつ国際的
競争力ある組織として、九州、日本はもちろんのこと、
アジアにおける本格的かつトップクラスのアントレプレナー
シップ教育・研究組織を目指します。

Global

世界の大学や企業等とネットワークを
結び、国際標準の教育カリキュラムを
目指すとともに、国際的な学生交流、
教員交流を積極的に進めます。また
留学生の積極的な参加を求め、多様
性のある環境を提供します。

Practical

座学による講義に留まらず、ケースス
タディや現実の起業家のゲスト講義、
具体的なプロジェクトベース教育、
双方向のディスカッション等、リアル
でインパクトのある講義を行います。
また産 学 連 携を生かし、企 業との
連携講義やインターン等を進めます。

Design

新しい社会的価値実現のためには、
問題が何かを探索し発見した問題解
決のための構想を立てることが必要
です。またその発想力や能力を高める
ことは、自らの夢実現にも繋がります。
QRECはそのようなデザイン力養成を
目指します。

ら機会を発見・創造して、目標と道筋を
構想する能力ある人材

たな価値創造に対して積極的に
挑戦する人材

人としての自立意識を持つ人材

会や世界を幅広く俯瞰できる知識と
能力を持つ人材（T字型人材、グローバル人材）

識を社会で活かす意欲と具体的価値を
創造する能力ある人材（MOT人材）

自
新
個

社
知

工学研究院、システム情報科学研究院、農学研究院、
芸術工学研究院、21世紀プログラム等、学内各部局と
相互連携した教育を企画・実施します。部局横断的な
プロジェクト企画や多様なバックグラウンドの学生融合
を図ります。
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教授

ロバート・ファン/
アントレプレナーシップ・センター　
副センター長

●専門分野　
アントレプレナーシップ、
経営戦略論

五十嵐 伸吾

教授

経済学研究院　
産業マネジメント部門

●専門分野　
産学連携マネジメント、
技術経営（ＭＯＴ）、
アントレプレナーシップ

高田　仁

准教授
ロバート・ファン/
アントレプレナーシップ・センター
センター長補佐
分子システムデバイス
国際リーダー教育センター
●専門分野　
経営戦略論、組織開発、
社会システム理論、フロー理論、
アントレプレナーシップ教育

牧野 恵美

准教授

経済学研究院　
産業マネジメント部門

●専門分野　
イノベーションマネジメント

朱　穎

准教授

芸術工学研究院 
デザインストラテジー部門

●専門分野　
インクルーシブデザイン、
デザイン思考、
生活空間デザイン

平井 康之

ロバート・ファン/
アントレプレナーシップ・センター 
センター長

産学連携センター/副センター長

●専門分野　
地域経済政策、
アントレプレナーシップ、産学連携

谷川　徹

特任准教授

ロバート・ファン/
アントレプレナーシップ・センター　
センター長補佐

●専門分野　
起業、ベンチャー経営

玉置 浩伸

准教授

教授

大阪市立大学大学院
経営学研究科　

山田 仁一郎

教授

九州大学
産学連携センター

谷口 博文

早稲田大学
大学院商学研究科
早稲田大学
ビジネススクール
　

東出 浩教

株式会社野村総合研究所　
常務執行役員
コンサルティング事業担当　
コンサルティング事業本部長
　此本 臣吾

NPO法人　
産学連携推進機構理事長
　妹尾 堅一郎

スリーロック株式会社　
代表取締役社長

ジェフリー・シュナック

Q
R
E
C
外
部
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
会
議
委
員　

Q
R
E
C
運
営
委
員
会
委
員

基幹教育院　副院長/教授

谷口 説男 

工学府　学府長/教授

山田　淳 

生物資源環境科学府　学府長/教授

平松 和昭 

QREC　センター長
産学連携センター　副センター長/教授

谷川　徹

医学系学府　学府長/教授

住本 英樹 

人間環境学府　学府長/教授

浜本 満 

芸術工学府　学府長/教授

安河内 朗 

経済学府　産業マネジメント 専攻長/教授

平松　拓 

QREC　副センター長/准教授

五十嵐 伸吾 

シネックス・コーポレーション 創業者、前会長
スリープログループ株式会社 取締役
九州大学 名誉博士  

ロバート・ファン

ウエルインベストメント株式会社 取締役会長
日本ベンチャー学会元会長、現顧問
早稲田大学 名誉教授 商学博士

松田 修一

スタンフォード大学　教授・博士
アジア・米国技術経営研究センター 所長

リチャード・B・ダッシャー

Kauffman Fellow Program　
マネージング ディレクター（グローバル連携担当）
Sozo Ventures LLC 
ファウンディングパートナー ディレクター

中村 幸一郎

株式会社はせがわ 相談役
公益社団法人日本ニュービジネス協議会連合会 副会長

長谷川 裕一

住友商事株式会社 代表取締役 専務執行役員
コーポレート・コーディネーション グループ長

株式会社サンブリッジコーポレーション 代表取締役会長

アレン・マイナー

株式会社朝日新聞社 編集委員 
報道局 科学医療部

阿部 康行

株式会社エス・エム・エス 代表取締役社長

高橋 真理子

諸藤 周平

（2015年3月末現在）

（敬称略） （敬称略）

（2015年3月末現在）
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3

（非常勤）

（客員教授）

教授

立命館大学経営学部
副学部長

黒木 正樹



社会における新たな
課題を発見し、その解決のための

具体的なプロダクトやサービスなどを提案し、
実際に社会において実現するまでの
イノベーションプロセスをデザインし、

自ら実現する人間
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平成２６年度文部科学省グローバルアントレプレナー育成促進事業（EDGEプログラム）に　　　　　　QRECが中心となって提案した九州大学の事業が採択                   
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　文部科学省が実施する平成２６年度科学技術人材育成費補助事業の一つである「グローバルアン
トレプレナー育成促進事業（EDGEプログラム：Enhancing Development of Global Entrepreneur 
Program」に、本学ロバート・ファン/アントレプレナーシップ・センター（QREC）が中心となって提案した
「九州大学 グローバルイノベーション人材育成エコシステム形成事業」が採択されました。 　
　採択された事業は、本学がこれまでQRECを中心に行ってきたグローバルアントレプレナー（イノ
ベーション）育成の試みを全学に拡大し、さらに地元福岡市や従来からの広範な海外とのネットワ
ークを強化して、地域ワイド、グローバルワイドのイノベーション人材育成エコシステムの形成を目的
とするものです。特にビジネス化ステージの教育を強化・新設し、ベンチャーなど、真にイノベーション
を起こす人材輩出を目指します。 　
　また、芸術工学研究院を有する本学の強みであるデザインに関する研究・教育のリソースを活用し、
特色あるイノベーション創出教育を実施します。     

我が国におけるイノベーション創出の活性化のため、大学等の研究
開発成果を基にしたベンチャーの創業や、既存企業による新事業
の創出を促進する人材の育成と関係者・関係機関によるイノベーシ
ョン・エコシステムの形成を目的として公募された新規事業。 
    

平成26年度
グローバルアントレプレナー育成促進事業（EDGEプログラム）

◉九州大学 ロバート・ファン/アントレプレナーシップ・センター（QREC)が

　従前から先進的に取り組んできた、本事業に則した実績を活かす。

◉その実績をもとに、大学全体、地域ワイド、海外ワイドの人材育成エコ

　システムを形成する。

◉従来の教育実績に加え、更にビジネス化ステージの教育強化を行う。

◉PBL型イノベーション教育を担う教員養成システムを構築、持続的な

　人材育成体制を構築する。

◉シーズ対応など「デザイン思考」の活用分野拡大に取り組む。

EDGEプログラム
事業内容の特色

実施する
人材育成プログラム

の内容

形成する
イノベーション・
エコシステム

EDGEプログラム
事業内容

アールト大学連携国際共同PBL 教育事業
（QREC／芸術工学研究院）　 
医学系イノベーション人材育成事業

（医学研究院／病院／先端医療イノベーションセンター） 
MIT 連携オンラインファブアカデミークラス事業

（芸術工学研究院）  
産学連携型PBL イノベーション人材育成事業

（QREC／工学研究院）
理系学生／ビジネススクール連携技術商業化教育事業

（ビジネススクール） 

❶

③

❹

⑤

❻

❼

❽

❾

②

教　育　事　業　

活　動　内　容　

目
指
す
人
材
像

T字型人間
深い専門性と

広い視野を持つ人間

社会における
新しい価値実現のため、
積極的に行動しかつ
チャレンジする人間

九州大学を、世界にイノベーシ
ョンを起こすアントレプレナー育
成の拠点とすべく、学内の多
くの部局において、多発的に

産学連携型PBL（Project-
Based Learning：課題解決
型学習）イノベーション教育

を開始します。

■大学内エコシステム→地域（福岡）内エコシステム→グローバルエコシステムの3段階のイノベーション・
　エコシステムを構築
■学内では、QRECを中心に、本教育事業を企画運営する8部局（QREC、芸術工学研究院、医学研究院、
　病院、先端医療イノベーションセンター、工学研究院、システム情報科学研究院、ビジネススクール）が、部局の
　枠を超えて人材育成のための学内連携イノベーション・エコシステムを構築（イノベーション教育連絡会の設置）
■地域に関しては、創業特区に選出され、ベンチャー創造などの人材育成を重視する福岡市や福岡地域戦略
　推進協議会（FDC）と密接に協力し、協働して産官学の地域イノベーション・エコシステム構築を推進
■グローバルには、九州大学の海外ネットワークを活用・強化して、本プロジェクト運営に必要なリソースを
　確保するほか、新事業創出のためのプラットフォームを形成

イノベーション人材育成エコシステム

グローバル

地域連携

大学内連携

持続可能な
イノベーションを
生み出す国際
コンソーシアム

エコシステムネットワーク
形成プロジェクト

ささえる
研修プロジェクト

2

情報発信
広報・啓発

Start up Weekend 
Fukuoka

3

つたえる
情報発信
広報・啓発

3

情報発信
広報・啓発

体験セミナー実施
成果発表の場

3

QREC
芸術

工学研究院

工学研究院

システム情報
科学研究院

アジア

グラミンG
台湾工業技術
研究院

アメリカ

バテル記念研究院
MIT
360ip

ヨーロッパ

アールト大学

福岡市

FDC

リ・パブリック

実践型教育を企画・運営
できる人材の育成

グローバルアントレプレナー
育成環境の整備

研修プロジェクト
社会テーマの提供

2

研修プロジェクト
研究派遣
研究者招聘

2

教育プロジェクトの国際連携

1

教育プロジェクトへの参加、支援
1

まなぶ教育プロジェクト
1

＊55件の申請の中から、本学を含む13件が採択されました。 

医系
三部局

ビジネス
スクール

※❶❹❻❼❽❾は
　QRECで行っている
　事業です。

福岡市連携イノベーション教育事業
（QREC／芸術工学研究院）   
開発途上国（BOP）市場
ソーシャルビジネス教育事業
（QREC／システム情報科学研究院）
IDEO連携実践的「デザイン思考」教育事業

（QREC／芸術工学研究院）
海外学生ビジネスプランコンペ参加支援事業

（QREC）       
       

学内8部局が各々
の特色を生かし、
9つの教育事業を
展開しています。

※授業として実施した科目や、セミナーの報告は後述の各頁をご覧下さい。なお、　　　　 　　　　が付いている科目等はEDGEプログラムの予算で運営されています。
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事前学習 7/19（土）,7 / 2 0（日）
福岡市

フィールドワーク

○被災地における課題 講義
○デザイン思考基礎
○NPO 組織論、小規模ファイナンス

8 / 1 6（土） ̶  8 / 2 3（土）
○東北大学、復興庁等レクチャー
○石巻市、女川町等経由、南三陸町へ
○４グループ別現地企業や学校等を訪問・
　インタビュー
○グループ討議結果を提案
○関係者に一次発表
○震災後の新ベンチャー企業数社と支援VC
　へのプレゼン、意見交換

8 / 3 0（土）
○調査結果共有、課題解決のアイデア集約
○解決モデルの構想、プロトタイピング

9 / 2 1（日）
○“教育” と” 雇用” の問題解決について
　具体的ビジネスプラン発表・評価

南三陸町等東北被災地

福岡市

福岡市

現地

フォローアップ

総括成果発表

グローバルPBLプログラム ソーシャル・アントレプレナーシップ 

九州大学

特徴

課題解決へ「デザイン思考」で
チャレンジする。

人口流出に悩む地方の教育問題・雇用問題の解決に挑戦
ー東日本大震災で深刻な被害を受けた東北地方をモデルにー

大切なのは気づくこと ～現地体験を経た学生の声より～

コモネン博士による英語でのワークショップを
二ヶ月に一度実施。
様々な社会のデザインにアプローチし、
分析する講義や演習の実施。
Design Fictionという手法を用いSocial 
Designを学ぶ実験的取組。
最終プレゼンテーションをフィンランドで
行い、アールト大学の教員や学生とのデ
ィスカッションや交流による思考の深化、
国際感覚の養成。

　少子高齢化の影響で過疎化に悩む地方。災害等による
影響で市町村の人口が１割以上減となった現状。
　人口流出著しい、地方の教育と雇用についての問題を、
どのようにして解決していくのか。
　その解決に向けた検討と解決案策定プロセスを実体
験し、社会的課題解決能力と意欲を醸成することを
目的に、東北地域で約1週間のフィールドスタディを実施
しました。

2040年の「社会のリ・デザイン」について、19人の学生が4チームに分かれて
取り組みました。Design Fictionとは主人公を設定したストーリーとスケッチ
を用いてシナリオ的表現をおこなうデザイン手法で、データによる抽象的な未
来予測（Tendency）を身近で具体的なこととして共感（Empathy）するた
めに活用されます。創作したシナリオの分析により、課題や解決策の発見に
繋げます。この手法を用い起こりうる最悪の社会（Dystopia）を理想の社会

（Utopia）にリデザインすることを試みました。

提案されたテーマは、「未来との契約」「パパの出産」「空き都市の再生（人×
エネルギー×都市）」「家族の日常と高齢化」です。「パパの出産」では人工
子宮を男性が購入し出産できるようになった未来を描き、果たしてその技術
で人は幸せになれるのか？フィンランドでも活発な議論を巻き起こしました。

自らの中に、社会との関わり、社会人と
して責任を果たす覚悟と自信を得た。

現場を観察し、生の声を直接聞く事の
大切さを感じた。

異なるバックグラウンドの学生とのディ
スカッションから新しいアイデアを得た。

経験豊富なメンター（社会起業家や経
営者、敏腕コンサルタント等）とのコミュニ
ケーションからビジネス化のヒントを得た。

社会の課題解決をデザインする試み。

Preparedness
覚悟

Firld Work
現場を知る

Brain Storming
アイデア・創造

Mentor
経験者からのアドバイス
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社会の課題に対する深い洞察力や課題解決のための思考力、国際感覚を養う。

［テーマ］ 2040年の「社会のリ・デザイン」

❶

❷

❸

❹

A?

OU T P U T

「架空マスター・Johnのカフェ」　「出張居酒屋」

現場の声を拾い上げた結果、縦横ななめの関係（世代間・都市⇔地方）の希薄さ
や、地域移動の問題からコミュニティの場の必要性や、若者・子育て世代の雇用、
または、空き家活用の問題等をうけて魅力的な地域づくりの必要性を感じました。

「ふるさと交換プログラム」

若者の地域離れの起因は、地元の良さを知らないことにもよると思われ、地元
を離れ、外から振り返ることで魅力に気付くことがあります。また、都心に住む
外の目から見た地方の良さを、相互で交換しあい魅力を発信していきます。 

大学（QRECと芸術工学研究院連携）とグローバル（アールト大学）との共同事業。2040年の「社会の
リ・デザイン」をテーマに、アールト大学Media Labディレクター カーリ ハンス・コモネン博士の直接指導で
行われたPBL（Project Based Learning）方式のプログラム。最終プレゼンテーションをアールト大学で実施。

未来の社会
2040Worry Map

ウォーリー
マップ

Action for
Redesign of
Society
アクション

Feedback &
Discussion
フィードバックと
ディスカッション

Solution
解決

Analysis
分析

Design
Fiction

UTOPIA
理想のシナリオ

Redesign
リデザイン

DYSTOPIA
最悪のシナリオ

Research:
Design of
Society
調査

なんだか
心配・不安
Worry...

Oct.
25th

Aalto University

Kyushu University

Design 
Brief

Scenario
Artist

Worry Map
(Solo)

Worry Map
(Team)

Design Fiction
(Final Proposal)

Presentation
At Aalto Univ.

Design Fiction

10

Diversity Depth 

Schedule

Make

11 12 1 2 3
Nov.
16th

Nov.
29th,30th

Dec.
20th

Jan.
10th,11th

Feb.
21st

Share on 10th
What could be possible solutions?
How that problem will be solved?
What is desirable future society?

Share on 29th
Synthesis of themes on 30th

Collection of materials
And fictions(images)

Collection of materials
And fictions(images)

Words:
Worry map
Design Fiction

Feb.
24th～25th

アールト大学

九州大学

同
一
テ
ー
マ
で
同
時
進
行

相互に
教員や生徒が
訪問し意見交換
しながら進行

Kick
off

KH
Work
shop

KH
Work
shop

-



　九州大学の学生だけでなく、地域社会からの幅広い要望に応えるべく、学外の学生や一般
の方の参加も可能なイベントやワークショップを開催し、地域社会の活性化に寄与しています。
　 2014年度は、グローバル化を意識したセミナー等を各種開催しました。

▶QREC/KASTEC連携　アントレプレナーシップ・セミナーを開催。

　また、文部科学省が実施するグローバルアントレプレナー育成促進事業の一環として下記の
セミナー等を開催しました。

▶開発途上国（BOP）アントレプレナーシップ・セミナー開催。

▶デザイン思考をマスターするワークショップ開催（ファシリテーター育成）。
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　育成すべき人材像に基づき、先進的なアントレプレナーシップ教育を行っています。
教育内容はもちろんのこと授業内容においても、ワークショップ形式によるディスカッショ
ン主体の双方向授業、PBL授業、ITを活用した授業等先進的な教育をしています。
　2014年度は、次の新しい教育の試みを行いました。

▶新規に４科目開講、全30科目の正規講義を全学部生・学府生向けに開講。
▶新しい教育手法であるデザイン思考を取り入れた講義を、基礎・応用と分けて開講。
　　デザイン思考、戦略的デザイン思考等
▶全て英語で行う科目を開講（海外の先生を招聘）。
　　Global Seminar（English）
▶新しい教育手法を取り入れた教育プロジェクトを開始。
　ファブ・ラボ等の工房を活用したデジタルものづくりの体験ワークショップ開催。
　　産学連携PBLプログラム等

　教員は、各専門分野でさまざまな研究活動を行い、日本国内だけでなく海外での研修派遣、
学会参加等、積極的に行っています。

▶デザイン思考をマスターするワークショップ開催（ファシリテーター育成）。

　また、2014年度はイノベーション教育に携わる教育者・参加者を集め、QRECが幹事となり、
九州大学で開催しました。

▶デザイン思考をマスターするワークショップ開催（ファシリテーター育成）。

　QRECでは、大学にない外部リソースの活用を図るべく、国内外組織と積極的に提携・
連携を試みています。また、学内主要部局との連携の強化を図っています。
　2014年度は、文部科学省が実施する「グローバルアントレプレナー育成促進事業（EDGE
プログラム）にQRECが採択され、運営予算の確保となりました。

　また、アールト大学との連携契約を締結し、授業での連携強化を図りました。
　
　なお、当センターの「アントレプレナーシップ教育体系の確立と海外の先進的大学との連携・
交流を促進し、アントレプレナー教育モデル構築等を軌道に乗せたこと」が評価され、
第9回ニッポン新事業創出大賞・「支援部門」最優秀賞の経済産業大臣賞を受賞しました。

各項目の詳細については、P.14よりご覧ください。

2 0 1 4年度スケジュール 活動概要6
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★QREC履修の手引2014配布開始

★EDGEプロジェクト採択（8/4）
★アールト大学との連携契約締結

★QREC運営委員会開催（5/13）
★QRECアドバイザー会議開催（5/26）

★第11回全国VBLフォーラム参加
　（9/19-20）

★第9回ニッポン新事業創出大賞・
　「支援部門」最優秀賞の
　経済産業大臣賞を受賞

★イノベーション教育学会（3/15-17）
★QRECアラムナイ 東京（3/24）

◆QREC/KASTEC連携 
　アントレプレナーシップ・セミナー
　　ーデジタルものづくりの進展は、個人、
　企業、地域をどう変えるかー（11/15）

◆文部科学省EDGE事業  
　「デザイン思考」をマスターする
　ワークショップ（12/13-14）
◆QREC主催ブラウンバッグ・セミナー
　ー東北発、社会を変える、社会を支える
　ベンチャー育成に賭ける志ー（12/15）

◆アジアラウンドテーブル
　（QREP成果報告会）（3/21)

◆文部科学省EDGE事業
　開発途上国（BOP）
　アントレプレナーシップ・セミナー（2/18）

●五十嵐准教授
　・ドイツ：ハンブルク＝ハーブルク工科大学
　 QRECとの提携・情報交換（4/1-3）
　・フィンランド：3E Conferenceに参加
　（4/9-14）
　・韓国：Startup Weekendについて
　 打ち合わせ（4/19-21）

●牧野准教授　論文発表
　・米国（ハワイ）：Society for Industrial  
　 and Organizational Psychology 
　（5/15-17）

●牧野准教授　論文発表
　・イギリス：オックスフォード大学　
　 Open  Strategy Paper Development 
　 Workshop （6/30-7/1）

●牧野准教授　論文発表
　・米国：The Academy of Management, 
　 philadelphia, PA （8/1-2）

●玉置准教授
　・韓国：ACSB 2014 Asian SME 
　　　 Conferenceに参加
　　　  （10/27-30）

●全教員
　・東京：日本ベンチャー学会参加　
　 （11/29-30）

●五十嵐准教授
　・スウェーデン：スウェーデン王立工科大学、  
　ストックホルム経済大学、ヨーテボリ大学
　等訪問・インタビュー（2/24-3/12）

●五十嵐准教授
　・米国：ロバート・ファン氏他、情報交換
　（3/30-31）

●五十嵐准教授
　・スウェーデン：チャルマース工科大学
　　　　　　　訪問・インタビュー
　・フィンランド：アールト大学
　　　　　　  訪問・インタビュー
　　　　　　　（9/15-27）

5

■教育 ◆社会連携 ●研究 ★組織・運営

■QREC2014年度前期講義開講

■C&C2013総長賞受賞式（5/30）
■C&C2014審査会（5/20）

■AC審査会（6/19)

■ソーシャル・アントレプレナーシップ 
　東北研修実施（8/16-23）
■G.C＆C（台湾TECO）参画（8/25-29）

■Global Seminar集中講義（9/6-7）
■IDEO連携 戦略的デザイン思考
　集中講義（9/24-27）
■デロイトトーマツコンサルティング（株）連携
　QREＣサマーキャンプ2014
　－コンサルティングの分析手法に学ぶ－
　（9/28-30）

■QREC2014年度後期講義開講
■アイデア・バトル審査会（10/15）
■QSHOPビジネスプラン発表会（10/16）

■QSHOP九大祭 模擬店運営
　（11/22-23）

■QSHOP監査・株主総会（1/15）
■後期学生アセスメントミーティング開催
　（1/28）

■アイデア・バトル発表会（2/16）
■C&C2014成果報告会（2/17）
■AC2014成果報告会（2/18）
■グローバルPBLプログラム 
　アールト大学 現地講習（2/23-27）

■第10回QREPシリコンバレー研修
　実施（3/1-8）
■産学連携PBLプログラム 成果報告会（3/22）
■EDGEシンポジウム（3/23-24）

●谷川教授、山田PM
　・バングラデシュ：ダッカ大学、ソーシャルビジネス
　  事業現地調査および協力機関協議（1/20-23）
●牧野准教授
　・フランス：StratX Intensive Instructor 
　 Training（1/25-28）
●山田PM
　・LEGO Serious Play ファシリテーター
　 研修（1/29-2/1）



1514

活
動
詳
細

活
動
詳
細

講義（全学教育、大学院共通教育）

教育評価

QREC講義開講（30科目（新規5）：前期・後期2回ずつ開講3、前期8、後期１4、通期2（集中含））

教育関連プロジェクト

教育関連イベント

教育のデジタル化

●文部科学省EDGEプログラム事業「グローバルPBLプログラム」、「産学連携PBLプログラム」等PBLを主とした講義を開始しました。

●野村総研/QREC連携コンサルティング・ワークショップやデロイト・トーマツ・コンサルティング社の提供によるコンサルティング体験サマーキャンプ（３日間の
　ワークショップ）を実施しました。また、その他のプロジェクトでは、九大生対象のビジネスプランコンペ チャレンジ&クリエイション（C&C）や、論文コンペ アカデミック
　チャレンジ（AC）、九大祭起業体験プログラム（QSHOP）等を実施しました。なお、2014年度は、新規に２つの学生プロジェクトを開始しました。学生の荒削りな
　アイデアを実現へと導く「アイデア・バトル」、海外コンペチャレンジ「グローバル・チャレンジ&クリエイション（G.C&C）」では、台湾での海外コンペに参画しました。

　QRECの大半の講義においては、一方的に講師の授業を聞く座学方式
ではなく、講師との双方向の対話やグループディスカッション、学生の発表機
会を設ける参加型講義（ワークショップスタイル）を取り入れています。
　授業時間も全て２コマ連続180分としており、学生が自ら考え行動する習
慣をつける方式をとっています。

　イノベーション教育に関する学会「イノベーション教育学会 第3回 年次大会」を九州大学が幹事役として実施しました。

斬新な教育手法

　学生の利便性と履修機会を確保する為、
九州大学が提供するキャンパス間学習支援
システムを使用して、箱崎・伊都・大橋・筑紫
の４キャンパスに映像を同時配信する講義を
１科目追加し、合計10科目で遠隔講義を実
施しました。

［遠隔教育の実施］2014年度は、10科目

［ワークショップ形式］

　QRECでは、現実の社会で活躍している実務家（起業家の他、産官学
の現場で活動している方）を招聘した講義を多数行っています。教室での
講義に加え、実務家の経験に基づくお話などリアリティのある講話により、
学生の理解を促進させるためです。
　2014年度は、アントレプレナーシップ・セミナー、Global Seminar等の
講義以外にもイベントやワークショップで延60数名の方にゲストとして九
州大学にお越しいただきました。

［実務家の招聘講義］

　実際に発生した事実やより実際に近い具体的なモデルを学ぶ為、
基礎編と位置づけているアントレプレナーシップ入門、アイデア・ラボI、
アントレプレナーシップ・マネジメントI他、実践編の複数の授業では、ケ
ースを使用した授業を行いました。一部では英語によるケースを使用し
ています。

　QREC講義の質の向上を図るべく、いくつかの教育評価手法を取り入れています。

［ケーススタディ］

　ユーザーの視点に立ち、チームで課題を発見し、解決法を考え、プロト
タイプの作成で提案を可視化するアプローチである「デザイン思考」を
多くの教育プログラムに取り入れました。
　ファボ・ラボ等の工房を活用した体験ワークショップを取り入れました。
（201 4年度対象授業：デザイン思考、戦略的デザイン思考、G l o b a l 
Seminar(English)、ソーシャル・アントレプレナーシップ、産学連携PBLプ
ログラム）

［デザイン思考の取り入れ］

　QRECのカリキュラムにおいて実践編に位置づけている講義や、様々
な教育関連プロジェクトにおいては、知識として講義を受けるだけでなく、
アイデアや技術を実社会でどのように具体的な価値として実現していくか
を学ぶ為、少人数のグループで、実践的に学ぶPBLの手法をとる科目を
増やしています。
（2014年度対象授業：ソーシャル・アントレプレナーシップ、グローバルPBL
プログラム、産学連携PBLプログラム、戦略的デザイン思考、デザイン思考）

［PBL（Project Based Learning）］

　九州大学が2011年秋に導入したWebネット
ワークによる学習支援システムBlackboardをい
ち早く導入、QRECは全科目で対応しています。
　学生からの出席カードやアンケート・レポートの
提出、各講義のシラバス・講義資料を教職員、受
講学生で共有しています。

［Web学習システムの活用拡大］
　学生の皆様に必要情報が届きやすくなるよ
うにメニュー形式を変更しました。
　また、英語での授業を始めたことにより留学
生の受講生が増加傾向であること、国際的な
イベントの開催に伴い、英語のコンテンツの改
善を図りました。

［QRECホームページの改善］

QREC/KASTEC連携　アントレプレナーシップ・セミナー

「グローバル・アントレプレナーをどう育成するか」

一デジタルものづくりの進展は、個人、企業、地域をどう変えるか一

一詳細はP.37掲載一

一詳細はP.37掲載一

　我が国のファブラボ普及のきっかけを作った慶応義塾大学の田中 浩也准
教授、個人としての数々の商品をうみだし、ロボコン、米国Maker Faire常連
の米国在住 寺崎 和久氏、福岡市の委託を受け市民発のイノベーション
推進を手がけている（株）リ・パブリックの田村 大氏の3名をお迎えし、デジタ
ルものづくり革命が何をもたらすのか、個人、企業、地域はどう変わるのか、
変えることができるのかをテーマにそれぞれ講演をしていただきました。

開発途上国（ＢＯＰ）アントレプレナーシップ・セミナー

　セミナー前半は、バングラデシュからお迎えした3名の講師とFabLab Sibuya代
表を務める梅澤 陽明氏による講演が行われました。ダッカ大学のMD Nazumul 
Hossain准教授には「バングラデシュにおけるアントレプレナー教育」について、
Bangladesh Open Source Network所属のMunir Hasan氏からは同国にお
ける「アントレプレナーの育成」について、最後にGrameen Communications
のRafiqul Islam氏には、グラミングループの行うソーシャルビジネスと教育への
取り組みについてお話しいただきました。また梅澤氏からは、BOPにおける適正
技術実現に向けた日本のNPOの取り組みについて講演いただきました。
　後半のパネルディスカッション（テーマ：「世界のイノベーション推進のために、
グローバル・アントレプレナーを如何に育成するか－途上国における取組を
中心に」）では、梅澤氏の他、BOPにかかわるNPOや大学、JICA等の方々を
パネラーに迎え、途上国の現状や課題解決に取り組むアントレプレナーの
様々な事例について興味深い話を伺うことが出来ました。

教育■
　PDCAサイクルによるQREC講義の質的向上を目指し、大学の学務部
が実施する全学教育のアンケートだけでなく、QREC独自に様々な観点
からの学生教育評価アンケートを、全科目において実施しています。

［学生の教育評価アンケート］

　アンケートだけでは把握できない学生の意見、評価を確認するために、
学生アセスメントミーティングを年1回実施しました。
　2014年度は、1月28日に開催し、10名程度のQREC科目履修学生にご
参加いただき、多くの貴重な意見、情報を収集しました。

［学生教育評価ミーティングの実施］

　収集したQREC科目履修学生の成績や所属、アンケート内容などの相
関関係を分析するとともに、修了証発行要件の確認など、教務事務効率
化のためのシステム開発を終え、運用開始を検討しています。

［教育アセスメント分析システム開発／運用］

社会連携◆

一開発途上国を舞台とした九州大学の挑戦一

活動詳細6
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組織戦略関係

　大学にない外部リソースの活用、外部ノウハウの導入と補完関係構築を行いました。また、学外組織連携、ネットワーク拡大による活動領域の拡大を行い、
学生の学外・九州外・海外での経験場所の確保を行うために連携先の拡大を今後も継続中です。

　QRECの広報と情報発信のため、また、学生他ユーザーへのサービス向上と浸透のため、下記の活動を行いました。

［国内外組織との提携・連携等］

組織運営関係
［広報・情報発信関係］

　QRECの持つノウハウ、教育効果（アントレプレナーシップ、マネジメント等）の学内他部局での活用を図りました。
［学内主要部局との連携］

研究● 組織・運営★

　文部科学省が実施する平成26年度科学技術人材育成費補助事業の１つである「グローバ
ルアントレプレナー育成促進事業（EDGEプログラム：Enhancing Development of Global 
Entrepreneur Program）」に、ロバート・ファン／アントレプレナーシップ・センター（QREC）が
中心となって提案した「九州大学グローバルイノベーション人材育成エコシステム形成事業」が
採択されました。

［運営予算確保］

　2014年11月19日に開催された第9回ニッポン新事業創出大賞・支援
部門最優秀賞の経済産業大臣賞を受賞しました。この賞は、公益社団
法人日本ニュービジネス協議会連合会の主催で毎年実施されており、
新事業創出やその事業活動を、斬新な制度・施策により支援する団体・
個人のうち、最も優れた実績を上げたものに授与されるものです。

［受賞実績］

教員の研究活動

研究技術計画学会評議員、日本ベンチャー学会理事、イノベーション教育学会幹事、地
域活性学会九州支部副支部長、日本知財学会会員、日本地域学会会員　　
国際共同研究、「産学連携活動と論文等学術成果ならびにイノベーションとの相関に関
する研究」（オランダのライデン大学、シンガポール国立大学､他アジアの大学研究者と
の共同研究）に参加し研究中。

谷川 徹 教授
専門分野：地域経済政策、アントレプレナーシップ、産学連携　　　

高田 仁 教授（経済学研究院）
専門分野：産学連携マネジメント、技術経営（MOT）、アントレプレナーシップ　　　

「アントレプレナーシップ入門～ベンチャーの創造を学ぶ」
（忽那 憲治, 長谷川 博和, 高橋 徳行, 五十嵐 伸吾, 山田 仁一郎 (著)、有斐閣スト
ゥディア、2013年12月）
アントレプレナーシップの理論と事例の組み合わせによる独習が可能なテキスト

五十嵐 伸吾 准教授
専門分野：アントレプレナーシップ、経営戦略論

［著書執筆（共著）］

日本ベンチャー学会　第17回全国大会
「アントレプレナーシップ教育とイノベーション人材の育成」
ポスドク研究者・博士課程学生のキャリアパスの多様化

2014/4/10   AUTM Asia* 2014年次大会　発表　於台北/台湾
“Case Study of International University-Industry Collaboration in Asia
    -Kyushu University Case-”
           *Association of University Technology Managers in Asia”

2014/7/24   研究技術計画学会　2014夏季シンポジウム　講演　於東京
　“日本の大学はイノベーションの起点たりえるか
　　-九州大学における産学連携と人材育成の経験から-” 

2014/9/1   日本ベンチャー学会セミナー　講演　於東京
　“「創業特区」福岡における起業家教育の役割とは”

2015/3/16   イノベーション教育学会第三回年次大会　発表　於福岡
　“アントレプレナーシップ教育とイノベーション
　　-九州大学/ロバート・ファン/アントレプレナーシップ・センターの取り組み-

［学会発表］

［学会等主要発表実績］

2014/3 　日本ベンチャー学会会報 Vol.65 巻頭言
　“我が国のアントレプレナーシップ教育の方向について”

2014/5    フォーラム福岡Vol.55  巻頭言(Foreword)
　“求められる“プル型”の取組み”

2015/11    日本経済新聞　九州特集
　“九州を語る　-アジアと共生しながら発展を- ”

［学会誌等主要寄稿］

『インクルーシブデザイン　社会の課題を解決する参加型デザイン』
ジュリア・カセム、塩瀬隆之、森下静香、水野大二郎、小島清樹、荒井利春、岡崎智美、梅田亜由美、
小池禎、田邊友香、木下洋二郎、家成俊勝、桑原あきら
学芸出版・2014年4月

『「インクルーシブデザイン」という発想 排除しないプロセスのデザイン』
著者 ジュリア・カセム、監修 平井康之、翻訳 ホートン・秋穂、フィルムアート社、2014年６月

『知覚を刺激するミュージアム』
平井 康之、藤 智亮、野林 厚志、真鍋 徹、川窪 伸光、三島 美佐子、学芸出版・2014年3月

●2014年度グッドデザイン賞「コドモトモリモト」
　（研究活動・研究手法カテゴリーこども×くすり×デザイン実行委員会、2014年10月）

●第8回キッズデザイン賞
　（子ども視点の安全安心デザイン 子ども部門、こども×くすり×デザイン実行委員会、2014年8月）

玉置 浩伸 特任准教授
専門分野：起業、ベンチャー経営

玉置浩伸. 2015. 『シリコン・バレー・ベンチャーにおけるインターンシップ経験が起業意
思に与える影響に関する探索的研究』九州大学基幹教育院紀要. 第一巻

［主な研究テーマ］ 
破綻企業出身の起業家、ベンチャーファイナンス

［主な研究テーマ］ 
科学技術の商業化とアントレプレナーシツプ

［論文］ 

［論文］ 

2014年度 清成忠男賞 論文部門（本賞）
受賞論文タイトル：「出身企業における破綻等の問題が起業家に与える影響に関する考察」
掲載誌名・号・年：『日本ベンチャー学会誌 Venture Review』No.22、2013年

［受賞］ 

［学術論文］ 

Hironobu Tamaki. 2015. What factors contribute to entrepreneurs' 
misconduct?. Proceedings f rom Society, Technology, And Japanese Entrepreneurship 
Conference 2015 at Stanford University

1.｠Makino, E., Beal, D., Uy, M., Desselles, M., Murphy, S., Sherman, C., & 
Ono, M. (2014). A Field Guide to Experience Sampling Methods Using 
Mobile Devices and Smartphones. Professional Development Workshop at 
the Academy of Management,Philadelphia, PA. 査読有
2. Makino, E. (2014). Theorizing Large Group Strategizing Methods: A Social 
Systems Theoretical Perspective. Presentation at the Open Strategy Paper 
Development Workshop, Oxford, UK. 査読有
3. Makino, E. (2014). Developing Workplace Ethics Through Mentoring and 
Modeling. Presentation at the Society for Industrialand Organizational 
Psychology, Honolulu, HI. 査読有
4. Makino, E., & Nakamura, J. (2014). Embodied Ethics: A Mentoring and 
Modeling Approach to Ethics Training. In L. E. Sekerka (Ed.), Ethics 
Training in Action: An Examination of Issues, Techniques and Development 
(pp. 311-328). Charlotte: Information Age Publishing. 査読有

1. "Design proposal for hydrogen refueling infrastructure deployment
in the Northeastern United States" The International Association for 
Hydrogen Energy,Vol.39,Iss.16,7449-7459,2014.05

2. Study of the Process of University Technology Commercialization:
The Roles and Effects of Educational Courses, International Journal of 
Engineering Innovation and Management, Volume 1, Issue 1, November 2011

朱 穎 准教授（経済学研究院） 
専門分野：イノベーション・マネジメント、組織学習 　　　

Ei Shu and A. Y. lewin. 2014. Low power actor reshaping regulatory 
environment : Honda and emission control in Japan, Duke University 
CIBER Discussion Paper (Accepted by the Annual Meeting of Academy of 
Management)　（Duke大学 A.Y. Lewin教授との共著）

［学会発表］ 
Ei Shu & Arie Lewin, Low power actor reshaping regulatory environment.
Academy of Management 2014 Annual Meeting, OMT Division, Philadelphia,
PA ,2014.08.05.

［主な研究テーマ］ 

［著書執筆（共著）］ 

［受賞］ 

平井 康之 准教授（芸術工学研究院） 
専門分野：インクルーシブデザイン、デザイン思考、生活空間デザイン

［学会発表］ 

牧野 恵美 准教授
経営戦略論、組織開発、社会システム理論、フロー理論、
アントレプレナーシップ教育

専門分野：

■システム情報科学研究院 社会情報システム工学コース（QITO）との連携　QREC科目が推薦科目、QREC教員がQITOアドバイザーとなりました。

■芸術工科大学院（デザインストラテジー等）と連携　共同講義を開始、芸術工科大学院の教員がQREC科目の複担になりました。

■工学部、工学研究院（応用化学）と連携　リーディング大学院予算獲得支援、及び、講義を担当しました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  工学部（物質科学）の一部必須科目を、QREC教員が担当しました。

■QRECのウェブサイトの運営と充実　
　・掲載内容の拡大とユーザインターフェイスの変更　・英語版での広報の充実

■QRECのFacebookの活用

■QRECパンフレット（日・英）の更新・配布

■履修の手引のリニューアル・配布　
　・QREC教育内容の広報　・学生に対して分かりやすさに配慮した改訂

■アニュアルレポート2013-2014（日・英）の作成、配布 
　・QREC活動の広報

活動詳細6

　2011年度に整備したイントラネット（サイボウズⓇ）の活用を継続しています。
2014年度は、サイボウズoff ice10へのバージョンアップを実施しました。

［組織効率化・教育環境の整備］
　学内研究室（３室）のほか、大学発ベンチャー企業（２室）へ
スペースを賃貸しました。

［インキュベーション施設の運営と管理］

■フィンランド アールト大学との連携契約締結／グローバルPBL授業開始

■野村総研／QREC連携 コンサルティングワークショップ開催（新規）

■福岡市連携 イノベーションスタジオ福岡実施（新規）

■TOYOTA・リパブリック・野村総研と産学連携PBL授業開始

■サンブリッジ・インターナショナル（米国）との提携関係（継続）

■IDEO（東京）と共同授業（戦略的デザイン思考）（継続）

■デロイトトーマツコンサルティング提供　サマーキャンプ実施（継続）

■日本創生ビレッジ（三菱地所）と共同シンポ実施、インターン派遣（継続）

ソーシャルイノベーションデザイン：インクルーシブデザイン、デザイン思考研究

牧野 恵美（2013）.「知識創造のフロンティア」.ドラッカー学会大会in福岡、招待講演
［講演］ 

＜継続的連携＞
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カリキュラム体系

（2015年3月現在）

Motivation ロバート・ファン/アントレプレナーシップ・
プログラム（QREP）

アイデア・バトル

チャレンジ＆クリエイション(C&C)

Integration

Knowledge/Tool

グローバル・チャレンジ＆
クリエイション(G.C&C)

ビジネス・プラン・コンペティション

アカデミックチャレンジ(AC)

起業体験プログラム（QSHOP）

アントレプレナーシップ・マネジメント Ⅰ

アントレプレナーシップ・マネジメント Ⅱ

Idea Generation

アントレプレナーシップ機会認知

アントレプレナーシップ・オーガニゼーション
（グループダイナミクス演習）

アントレプレナーシップ入門

アイデア・ラボ Ⅰ

Organization/
Group Dynamics

Marketing/
Strategy

Finance

ビジネスにおける競争優位性

※2014年度は、単位なし。

アントレプレナーシップ・マーケティング

アントレプレナーシップ・ファイナンス Ⅰ

基礎編 応用編 実践編

博士・専門職大学院生学部3，4年、修士1，2年学部1，2年

　カリキュラムにある科目は、全学の学生が
副専攻的な位置付けで履修することができ、
基礎から実践へと段階的にアントレプレナー
シップが学習できるようにデザインしています。

QRE Cではこれらの流れに沿った科目を
用意しています。

Motivation

社会の「課題」を理解し、
自らの夢実現のため「行動」することの
重要性に気付く教育

問題解決のための
「アイデア創出」の方法を
トレーニングする。

市場創造、事業戦略を
理解する。

事業を進めるための組織や
チームづくりを学ぶ。

資金調達方法を学ぶ。

課題解決のためのアイデアを
実現する方法や知識を得る教育

知識や方法論を理解した上で、
実際に実践してみる教育

Marketing/
Strategy

Finance

Organization/
Group Dynamics

Knowledge/Tool

Integration

Idea Generation

7

アントレプレナーシップ・セミナー
（旧アントレプレナーシップ・セミナー Ⅱ）

キャリア・デザイン
（旧アントレプレナーシップ・セミナー Ⅰ）

研究・技術マネジメント論

戦略的デザイン思考
（旧デザイン・シンキング）デザイン思考

イノベーション・マネジメント
（旧テクノロジー・マーケティング Ⅰ）

テクノロジー・マーケティング
Technology Marketing（English）
（旧テクノロジー・マーケティング Ⅱ）

アントレプレナーシップ・ファイナンス Ⅱ

ニュービジネス・
クリエーション

Global Seminar(English)

ビジネス・プランニング演習

QRECインターンシップ

ワークショップ

各種イベント

コーポレート・アントレプレナーシップ

QBS提供科目新興国アントレプレナーシップ

ハイテク・アントレプレナーシップ

ソーシャル・アントレプレナーシップ

グローバルPBLプログラム

産学連携PBLプログラム

地域政策デザイン論

起業価値評価 ＊

＊

Kauffman Fellows Program
連携講義

ロジカル・シンキング
サマーキャンプ

＊2015年度以降開講予定

QRECプログラム

2014年度企画中のイベント、
ワークショップ

2014年度新規開講科目

隔年開講（2014年度開講無）

太字

アイデア・ラボ Ⅱ
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名

名　

名　

名　

名　

名　

名　

名　

名　

名　

名　

名

名　

　　

236

121

23

24

15

72

55

22

35

15

23

40

21

名

名　

名　

名　

名　

名　

名　

名　

名　

名　

名　

名

名　

　　

38

35

26

39

12

18

9

26

15

20

40

4

18

アントレプレナーシップ入門（前期/後期 水曜４，５限）

アイデア・ラボⅠ（前期/後期 水曜４，５限）

アントレプレナーシップ・マネジメントⅡ（前期 水曜４，５限）

キャリア・デザイン（前期 金曜5,6限）

アントレプレナーシップ・マネジメントⅠ（前期隔週 土曜3-5限/日曜1,2限）

デザイン思考（前期/後期 土曜、日曜）

アントレプレナーシップ・セミナー（後期 金曜5,6限）

ロバート・ファン/アントレプレナーシップ・プログラム（QREP）（後期集中 ３月実施）

アントレプレナーシップ・ファイナンスⅠ（前期 土曜1,2限）

アントレプレナーシップ機会認知（後期 水曜４，５限）

アントレプレナーシップ・マーケティング（後期 土曜1.2限）

テクノロジー・マーケティング（前期 水曜4限）

イノベーション・マネジメント（前期隔週 土曜３，４限）

戦略的デザイン思考（夏期集中）　

ビジネスにおける競争優位性（後期隔週 金曜18：50～22：00）

Technology Marketing（English）（後期 水曜４限）

研究・技術マネジメント論（後期 金曜4,5限）

ニュービジネス・クリエーション（後期 土曜１，２限）

アントレプレナーシップ・オーガニゼーション（後期 土曜3,4限）

アントレプレナーシップ・ファイナンスⅡ （後期隔週 土曜3,4,5限）

ハイテク・アントレプレナーシップ（前期隔週 金曜6，7限）　

ソーシャル・アントレプレナーシップ（夏期集中）　

Ｇｌｏｂａｌ Ｓｅｍｉｎａｒ（English）（夏期集中）　

コーポレート・アントレプレナーシップ（後期隔週 金曜18：50～22：00）

地域政策デザイン論（通期隔週 土曜）

グローバルＰＢＬプログラム（後期集中）
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［大学院生］
【学年別受講生数】

【学年別受講生数】

■修士１年生/167名　
■修士2年生/101名　
■博士1年生/16名　
■博士2年生/7名　
■博士3年生/5名

各講義科目ごとの総受講生数（聴講生、社会人を含む）

613 193
名

744 62

［男女比］

［受講者全体の中での留学生比］

文学部

教育学部

法学部

経済学部

薬学部

理学部

工学部

芸術工学部

農学部

21世紀プログラム

歯学部

比較社会文化学府 1名

3名

7名

1名

10名

11

名1

名22

名28

名15

名48

名

29名

20

名

名

10

名247

名238

名36

名172

名29

名5

医学部 15

名1

名114

名

名

64

名19

名25

法学府

理学府

115名経済学府

薬学府

工学府

芸術工学府

システム情報科学府

数理学府

システム生命科学府

総合理工学府

名5地球社会統合科学府

生物資源環境科学府

統合新領域学府

［学部・大学院別比］

2011年度 2012年度 2013年度

［女性］［男性］

806510 296
名 ［大学院生］［学部生］

806名［留学生］［日本人］

名

名

名

806
名

65

179

82

名

名

名

196
名

名

名

名

381

781

2014年度

名1002

582

文系

理系

名25文理融合

名29文理融合

名148

名119文系

理系

受講生数実績8

文学部
教育学部

法学部

経済学部

薬学部

理学部

歯学部

工学部

芸術工学部

農学部

21世紀プログラム

医学部

比較社会文化学府

法学府

経済学府

理学府

数理学府

薬学府

工学府

芸術工学府

システム情報科学府

システム生命科学府

総合理工学府

地球社会統合科学府

生物資源環境科学府

統合新領域学府

510名 文系理系

文理
融合

文理
融合

296名

文系

理系

履修生内訳 履修生内訳  ［学部生／大学院生］※■の数字は聴講生、社会人　■の数字は履修登録者

■１年生/251名　
■2年生/140名　
■3年生/49名　
■4年生/70名



牧野 恵美（分子システムデバイス国際リーダー教育センター）教員

　QRECでは4年前からマーケティングのシュミレーションゲームを「テクノロジー・マーケティングⅡ」の講義で活用してきました。

　2014年度は前年度に引き続き英語で本講義を提供。アジアの留学生と、英語力を磨きたい国内の学生が5つのチームに

分かれて業績を競いました。どんなに製品の機能が優れていても、マーケティングを怠ると製品は売れない、ということを体で

覚えることを一つの学習到達目標としています。

　世界中のビジネススクールが導入している「Markstrat」を採用しています。架空のテクノロジー製品を市場で販売し、

株価を競うゲームです。市場調査のデータや製品の販売動向に基づき、各企業はそれぞれの戦略に応じてその年のマー

ケティング予算を配分する、という意思決定を繰り返します。10回目（最終回）の意思決定を提出した段階で、チームごとに

ゲーム全体を振り返るグループプレゼンテーションを実施しました。

Technology Marketing（English）
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アイデア・ラボⅠ

　アイデア・ラボはQRECの教育プログラムにおいては、アイデア創出（Idea  

Generation）とアントレプレナーシップに関する気付き、動機づけ（Awareness

あるいはMotivation）の中心科目です。起業に留まらず、斬新な学術研究、

新たなイノベーションを目指すのであれば、常識に囚われない自由な発想力

が必要になります。発想力あるいは創造力を高めることが講義の目標です。

アイデア創出の段階では発案したアイデアに「正解」はなく、最適と考えられ

るアイデアや解決策を選択しなければいけません。しかも、どのようなアイデ

アが最適かは、タイミング、時間軸、状況によって異なってきます。まず一度発

散させた上で多くのアイデアを捻出し、その中から最適なものを選び、収束

させるプロセスが大切です。グループあるいはチーム単位で相互に刺激し

合う状況を作り出すことも重要です。アイデア創出のプロセスやそれを促進

する相互関係を様々なグループワークを通じて学習します。

　アイデア・ラボⅠでは、空のPETボトルやペーパークリップ、ポストイットを

用いて一見価値のなさそうなものからどのように価値を創造するか、など

のワークショプを通じて、先入観に捕らわれないアイデア創出スキルの習

得を目指します。2014年度は、ユーザーと提供側の定義である「境界線

デザイン」のワークショップを（株）リ・パブリックの田村 大氏の先導により

行って、新しい視点からの発想法への習得とつながりました。

五十嵐 伸吾（QREC）教員 教員

戦略的デザイン思考 平井 康之（芸術工学研究院）

アントレプレナーシップ・オーガニゼーション

講義ピックアップ9

　本講義は、デザイン思考をはじめたアメリカのデザインコンサルティングファームであるIDEO（アイデオ）から講師を招いて行う

ワークショップ形式の授業です。デザイン思考とは、イノベーションへの人間中心のアプローチで、デザイナー感性や手法を応用

したものであり、1）人々のニーズ、2）実現のための技術、3）ビジネスを統合するものであると定義されています。これまでのデザ

イナーの感性や手法を、デザイン以外の人々にも使えるようにし、ともに「かたちのない」社会課題を発見し、解決を考えます。

　201４年度は、社会人、留学生など様々なバックグラウンドを持った学生38名が全学から集まり、「福岡の○○×○○のための

ビジネスをデザインする。」を共通テーマに、「シニア×生活」、「地域コミュニティ×防災」、「女性×仕事」、「地域ブランド×成長」、

「こども×まなび」、「観光客×街歩き」の６つのサブテーマでチームに分かれ、プロジェクトを行いました。最終成果発表会では、

学外審査員として福岡市、ドーガン・インベストメンツ、トヨタ九州、IDEOの皆様に審査していただき、「女性×仕事」チームの

移動式「バス保育園」の提案は「実現を検討する」等のコメントを頂き、高い評価を得ました。

教員

黒木 正樹（立命館大学）

（教員の所属：2015年3月末現在）

　アントレプレナーシップ・オーガニゼーションは、ベンチャ

ー企業の創業前後における「起業家個人」や「起業家グ

ループ」または「経営陣内」での出来事（軋轢、すれ違い、

抗争）を主テーマとして取り扱っているケースを教材として

使っています。授業は、受講生が３～４名毎にチームに分

かれて、ケース状況の分析と問題解決を提案するプロセ

スを通してお互いから学ぶことを目指す演習形式です。

取り扱うケースは、主にハーバードビジネススクールが教材

として提供しているケース集（日本語訳付き）＋日本のベン

チャー企業事例１～２件です。各授業時間内での事例分

析と受講生目線での問題解決を提案してもらった後に、

理論ベースでの解決方法の披露と実際に企業内で提案

された問題解決へのアプローチと顛末を解説します。　　

　2014年度は、「創業者のメンタル面での問題を含んだ

ケースとその解決」「企業買収後の人事問題」などに関連

するケースを取り上げました。



　本科目は、企業が高いレベルの業績を安定的継続

的に上げるための要件、特に、技術経営（MOT）の

観点から他社に真似できない競争優位の源泉となる

中核的な能力や資源に着目し、その形成や活用の

手法について学びます。

　具体的には、コア技術、起業プロセスにおける外部

資源の取り込み、IT分野の俊敏性と先発優位、アカデ

ミック・アントレプレナーシップ、投資家から見た競争優

位性、等々のテーマを取り上げます。

　2014年度講義では、外部講師としてベンチャー創業者

や大手企業、外資系企業などの一線で活躍する企業経

営者を招聘し、ディスカッションを通じて当該者の競争優

位の源泉を明らかにしていきました。毎回、事前課題に基

づくレポートを提出してもらい、講義当日はそれを持ち寄っ

てグループでディスカッションした後に、その内容を講師に

対してプレゼンテーションし、講評を受けながら更にディス

カッションを重ねるというスタイルで講義を進めています。

ビジネスにおける競争優位性
高田 仁（経済学研究院）

　社内起業および組織内におけるベンチャー・キャピタル型新規事業投資に必要な基礎知識を座学およびケース・スタディ（英文

教材も含む）を通じて学びます。本講座では受講生が将来既存の企業内で新規事業の立ち上げ、若しくは関係会社経営にあた

ることを想定し、最適な機会認識、組織設計、運営を行うための知識を習得することを目標とします。主に組織設計にフォーカスし、

違った組織形態やインセンティブの設定が構成員の行動にどのような影響を与えるかを学ぶと同時に、ケーススタディを通じて、

社内の組織力学がコーポレートベンチャーの成功・失敗にどのように影響を与えるかを学習します。

　2014年度はゲスト講師として、三井物産グローバル投資株式会社 代表取締役社長 吉田 勉氏、アクティブリンク株式会社

代表取締役社長 藤本 弘道氏をお迎えし、ご経験からの各種事例等をお話いただきました。

コーポレート・アントレプレナーシップ 玉置 浩伸（QREC）
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　本講義は、経営学の観点から技術生成のプロセス、

及び技術競争に関する基礎理論を紹介し、「技術と市

場」に関する考え方とフレームワークについて学びます。

　企業はどのようにしてイノベーションを生み出し、そ

れを経営成果に結び付けていくか、そのためにはどう

したらいいのか。こうした実践的な問題に対する答え

の手掛かりを探るため、イノベーションという現象の特

質と企業競争への影響、さらにイノベーションの普及プ

ロセスにおける企業戦略の在り方について、経営学の

基礎概念を学び、さらに具体事例のディスカッションを

通じて理解することを目指します。

　2014年度は主にハイテク産業を中心に、技術普及に

おけるキャズムの理論、及びそれを克服するためのビジ

ネスモデルの創出について講義を行いました。授業の

進め方としては、レクチャー、ケース・ディスカッション、及

びチームプロジェクトなどを組み合わせながら、受講生と

の双方向の対話を図るよう工夫しました。

イノベーション・マネジメント
朱 穎（経済学研究院）教員

地域政策デザイン論
谷口 博文（産学連携センター）
川本 憲一（産学連携センター）/堀尾 容康（炭素資源国際教育研究センター）

　人口減少・高齢化社会の到来、国際競争力の低下等厳しい環境の中で、
地域の活力を持続させ、新たな成長の途を探るためには、中央に頼ることなく
地域が自ら将来像を描き、その実現のための方策を自分で企画立案できる能
力を持つことが重要です。
　この授業は、地域の課題解決に貢献し、高い企画立案能力と実践力を持つ人材
育成を図るため、社会人も参加する講義・演習のもとで、具体的な政策提言を行うプ
ロセスを実体験するものです。授業では、毎年ホットなテーマを取り上げ、様 な々角度
から徹底したグループ討論に委ねます。これまで成長戦略、観光、グローバル人材
育成、交通、エネルギー、危機管理・防災対策、農業、森林、地域資源、医療と介護、
高齢社会における地域コミュニティ、広域行政、九州府構想などを議論してきました。
　2014年度は「グリーン経済の構築による地域の持続的成長と広域行政」とい
う共通テーマのもとに九州の将来像をデザインし、報告書にまとめました。
　社会の問題点を的確に把握し、現場の知恵を政策に組み立てるプロセスは、
クリエイティブな作業です。数名のチューターの指導のもとに、グループワークの
中で専門的な知識を学びながら新たな発想で政策的仮説を立て、科学的な政
策分析を経て、授業最終日に政策発表を行いました。

教員

（教員の所属：2015年3月末現在）



　産業に関連する未来のテーマの実現を目指し、
企業の参画を得ながら、多様な分野の学生と企業
人を受講者として、デザイン思考の手法を活用しつ
つ具体的なプロダクト創造を目指す、産学連携の学
際的実践的プログラムです。　
　2014年度は、「移動×健康」をテーマとし、九州
大学の学生10人とトヨタ九州の職員（企画マンやエ
ンジニアの混成）5人（計15人）が3グループに分か
れ、2014年12月初めから3月末までの週末6回、7.5
日間、ワークショップとフィールドワークを行いました。
最終提案されたビジネスプランは、サラリーマンの健
康促進アプリ、小さな子連れのママの為の安心アプ
リ、旅行者と地元住民を繋ぐ情報アプリと、偶然3チ
ームとも携帯アプリの開発でしたが、商品化可能な
提案もあり、かつ、イノベーション人材の育成が急務
のトヨタ九州からの評価は高いものがありました。

産学連携PBLプログラム
谷川 徹（産学連携センター）教員

Global Seminar（English）

　この授業はアントレプレナーシップに関し、グローバルに活躍する海外の著名な大学研究者や教育者、実務家を招聘して実

施する集中講義で、全て英語で行われます。第一回となった2014年度は、イノベーションとデザインで有名なフィンランドのトッ

プ大学アールト大学から、アントレプレナーシップに関する世界的教育者、ピーター・ケリー教授をお招きし、9月の2日間集中講

義（ワークショップ)を行いました。ケリー教授は、“Creativity inspired Innovation”をテーマに、ユーモアに溢れ、かつ、軽妙な

トークで参加者のモティベーションを高め、大好評の内に２日間の授業を終了しました。この授業は毎年継続する予定です。
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　私は今まで3年間、QRECの講義を受講してきました。
その中で、QRECの授業を受けてきて感じるのは、普通
の授業とはかなり違うということです。座学中心の授業
が多い全学教育や専攻教育の授業に比べてディスカ
ッションが中心となります。その分、最初は発言すること
に躊躇することも多かったのですが、授業を受けていく
につれてディスカッションにも慣れ、自信を持って臨める
ようになっていきました。また、QRECのアイデア・バトル
やStartup Weekend Fukuoka、民間企業でのイン
ターンなど、学外での活動の機会をQRECの授業を受
講したことで多く利用することができ、多くの貴重な経
験が出来ました。QRECの授業を受講し始めて3年が
経ちますが、受講する前には考えられないような自分に
生まれ変わったと思います。

【QRECで履修した科目】

●アントレプレナーシップ入門
●ニュービジネス・クリエーション
●アイデア・ラボ I
●アイデア・ラボ II
●アントレプレナーシップ・セミナー I
●アントレプレナーシップ・セミナー II
●アントレプレナーシップ機会認知
●ニュービジネス・クリエーション
●アントレプレナーシップ・オーガニゼーション
●テクノロジー・マーケティング II
●アントレプレナーシップ・マネジメント II
●ハイテク・アントレプレナーシップ
●QRECインターンシップ
●ビジネスにおける競争優位性
●コーポレート・アントレプレナーシップ

ＱＲＥＣ修了証明書発行  
第1号

　私は「アントレプレナーシップ入門」という講義を受けました。
この講義を受ける前までは、アントレプレナーシップというの
はただの起業家精神だと思っていました。しかしこの講義を
受けて、アントレプレナーシップとは、どんな場面でも必要なも
のであるということが解かりました。それをサークル活動で
実感することができました。私はMPIというサークルに入っ
ています。年の大きな行事として京都総会というものがあり、
そこに向けビジネスプランを立てていました。総会の一週
間前、出来上がったプランを見返したとき私は思いました。
なんて面白くないプランだろう。そう思ったとき、ふとアントレプ
レナーシップ入門のことを思い出し、この講義の資料を読み
直してみました。なにかを起こすときには、変化を探し、対応
し、機会として利用しなくてはならないこと、その機会には魅
力や新たな価値の創造がいること、創造的破壊がいること。
講義の内容を踏まえ、全員でもう一度ゼロから話し合いを
始め、全く違うプランで総会に挑みました。結果、京都MPI
に打ち勝ち優勝できました。アントレプレナーシップとは、
人生を豊かにするうえで欠かせないものであるということを、
この講義を受けて知ることができました。今ではこの講義
を受けることができ、本当によかったと思っています。

【QRECで履修した科目】

●アントレプレナーシップ入門

21世紀プログラム 3年

小田原 周哉

経済学部　
経済工学科 1年

川田 真由

谷川 徹（産学連携センター）教員

QRECでは、一定の
QREC科目を履修した
場合に、学生からの希
望があれば修了証明
書を発行しています。
小田原さんは、第1号に
なりました！

（学生の学年：2015年3月現在）（教員の所属：2015年3月末現在）
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　自分は、新しいアイデアの生み出し方を学ぶ講義をと
ってきました。そこで得られたのは、忘れかけていた創
造することの楽しさと、アイデアには生み出し方があると
いうこと。授業では多くのワークショップが取り入れられ、
次 と々発想することが求められます。自由に考えてみて
何でも動き出してみるというマインドセットは、それぞれの
専門分野に進んでも活きてくるOSのような部分だと思
います。そして、QRECの授業には、学部生から院生、
社会人まで多様な背景をもつ人達が集まってきます。
どのような人とつながるかで、大学生活は全く違ったも
のになってくるはず。特に自分は、昨年度の「アントレプレ
ナーシップ・セミナー」という授業に企画側で携わらせて
いただきました。運営チームをゼロベースから立ち上げ、
面白い仲間と試行錯誤を重ねて講義を創り上げる中で、
実践しながら学んだことがとても多かったと感じています。

【QRECで履修した科目】

●アントレプレナーシップ機会認知
●アイデア・ラボ II
●アントレプレナーシップ入門
●テクノロジー・マーケティング
●アイデア・ラボ I
●戦略的デザイン思考

　大学院進学直前の春休み。将来の明確な目標が持
てない中で、学部４年間で学んだことが自分の将来にど
う繋がるのかが見えず、また同じように大学院で２年間
過ごす事に不安を感じていました。そのような不安を打
ち消す為に何か行動を起こそうと短期留学を決意し、偶
然参加したのが「ロバート・ファン/アントレプレナーシップ・
プログラム（QREP）」でした。それまでQRECの存在す
ら知らなかった自分にとって、QREPの体験は知恵熱が
出るほど新鮮で、鼻血が出るほど刺激的でした。そして、
自分で自分の可能性を潰していたと気付かされました。
考えが固定概念に縛られて、周りと違うことをする勇気
が無かったと感じた反面、今この事に気付けて良かっ
たと心から思いました。なぜなら、自分にはあと2年間も
QRECの授業を通して学び成長することができると思
ったからです。帰国後はもちろんQRECの授業を受け、
起業体験プログラム委員として運営にも参加しました。
新しい学びに触れ刺激的な出会いをもらいましたし、自ら
の進路を自分に正直に考えることができました。本当に
充実した2年間を過ごす事ができたと思います。

【QRECで履修した科目】

●アイデア・ラボ I
●テクノロジー・マーケティング（特論）
●アントレプレナーシップ入門（特論）
●アントレプレナーシップ・セミナー（特論）
●デザイン思考
●ロバート・ファン/アントレプレナーシップ・プログラム（QREP）

工学部　
機械航空工学科 2年

小豆澤 成治

＊アントレプレナーシップ・セミナー委員

工学府　
水素エネルギー
システム専攻 2年

規矩 大誠

＊QSHOP委員

特色ある学生プロジェクト/教育プログラム11
QRECでは、次の特色あるプロジェクト・プログラムを実施しています。

r o j e c t（ 学 生 プロジェクト）

起業家精神涵養と学生個々が自らのキャリアパスを考える機会提供を目的として、オムニバス形式に企画・開催していきます。

アントレプレナーシップ・セミナー P. 3 4

九州大学出身で米国シネックス社の創業者・前会長であるロバート・ファン博士らの支援によるアントレプレナーシップ
（起業家精神）と国際意識の涵養を目的とした教育プログラムです。

九州大学 ロバート・ファン/アントレプレナーシップ・プログラム（QREP）

チャレンジ&クリエイション（C&C）

九州大学院生を対象に研究助成し、学生がこの一連の実践を通じて「研究マネジメント」を習得することを狙いとしています。

アカデミックチャレンジ（AC）

「九大祭」という場を利用して、起業を体験する教育関連プロジェクトです。参加学生は「起業家」になり、「投資家」の
出資を受けて模擬店「会社」を起業、「九大祭」という市場において事業を展開していきます。

九大祭起業体験プログラム（QSHOP）

r o g r a m（ 教 育 プログラム ）P

P. 3 5

P. 3 1

個人または学生グループが自ら企画・計画したアイデアによって採択されたプロジェクトに総長裁量経費の50万円を
限度に資金を提供します。学生達は実現を目指し一年間活動していきます。

グローバル・チャレンジ&クリエイション（G.C&C） P. 3 0

P. 3 2

P. 3 3

P
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世界におけるリアルな価値創造経験を与え、学生のグローバル性、イノベーション感覚やアントレプレナーシップを育成する
事を目的とし、様々な海外のビジネスプランコンペ、技術コンペやハッカソンに応募する機会を提供します。  

アイデア・バトル P. 3 0

学生が温めているアイデアを潜在的なニーズや競合技術等の調査やメンターからのアドバイスを受ける事で、アイデアをブラッシュア
ップし、より現実的なプランにしていく2014年度より新設したプロジェクトです。各プロジェクトには、10万円を限度に資金を提供します。 

プロジェクトベースドラーニング

アイデア開発 ビジネス創造プロトタイピング/実施

［学内アイデアコンペ］

［学内コンペ］

［グローバル・チャレンジ］
ベンチャー支援

地域連携 産学連携

◉海外コンペ参加 
◉ビジネスプラン作成

メンタリング

アイデア・バトル

チャレンジ&
クリエイション
（C&C）

九大祭起業体験プログラム
（QSHOP）
アントレプレナーシップ・セミナー

グローバル
ビジネス

グローバル・
チャレンジ&
クリエイション
（G.C&C）
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グローバルな世界にチ
ャレンジ！海外の学生と

戦おう！！

チャレンジ＆クリエイション［C&C］
http://qrec.kyushu-u.ac.jp/cc

　チャレンジ＆クリエイション（C&C）は、「キャンパスから創造と挑戦の風を起こそう」をテーマに
掲げ、九州大学の学生のユニークなアイデアや研究プロジェクトの実現を助成する全学事業です。
1997年にスタート後、毎年実施、九州大学の独自性を示す象徴的な教育プロジェクトとなっています。
個人または学生グループが、自ら企画・計画したアイデアや研究計画を審査、新規性や社会的インパクト
等を基準にチーム選択します。選択されたチームは最大50万円の資金提供を受け、計画実現を
目指します。約1年後の成果報告を審査し、優秀チームを表彰する、というものです。
　2014年度は、40件の応募があり、9件採択されました。研究を発展させたプロジェクトや新しい事
業やビジネスを創造させるアプリの開発、地域とのつながりや教育につながるプロジェクト等様々な
プロジェクトがありました。

総長裁量経費の助成
を受け、一年間かけて

推進していく全学プロ
ジェクト

［2014年度参加プロジェクト］

アイデア・バトル

チャレンジ＆
クリエイション
（C&C）

グローバル・
チャレンジ＆クリエイション

（G.C&C）

QRECのプロジェクトの中では、
アイデア・バトル、チャレンジ＆クリ
エイション（C&C）といったプロジェ
クトの発展、応用の位置づけです。

アイデア・バトル
http://qrec.kyushu-u.ac.jp/ideabattle

あなたの独創的でイノ
ベイティブ（革新的）な

発想を世界へ！！

古澤　美典

青木　佳南

落合　渉悟

西尾 美登里

藤澤　洋輔

豊福　泰大

医学系学府

工学部

工学部

理学部

21世紀プログラム

工学府

B2

B4

B4

D3

B3

M2

自由テーマ

自由テーマ

自由テーマ

自由テーマ

自由テーマ

事業構想

男性介護者と社会資源を繋ぐ仕組み作り　―被介護者同伴可の料理教室を通して―

LEGO MINDSTORMSを用いた中高生のためのものづくり・情報教育プロジェクト

プロジェクト名 代表者名 学府・学部 専攻・学科 学年 区分

生物学科

物質科学工学科

機械航空工学科

保健学専攻 

水素エネルギー
システム専攻

ジャパンポップカルチャー国別ランキングサイトの開発・運営

ハイブリッドロケット製作と学生高度記録更新

EV充電スタンド向け「満・空」情報提供サービスの構築

【その他の採択プロジェクト】

【総長賞授与プロジェクト】

チャレンジ＆クリエイション［C&C］2014

～「QMR（Q-dai MINDSTORMS Robocon）」プロジェクト～

ニワトリ卵を用いた鳥類特異的な発生過程の研究
～個体と細胞の両視点から生物の発生を考える～

［2014年度採択プロジェクト］

テーマ領域 提案テーマ

1

2

3

4

5

6

7

8

情報通信技術（ICT) 既存のWebサービスを的確にユーザーにマッチさせるサービス「サービスエリア」の開発

情報通信技術（ICT) ARガイドマップの作成

情報通信技術（ICT) 洋服のレンタルビジネス

アグリバイオ／ヘルスケア 圧電素子を利用した、生活の中での発電

アグリバイオ／ヘルスケア 日本の老人ホームとその介護サービスを調査

ICT＆アグリバイオ／ヘルスケア 『病気の推定→近隣病院の提案・応急処置などの情報提供を行う』ヘルスケアアプリケーションの提供

ビッグデータ＆アグリバイオ／ヘルスケア ビックデータによる健康改善促進アプリ

その他 ドローンを用いた防災・事故予防システムの構築

■４月/公募開始

■５月２0日（火）/応募者審査会
　　　　　　　　 （応募数40件のうち９件が採択決定）
　　　　　　　　 ※21世紀交流プラザⅠ 多目的ホール

■5月29日（木）/事務手続き説明会

■１０月23日（木）/中間発表会

■２０１5年2月17日（火）/成果報告会（総長賞３件決定）

■２０１5年５月26日（火）/総長賞表彰式

２０１4年度スケジュール

■8月２5日（月）ー２9日（金）２０１4年度スケジュール

特色ある学生プロジェクト/教育プログラム

特
色
あ
る
学
生
プ
ロ
ジ
ェク
ト
／

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

特
色
あ
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
／

学
生
プ
ロ
ジ
ェク
ト

グローバル・チャレンジ＆クリエイション［G.C&C］

■代表者名/ローン ジョシュア　
■学府・学部/21世紀プログラム
■学年/B2　
■区分/自由テーマ（継続）

風向変動を再現できる
新型回転風洞技術の実用化

■代表者名/佐々木 陽一　
■学府・学部/工学部
■専攻・学科/物質科学工学科
■学年/B3　
■区分/自由テーマ

高校の化学実験の
補助教材の開発

■代表者名/中井 大助　
■学府・学部/経済学府
■専攻・学科/産業マネジメント専攻
■学年/M1　
■区分/事業構想

カメラを用いた
空席情報提供システム優秀賞最優秀賞 優秀賞

　グローバル・チャレンジ＆クリエイション（G.C&C）は、海外の学生ビ
ジネスプランコンペで外国の学生達と競い合う機会、アイデアから具
体的に社会で価値を生むサービスや製品を生み出すプロセスを体験
する機会を提供し、国際社会で通用する本格的なアントレプレナーシ
ップ、イノベーション感覚、グローバル性を育成、習得することを目的と
しています。様々な海外のビジネスプランコンペやハッカソンに応募す
る機会を提供し、メンタリング、渡航費補助等のサポートをします。
　開催初年度の2014年度は、C&C2013で受賞したチームが参加しました。

　アイデア・バトルは、学生が温めている独創的で荒削りなアイデアを潜在的なニーズや競合技術、知的財産権の事前調査を行うことや
メンターからのアドバイスを受ける事で、より現実的なプロジェクト提案を可能にする2014年度より新設したプロジェクトです。
　アイデア・バトルに採択されたアイデアについては３ヶ月を目途に調査・精査を行い、最終的には確度の高い事業計画に仕上げ、その
計画を遂行するためのチームの組成を行うことになります。最終的には成果報告会で事業計画のプレゼンテーションを行い、集めたメン
バーと計画を共有することで、アイデアをブラッシュアップする機会を提供し、次のステップへ飛躍する準備となります。
　QRECのプロジェクトの中では、チャレンジ&クリエイション(C&C)や外部のビジネスプラン・コンテストなど
各種イベントに公募する前段階として位置づけられています。
　開催初年度の2014年度は8チームの応募、採択となりました。

2013、2014年度2冠達成！

2014 TECO Green Tech Contest Rules of Competiton（於：台湾）
「風向変動を再現できる新型回転風洞技術の実用化」　代表 ローン・ジョシュア　他４名
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アカデミックチャレンジ［AC］

3332

研究助成をうけ、学生研
究のマネジメントを習得

するプログラム
http://qrec.kyushu-u.ac . jp/ac

申請テーマ

知北 大典

牛尾 聡一郎

囤　鑫

古賀 鈴依子

服部 友紀子

山口 沙織

甲斐 恭平

薬学府

薬学府

薬学府

薬学府

理学府

医学系学府

生物資源環境科学府

システム情報科学府

山野井 一人

D3

D後3

M2

D3

M2

D4

M2

D後1

低侵襲性脊髄マイクロダイアリシス法を用いた抗がん薬誘発末梢神経障害の機序解明

潰瘍性大腸炎マウスにおけるNOのCD14-TLR4-NF-κBシグナル増強への関与

芳香族及び尿素関連アミノ酸代謝疾患の早期診断を可能とするキラルメタボローム分析法の開発と実用化

ダイオキシンによる発育障害：周産期児の成長ホルモンに着目した解析

新規ウイルスベクターを用いたコモンマーモセットiPS細胞の樹立と血球分化系の確立

活性酸素シグナル応答性転写因子RF2aによるオオムギ種子発芽制御機構の解明

スピンダイナミクスと熱スピン注入の融合によるワイヤレス・スピン流生成とその応用

氏名 学府・学部 専攻・学科 学年

第7回 アカデミックチャレンジ2014 【採択者一覧】

電気電子工学専攻

創薬科学専攻

創薬科学専攻

創薬科学専攻

創薬科学専攻

医学専攻

資源生物科学専攻

物理学専攻

次世代エレクトロニクスの創製に向けたⅣ族ヘテロ混晶トランジスタ材料(GeSn)の高品位低温成長

A c a d e m i c
C h a l l e n g e

九州大学院生
対
象

九大祭起業体験プログラム［QSHOP］

九大祭を通じて、会社経
営の基礎を学び、実際の

会社運営を体験していく
プログラム

http://qrec.kyushu-u.ac.jp/qshop

2014年度は、6チームが参加。以下の店舗が出店しました。

会社名：大石ゼミ　

会社名：Clover

会社名：杉山社

会社名：いちねん発起

会社名：BEGINNERS

会社名：カレー Lab

1位

２位

３位

４位

５位

6位

4-5月中旬 運営委員募集

5-6月 参加団体募集

７月30日（水） オリエンテーション・全体講義

９月末

１１月-九大祭前日

2014年度実施状況

１０月16日（木）

１１月２2日（土）、２3日（日）

２０１5年１月１5日（木）

２０１5年２月17日（火）

各チームに分かれ、ビジネスプラン作成。どんな事業を行いたいか、売り上げ目標は？ターゲットは？
売り方は？等を考えて、事業計画書を作成。

ビジネスプラン発表会＆審査会：各起業家チームがビジネスプランを発表し、
スポンサー候補（ベンチャーキャピタリストと呼ぶ）との交渉の末、ビジネスプランと出資比率が決定。

各種手続き・事前準備会社を設立し、販売活動の準備。

九大祭：販売活動。起業家にとっては、準備してきた事を試す場所。

株主総会、決算、表彰を行い、株主に経営報告。配当を行い、会社を解散。

C&C２０１4成果報告会：これまでの活動の一連を発表。

優 勝

２０１4年度スケジュール

■４月/公募開始

■6月19日（木）/アカデミックチャレンジ審査会
　（応募数３7名のうち8名が採択決定）

■6月26日（木）/事務手続き説明会

■１０月30日（木）/中間発表会

■２０１5年2月18日（水）/成果報告会

事業内容：ホットサンド、ラスク

事業内容：チュロス、サービスの提供（ゲーム等）

事業内容：ホットサンド、ラスク

事業内容：スープパスタ

事業内容：チーズケーキ、ラスク

事業内容：インドカレー、ナン、ラッシー

　アカデミックチャレンジ（AC）は、九州大学に在籍する院生を対象にした研究助成です。
学生自らが研究計画を企画し、必要な資金を手当てし、実際の研究を行う、一連の実践を
通じて学生個々が「研究マネジメント」を習得することを狙いとしています。将来のイノベー
ションに繋がる萌芽的な研究を促進するために学生が自らの発想で学術研究に向き合い、
独創性、柔軟性を発揮できる機会を提供しています。1件に
つき上限50万円を助成しています。2008年よりスタートし、
2014年度は、37名の応募があり、8名のプロジェクトが採択さ
れました。薬学府の学生が多く採択され研究を行いました。

特色ある学生プロジェクト/教育プログラム

特
色
あ
る
学
生
プ
ロ
ジ
ェク
ト
／

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

特
色
あ
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
／

学
生
プ
ロ
ジ
ェク
ト

　九大祭起業体験プログラム（QSHOP）は、九大祭を通して起業・経営を学ぶプログラムです。
2011年度から開始したプログラムで実際に現金を使い起業の流れを実体験するもので、
プロジェクト・ベースド・ラーニング（PBL）のひとつとして位置づけています。
　九州大学学園祭の模擬店出店を起業機会とし、学生が｢起業家｣となって会社組織を設
立、プログラムを通して、会社経営の基礎を学び、実際の会社運営を体験します。模擬店を
出して販売活動を行うだけでなく、ビジネスプランの発表や株主総会等、本物のベンチャー
キャピタリストや公認会計士、司法書士、銀行員などによるサポートを受けます。
　各起業家チームは、ROE（Return on Equity:自己資本利益率）を最大化することを目
標として活動し、最終順位を決定するので、競合他社の動きなども学習する機会となります。
　また、プログラムの運営は、全て学生が行っており、ルール作成や運営を通して、リアルな
会社運営を体験します。2014年度は、事前に会計を良く理解し、戦略を練って資金調
達を行ったチームが優勝しました。



国際キャリア論、社会貢献論：Cook Pad Ms. Riku Shan→国際イノベーション論：Cardinal Consulting 黒田 豊氏→起業論、起業家精神論:Zeptor Co. CEO
Tatsunori Suzuki氏→国際キャリア論：日本人留学生パネルディスカッション Stanford Univ., SJSU他 4名

3/1（日）

3/2（月）

3/3（火）

3/4（水）

3/5（木）

3/6（金）

3/7（土）

２０14年度QREP現地スケジュール

出国手続き等→帰国

国際キャリア論、国際企業論：Oracle訪問 Oracle日本人社員とディスカッション→起業論、起業家精神論：B-Bridge訪問→新事業創造論：Plug & Play訪問
（日本人VBよりプレゼン）→日本企業論：SVIFセミナー参加　講師：Fenox Venture Capital, GＰ & CEO Mr. Anis Uzzaman　　　

国際経営論、キャリア論：元KPMG副会長 吉原 寛章氏→国際職業人論：米国企業メンバーのパネルディスカッション Apple, ATA VC, Alchimer等の企業人4名
→起業家精神論、SV論： Evernote,寺崎 和久氏→中間課題整理/討議→研究・技術・キャリア論：JBC（日本人バイオ研究者団体）パネルディスカッション

デザイン思考論：IDEO/SF訪問→Stanford/d.school見学→日米大学論：スタンフォード大学 星岳 雄教授他→ニュービジネス・トレンド論：Techshop
San Jose 訪問→国際ビジネス論：Stanford大クラス参加、Stanford学生と討議（Prof.  Richard Dasher）→Stanford学生との交換会

人材論・グローバルキャリア論/TP Partners MD 立野 智之氏→日米経営論：元デロイトLLPパートナー 西浦 泰明氏→起業家精神論、新ものづくり論：Beans  Interbational 
CEO 遠藤 吉紀氏→総括課題整理/討議→ロバート・ファン氏講話→九大カルフォルニアオフィス主催　Farewell Reception（学生よりの成果発表、10周年記念）

到着→入国手続き→バス移動（サンフランシスコ観光）→QREP説明：谷川 徹教授→「SVで何を学ぶか」九大CAオフィス所長 松尾 正人特任教授→九大/
早稲田OBとの懇談会 九大カリフォルニアオフィス主催 Welcome Reception

■起業家精神（チャレンジ精神）を醸成

■グローバル意識（国際性）を高める

■多様な価値観に触れる経験を与える

■個人としての自覚向上（積極性、主体性向上）

■大学で学ぶ意味・意義の理解と学習意欲の向上

■世界トップレベルの研究やビジネスを知る

■起業に関する知識・実情理解

■社会で競争力あるタフな人材養成

目 

的
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　九州大学OB、ロバート・ファン博士らの支援によるアントレプレナーシップと国際感覚
の涵養を目的とした教育プログラム。米国シリコンバレーに１週間滞在し、多彩な現地
講師らによる講義や現地企業訪問、スタンフォード大学の学生との交流等を通じて、
自らのキャリア形成を考え、チャレンジ精神・国際意識を高める機会を提供しています。
　2014年度は、九州大学の理系文系の多様な学部や大学院から22人、協定校である
早稲田大学の学生4人で実施しました。プログラムでは、最近のトレンドである“デザイン思
考”や“ものづくり”の動きを知る機会やスタンフォード大学での時間を増やし、好評でした。
シリコンバレーの多様な価値観に驚き、また日本とは全く異なる生き方や企業文化に触れて､
学生達は強い刺激を受け、今後の生き方を大きく変化させることになりました。

文理融合型の起業家
育成プログラム

　新産業の創出の為には、シーズを生み出す研究活動とあわせ、新しいことへの挑戦を促すアントレプレナーシップ（起業家精神）に
富む人材育成が必要と考えます。QRECでは、アントレプレナーシップ涵養と学生個々が自らのキャリアを考える機会提供を目的として、
例年、各方面で活躍されている方々をお招きし、オムニバス形式の「アントレプレナーシップ・セミナー」を企画・開催しています。
テーマ決め、招聘講師の方々の選定、交渉、当日の講義の構成等の企画・運営は、全て学生委員が行います。
　2014年度の学生企画メンバーは、履修学生が新たな視点から世界や社会を眺め、新たな気付きを醸成し、新たな行動を喚起するための『き
っかけ』を提供することを目標として掲げました。招聘した７名の講師は、アントレプレナーシップの分野のみならず、科学研究の最先端の状況、
仕事と生活のバランスをどうするか、創造性とイマジネーションを高めるためには、などを切り口に授業を行って頂きました。講義も工夫を凝らし、
車軸のない自動車模型の速度競争（創造性）、未来新聞の作成（未来から現在までを結ぶ）などのユニークでかつ印象深い講義となりました。

アントレプレナーシップ・セミナー
h t t p : / / q r e c . k y u s h u - u . a c . j p / e n t r e s em i n a r

2014年度の実施状況 【講師一覧】 アントレプレナーシップ・セミナー

第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

第６回

第７回

第８回

11月28日（金）

12月5日（金）

12月12日（金）

12月19日（金）

2015年1月9日（金）

2015年1月13日（火）

2015年1月23日（金）

2015年1月30日（金）

ガイダンス

NPO法人 ファザーリング・ジャパン九州 理事　（株）OZ Company 代表取締役　小津 智一 氏

キャリアデザインスクール 我究館（がきゅうかん）館長　（株）ジャパンビジネスラボ　取締役　熊谷 智宏 氏

（株）七田チャイルドアカデミー 代表取締役　藤山 守重 氏

（株）フューチャーセッションズ 代表取締役　野村 恭彦 氏

九州大学 主幹教授　水素エネルギー国際研究センター長　佐々木 一成 氏

Lean Startup Japan LLC 代表社員　和波 俊久 氏

teamLab Inc. チームラボ株式会社 取締役　堺 大輔 氏

2014年度のテーマ きっかけ

チャレンジ精神とグロ
ーバル意識を育むプロ

グラム

九州大学ロバート・ファン／アントレプレナーシップ・プログラム［QREP］
http://qrec.kyushu-u.ac . jp/qrep

特色ある学生プロジェクト/教育プログラム
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「今望まれるイノベーション教育とは何か」－イノベーション人材の本質、育成の方法を問い直す－

イノベーション教育学会 第3回 年次大会
「グローバル・アントレプレナーをどう育成するか」－開発途上国を舞台とした九州大学の挑戦－

開発途上国（ＢＯＰ）アントレプレナーシップ・セミナー

［開催日］2015年3月16日（月）～17日（火）（15日：事前意見交換会 ＜テーマ＞学会の今後のあり方、次回年次大会について等）
　［場　所］○16日

○17日
ワークショップ会場：創造パビリオン2階 セミナールーム　事例発表会場：創立五十周年記念講堂 大会議室
ポスターセッション会場：創立五十周年記念講堂 ファカルティクラブ　
基調講演/パネルディスカッション会場：創立五十周年記念講堂 大会議室

［開催日］2015年2月18日（水）［場　所］九州大学 箱崎キャンパス理系地区 21世紀プラザＩ 2階

　2015年3月16日（月）～17日（火）の２日間、「イノベーション教育学会 第３回 年次大会」を幹事校である九州大学にて開催しました。
今回のイノベーション教育学会は、期待の高まるイノベーション人材育成の本質に立ち戻り、望まれるイノベーション人材とは何かを考え、
また、その育成方法について、参加者・参加機関の試みを共有する機会となりました。
　初めて東京を離れ地方で開催された年次大会でしたが、2日間で延べ170数名のイノベーション教育に関する、大学関係者・産官学の
機関・学生の方々にお集りいただき、盛況の内に会を終えることが出来ました。
　１日目は、ワークショップ会場、教育事例発表と二会場に分かれ開催しました。ワークショップ会場では、慶應義塾大学大学院の前野 隆司
教授、九州大学大学院芸術工学研究院の平井 康之准教授、NPO法人のアイデア創発コミュニティ推進機構の石井 力重氏をファシ
リテーターとして、３つのワークショップが開催されました。各ワークショップとも、熱心なファシリテーターのリードの下、参加者同士でアイ
デアを出し合い、多くの新たな発想や気付きがありました。
　事例発表の会場では、イノベーション教育に関する11の大学関係者・産官学の機関の方々から、イノベーション教育の事例を発表して
いただきました。各事例発表の中心となったのは「デザイン思考」を用いた取り組みでした。各機関の取り組みは多様なものがあり、多くの
参加者からの意見や質問が飛び交いました。
　２日目は、16の大学・機関がポスターセッションに参加、熱心な質疑があり、情報交換に盛り上がりました。
　また、基調講演では、多摩大学大学院 紺野 登教授にイノベーションと人材育成についてご講演いただき、イノベーションに関する深い
洞察からのご講演に感銘を受けました。
　続くパネルディスカッションでは、異なった立場の４名の方から、イノベーション人材育成に関して発表いただき、議論を進めました。
すなわち、イノベーション教育を進める企業代表の方、デザイン思考によるコンサルティングを進めるデザインファームの方、地域のイノベー
ション推進を進める方、そして大学でイノベーション教育を受講した経験のある方をパネリストとして、様々な立場から「イノベーション人材
育成と新事業創造をどう進めるか」をテーマに、ディスカッションを行いました。
　この2日間は、「イノベーション教育」をキーワードに、産官学の多くの関係者が情報を共有し合い、また参加者間のネットワークが更に
強化された大変有意義な機会となりました。最後に今後のイノベーション教育学会の進む方向や組織のあり方などについて、引き続き
検討して行くことを確認して会は無事に終了しました。

イベント/ワークショップ12

2015年2月18日（水）、九州大学 箱崎キャンパス理系地区 21世紀交流プ
ラザにて、開発途上国（BOP）アントレプレナーシップ・セミナーを開催しました。
「グローバル・アントレプレナーをどう育成するか－発展途上国を舞台とした
九州大学の挑戦－」をテーマとし、九州大学の学生のほか他大学や社会人
27名の方にご参加いただき、活発な議論が展開されました。

BOP（Base of Pyramid）諸国でのニーズは、先進国で使用される製品や
サービスと異なるため、BOPのニーズをよく把握して製品開発やサービス実現に
生かすことがいかに重要であるかを、身近に理解できる貴重な機会となりました。

セミナー前半は、バングラデシュからお迎えした3名の講師とFabLab 
Shibuya代表を務める梅澤 陽明氏による講演が行われました。ダッカ大学のMD Nazumul Hossain准教授には「バングラデシュにおける
アントレプレナー教育」について、Bangladesh Open Source Network所属のMunir Hasan氏からは同国における「アントレプレナーの
育成」について、最後にGrameen CommunicationsのRafiqul Islam氏には、グラミングループの行うソーシャルビジネスと教育への取り組みに
ついてお話しいただきました。また梅澤氏からは、BOPにおける適正技術実現に向けた日本のNPOの取り組みについて講演していただきました。

後半のパネルディスカッション（テーマ：「世界のイノベーション推進のために、グローバル・アントレプレナーを如何に育成するか－途上国における
取組を中心に」）では、梅澤氏の他、BOPにかかわるNPOや大学、JICA等の方々をパネラーに迎え、途上国の現状や課題解決に取り組む
アントレプレナーの様々な事例について興味深い話を伺うことが出来ました。質疑応答も活発で、白熱した雰囲気の内にセミナーを終えました。

－デジタルものづくりの進展は、個人、企業、地域をどう変えるか－
［開催日］2014年11月15日（土）［場　所］九州大学 大橋サテライト（ルネット）

QREC/KASTEC連携　アントレプレナーシップ・セミナー

　2014年11月15日（土）、QRECと九州大学/産学連携センター（KASTEC）
が連携し、“デジタルものづくり”に関するセミナーを開催しました。
　3Dプリンターの低価格化等によるデジタル工作機の急速な普及は、ユーザ
ーと作り手の関係を一変させるインパクトを持っています。また、ものづくり情報
がインターネットと結びつくことにより、ものづくりは個人や企業にかかわらず、
世界中の人や企業と瞬時に連携できるようになり、個人が世界市場の主役に
なることも可能となりました。米国における「ものづくりインキュベーター」の増加
はその傾向を証明しています。また多様な個人のものづくり共有と、情報発信・
情報共有の場としての「ファブラボ」の増加は、地域の人同士の結びつきや世
界の人達との連携を可能にし、地域コミュニティの活性化やグローバル化、イノベーション創造に結びついています。
　今回は、我が国のファブラボ普及のきっかけを作った慶応義塾大学の田中 浩也准教授、個人としての数々の商品をうみだし、ロボコン、
米国Maker Faire常連の米国在住 寺崎 和久氏、福岡市の委託を受け市民発のイノベーション推進を手がけている（株）リ・パブリックの
田村 大氏の3名をお迎えし、デジタルものづくり革命が何をもたらすのか、個人、企業、地域はどう変わるのか、変えることができるのかを
テーマにそれぞれ講演をしていただきました。
　講演のあとのパネルディスカッションでは、参加者と共にグローバルな視点でのデジタルものづくりに関する熱心な議論が交わされました。
福岡という地方でのイベントではありましたが、参加者にとって大いに刺激的な会となりました。



イ
ベ
ン
ト
/
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ

イ
ベ
ン
ト
/
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ

3938

－コンサルタントの分析手法に学ぶ－

［開催日］2014年9月28日（日）～30日（火）［場　所］九州大学 箱崎キャンパス 産学連携棟Ⅰ 2階 シリコンバレールーム

　9月28日（日）から30日（火）までの3日間、デロイトトーマツコンサルティン
グ株式会社と連携し、起業コンサルティングの実際を学ぶワークショップを
開催しました。参加した学生は実際にコンサルタントが日々活用しているフ
レームを使い、リサーチ技法・問題分析・戦略立案などを体験、グループワ
ークを進め、積み上げた結果を最終日にプレゼンテーションしました。テーマ
は、「九州のインバウンド観光客を倍増させる為のマーケティング施策の検
討」、クライアントは九州観光ツーリズム協会として、観光という身近なテー
マを現状分析し、最終日には、ターゲット顧客へ企画立案しました。本年度
で3年目となり、毎年、参加した学生にとって、コンサルティング業界の手法
を通じ、ビジネスや論理的思考を学ぶ良い機会となっています。

デロイトトーマツコンサルティング（株）連携QRECサマーキャンプ2014

QREC 主催 2014年度アジアラウンドテーブル

［開催日］2015年3月21日（土）［場　所］天神ビル11階（福岡市中央区天神2丁目）

「シリコンバレーから福岡は何を学ぶか！？」－経験者の語る〇〇のポイント－

イベント/ワークショップ12

－スタンフォード方式「デザイン思考」を学びませんか－
［開催日］2014年12月13日（土）、14日（日）［場　所］九州大学 箱崎キャンパス 創造パビリオン 2階 セミナールーム

デザイン思考をマスターするワークショップ

　2014年12月13日（土）と14日（日）の２日間、九州大学箱崎キャンパス
創造パビリオン2階セミナールームにおいて、「デザイン思考をマスターする
ワークショップ」を開催しました。
　今回は、スタンフォード大学d.schoo l手法の「デザイン思考」を日本に
紹介した、一般社団法人デザイン思考研究所 代表理事所長の柏野 尊徳氏
を講師としてお迎えし、同大学のメソッドによる「デザイン思考」ワークショップの
ファシリテーター養成を目的として、ワークショップを開催しました。
　一般社会人を含め、多岐にわたる学部や大学院から参加者が集まり、
4つのグループに分かれてワークショップが進められました。柏野氏の巧み
なリードにより、参加者たちのアイデアは試行錯誤を繰り返しつつもプロトタ
イプに形をかえ、最後の成果報告プレゼンテーションでは、各グループから
ユニークかつ価値ある提案が発表されました。また同時に、ワークショップ
のステップ毎に行われた、プロセスの意味や意義についての丁寧な解説
により、参加者のデザイン思考についての理解は大きく進展しました。
　従って受講生がこれから対応する様々なビジネスシーンへの応用が期待
できるワークショップになったものと思います。

　2015年3月21日（土）に第10回QREPの成果報告会と同時にアジアRT
（テーマ：「シリコンバレーから福岡は何を学ぶか！?」）を開催しました。今回は
基調講演として、シリコンバレーでスタートアップの支援や起業の経験を持つ
Blue Jay Energy.INC. 共同創業者、会長の曽我 弘氏に、私のシリコンバレー
活用法 －シリコンバレーでの起業経験から－というお話をしていただきました。
シリコンバレーの起業の実情、米国と日本のマインドセット、意思決定の違い、
スピード感の違い、全てのプレイヤーがWin-Winになるようなエコシステムを
醸成している土地の実情等を生き生きと話されました。アップル創業者の
スティーブ・ジョブス氏と交渉して会社を売却された際の裏話など、実体験を
元にお話しいただき、学生は刺激を受け、活発な質問が飛び交いました。
続いて、「シリコンバレーから福岡は何を学ぶか」をテーマに、産学連携機構
九州顧問の坂本 剛氏、前福岡県サンフランシスコ事務所長の仲谷 隆造氏を
交えてトークセッションを行いましたが、国家戦略特区の創業特区となった
福岡でこれから何ができるか、聴講者が各々考えるきっかけとなりました。
　同日、シリコンバレーにおいて1週間の研修を行うアントレプレナーシッププロ
グラム（QREP）に参加した九州大学、早稲田大学の学生による成果報告会
（テーマ：「シリコンバレーに学ぶ日本ビジネス海外展開大作戦」）を開催しました。
現地で感じたこと、自分の変化についてとグループワークしたビジネスプランに
ついて学生からの発表があり、その後、講師の方々より貴重なアドバイスを
頂きました。学生は更に大きな刺激を受けたようでした。

－経営コンサルティングをロールプレイで体験しよう－
［開催日］2014年6月8日（日）［場　所］九州大学 箱崎キャンパス 産学連携棟I 2階 シリコンバレールーム

QREC 2014 野村総研/QREC連携コンサルティング・ワークショップ

　2014年6月8日（日）に株式会社野村総合研究所と協力し、経営コンサ
ルティング実務を体験するワークショップを開催しました。ワークショップに
は、東京より3名の講師にお越しいただき、クライアントにとって最適な提
案を導き出すロジカルシンキング等コンサルティングの手法をロールプレ
イで体験しました。講義を挟みながら、多くのグループワークを交える中、
グループ内でも活発に議論が交わされ、チームでの問題解決策を検討し
て提案をしていきました。実際に野村総研で関わったプロジェクトが題材
となった為、具体的に、どのように対応したかというお話も交えてアドバイ
スを頂けたことが学生には実体験として強く印象に残るワークショップに
なったようです。今回が初の試みとなったワークショップで、短時間での体
験ではありましたが、参加者からも“とても濃密だった”、“自分の未熟さを
知り、成長できる幅の大きさを体感した”、“コンサルという仕事を考える上
でとても良い経験になった”といった感想がありました。講師の方々からも
活発な意見交換や出てくる提案、問題解決の検討時のグループワークを
見て、学生のみなさんについてとても良い評価を頂きました。



4140

講
義
一
覧

講
義
一
覧

アントレプレナーシップ機会認知

アントレプレナーシップ・ファイナンスⅠ

アントレプレナーシップ・マーケティング

伊都キャンパス

後期・前半
水曜日 4,5限２コマ連続 最終日4限のみ

五十嵐　伸吾（QREC）

科目名

教員名

メイン教室

開講時期
概　要 科　目

基礎応用 ［3科目］

基礎 ［8科目］ 応用 ［9科目］

実践 ［7科目］

アントレプレナーシップ入門

※シラバス詳細はP.42以降参照

遠隔講義あり

遠隔講義あり

遠隔講義あり

五十嵐　伸吾（QREC）

牧野　恵美（分子システムデバイス国際リーダー教育センター）

伊都キャンパス

遠隔講義あり

遠隔講義あり

遠隔講義あり

伊都キャンパス

伊都キャンパス

前期・前半
水曜日 4,5限２コマ連続

前期・後半
金曜日 ５，６限２コマ連続

後期・後半
水曜日 4，5限２コマ連続 初日5限のみ

後期・前半
水曜日 4，5限２コマ連続 最終日４限のみ

後期・後半
金曜日 ５，６限２コマ連続

総合科目
高年次教養科目
大学院共通教育科目
QBS科目

○
ー
○
ー

総合科目
高年次教養科目
大学院共通教育科目
QBS科目

○
ー
○
ー

総合科目
高年次教養科目
大学院共通教育科目
芸術工学部専攻教育科目
芸術工学研究院専門科目

○
ー
○
○
○

総合科目
高年次教養科目
大学院共通教育科目
QBS科目

ー
○
○
○

総合科目
高年次教養科目
大学院共通教育科目
QBS科目

○
ー
○
ー

総合科目
高年次教養科目
大学院共通教育科目
QBS科目

ー
○
○
ー

総合科目
高年次教養科目
大学院共通教育科目
QBS科目

○
ー
○
ー

総合科目
高年次教養科目
大学院共通教育科目
QBS科目

○
ー
○
ー

総合科目
高年次教養科目
大学院共通教育科目
QBS科目

ー
○
○
ー

総合科目
高年次教養科目
大学院共通教育科目
QBS科目

○
ー
○
○

総合科目
高年次教養科目
大学院共通教育科目
QBS科目

○
ー
○
ー

総合科目
高年次教養科目
大学院共通教育科目
QBS科目

○
ー
○
ー

総合科目
高年次教養科目
大学院共通教育科目
QBS科目

○
ー
○
○

総合科目
高年次教養科目
大学院共通教育科目
QBS科目

ー
ー
○
ー

総合科目
高年次教養科目
大学院共通教育科目
QBS科目

○
ー
ー
ー

総合科目
高年次教養科目
大学院共通教育科目
QBS科目

○
ー
○
ー

総合科目

高年次教養科目

大学院共通教育科目

QBS科目

○

ー

○

ー

総合科目

高年次教養科目

大学院共通教育科目

QBS科目

○

ー

○

ー

総合科目

高年次教養科目

大学院共通教育科目

QBS科目

○

ー

○

ー

総合科目

高年次教養科目

大学院共通教育科目

QBS科目

○

ー

○

ー

総合科目

高年次教養科目

大学院共通教育科目

QBS科目

○

ー

○

ー

総合科目

高年次教養科目

大学院共通教育科目

QBS科目

○

ー

○

ー

総合科目

高年次教養科目

大学院共通教育科目

QBS科目

○

ー

○

ー

総合科目

高年次教養科目

大学院共通教育科目

QBS科目

○

ー

○

ー

総合科目

高年次教養科目

大学院共通教育科目

QBS科目

○

ー

○

ー

総合科目

高年次教養科目

大学院共通教育科目

QBS科目

○

ー

○

ー

総合科目

高年次教養科目

大学院共通教育科目

QBS科目

○

ー

○

ー

アイデア創出力の養成を目指す。合わせてチーム力を
極大化するスキムを習得する。

「アントレプレナーシップ」とは何かを考え、「アントレ
プレナーシップ」をもって行動することとはどのような
ことかを学ぶ。

社会の一線で活躍するゲスト講師招聘によるインタラ
クティングによる議論。学生企画委員による講義運営。

社会、経済、技術など実社会のトレンド、ニュース等から
「変化」を読み取る。

戦略、組織、技術経営（MOT)など経営学の基礎を
学び、ケーススタディーで応用力を鍛える。

アントレプレナーシップを考える前提として、「働く」ことの意義や目
的とは何か、いかに自らのキャリアを設計していくか、そのためには
どのような考え方、知識、行動、アプローチが必要なのかを履修学生
一人一人が考える契機を提供する。各自の資質について振り返る強
み診断、静物写真を使った演習、特別講演などを予定。

起業及び社内起業に必要な基礎知識を座学およびケース・スタデ
ィ（英文教材も含む）を通じて学ぶ。アントレプレナーシップ・マネ
ージメントⅠと併せて受講することで、全般的な知識が身につくよ
う設計されており、Ⅱでは主にマーケティング、企業倫理、経理・
財務、販売、資本市場を中心に学習する。最終回は講師の日米両
国における起業体験を話す。

特に起業を念頭におき、会計・財務を学習する。仕訳の基礎か
ら始め、財務諸表の作成方法、財務分析、創業時の資本政策、
ベンチャーキャピタルからの資金調達を想定した企業価値算定
まで、幅広い知識をつけると共に、より高度な財務を学習する
アントレプレナーシップ・ファイナンスⅡ（後期）への導入とする。

「アントレプレナーシップ・マネジメントⅠ」及び「同Ⅱ」で学習したマ
ーケティングの基礎をより発展させる。ケーススタディー、ワークシ
ョップを多用し、演習を中心としてSTPマーケティング、パーミッシ
ョンマーケティング、顧客価値などのテーマを中心に実践的マーケ
ティングを体験的に学習する。

起業家精神とイノベーションのメッカ、米国シリコンバレーにおいて、 
ベンチャー企業や外資系大企業、大学、弁護士事務所、さらにはNPO
等、現地で活躍する経営者、エンジニア、研究者、あるいは学生等の考
え方や生き方に親しく接する機会を提供して、起業家精神（チャレンジ
精神、自立意識、個性の発揮等）やグローバル思考の重要性を認識させ
るとともに、自らの生き方、考え方、進路等を考えるきっかけを与える。

デザイン思考は、アメリカのデザイン事務所アイデオによって提唱さ
れ世界に広がった「すべての人に開かれたデザイン手法」である。
人々のニーズ、テクノロジー、ビジネスの視点から、チームで課題を
発見し、解決策を考えるアプローチであり、デザインの専門を越えて
ビジネスや教育で実践されている。本授業は、「戦略的デザイン思
考」の受講のための入門編であり、ファシリテーション、ラピッドプロ
トタイピング、チームワーク、アイデア発想手法の初歩を学ぶ。ワー
クショップ形式の集中講義で行う。

本講座ではシミュレーションゲームを使用。企業経営者
の立場から製品開発、販路の選択、価格の決定、人事配
置、広告・調査等を実際にゲームの中で意思決定するこ
とで体験的にマーケティングを学ぶ。

技術革新のスピードが目覚しく、企業間競争が激化している中、
企業はいかに価値創造を実現していくかは重要な課題である。本
講義は経営学の観点からイノベーション・マネジメントおよび市場
創造の基礎知識を紹介し、「技術と市場」の基礎フレームワーク
を学んで行く。

QREC科目の「基礎」及び「応用」フェーズの統合科
目。QREC科目で学んだ内容を適宜活用し1つの事業
立ち上げのプロセスを疑似体験する。

管理の幅、階層性、水平分業など「組織」の基礎概念
を事例を交えて学習し、いかに段階的に組織を立ち上
げていくかを習得する。

アントレプレナーシップ・ファイナンス及びファンドの理
論習得-投資家、起業家　それぞれの立場から起業機
会を評価し投資する。もしくは投資を受けることができ
るようになることを目標とする。

QREC科目の実践編。プロジェクト・ベースで技術を基
礎とする事業の立ち上げの実践力を養う。

アントレプレナーシップの観点より、いかに政策を立案
すべきかを学ぶ。

企業が高いレベルの業績を安定的・継続的に上げるために、自社に特有
の中核的な能力を形成し、競争優位性を確保しなければならない。その
能力は、ブランドやコア技術、知的財産、行動様式など多面的である。
本講義は、ビジネスにおける競争優位性の形成やマネジメント手法に関
し、特にMOT（技術経営）の観点から理論と実例を交えて学ぶ。

本授業では、実業界等で活躍する多様な講師陣が専門分野に
ついて講義し、それを踏まえて受講生によるグループ討議を行
う等、双方向のクラス運営を行う。キャリア形成を考える理系・
文系両方の学生に有用な講義。

本授業では、東日本大震災の被災地における社会的課題に焦点を当て、
受講者にその解決に向けた具体的提案と実現プロセスを実体験させ、
社会的課題解決能力と意欲を醸成する。また「デザイン思考」の手法を
取り入れ、東北地域で数日間のフィールドスタディを行う他、学内外の
講師により九州大学キャンパスに於いて、組織論、ファイナンス、マー
ケティング、ビジネスモデル等の基礎につきガイダンスを行う。

This intensive course is the equivalent of “Technology 
Marketing” in English. Students will be divided into competing 
teams to play a sophisticated computer game called Markstrat. 
Students practice making executive decisions on product 
development, distribution, HR, marketing and sales to develop an 
experience-based understanding of major marketing theories.

この授業はアントレプレナーシップに関し、QRECが海外の有名な大学研究者
や教育者、実務家を毎年招聘して実施する集中講義。参加する学生は、海外の
第一線で活躍する彼らから、英語で直接学べる。テーマは、毎年変更されるが、
ソーシャルアントレプレナーシップ、アイデア創造、デザイン思考、技術起点イ
ノベーション等、アントレプレナーシップに関する様々なテーマで実施する。

社内起業及び企業内ベンチャーキャピタルに関し、座学およびケース・スタディ
を通じて学ぶ。企業内ベンチャーは資本を得やすいなどのメリットがある反面、
給与・インセンティブ体系、母体である部署の経営方針の変化への対応など、
特有のイシュ－が存在し、それらに対応するために適切な組織設計を求められ
る。ケース・スタディでは国内外の企業のベスト・プラクティスを習得する。

本講義はフィンランドのアールト大学と連携して行うPBL方式の授業である。
アールト大学と同一テーマで同時開講し、デザイン思考の手法を活用して、社
会課題の具体的解決案を提案する。場所は異なるが、海外の学生とともに同一
テーマの解決検討を進めることにより、社会の理解、国際感覚、課題解決力の
向上を目指す。ワークショップを中心に、数ヶ月間にわたる週末の数回のワーク
ショップで構成する。最後にヘルシンキの公開発表会で評価を行う。

本演習講義はQREC修了証明書を取得可能となった年度に受講可能と
なる。例えば、当該年度に後に選択科目二単位及びQRECインターンシ
ップを取得すれば修了証明の要件を満たす場合などである。インターン
シップ受入先は、担当教員のアドバイスの元、学生が自力で探すことを
前提とする。海外の場合、英語力に最低基準を設けることもある。詳細に
ついては個別にガイダンスを行う。

アントレプレナーシップ・セミナー 箱崎キャンパス

箱崎キャンパス

箱崎キャンパス

アントレプレナーシップ・マネジメントⅠ 箱崎キャンパス

山田　仁一郎（大阪市立大学大学院）

箱崎キャンパス

前期・後半
水曜日 4,5限２コマ連続

前期・前半
土曜日 1,2限２コマ連続

後期・前半
土曜日 1,2限２コマ連続

アントレプレナーシップ・マネジメントⅡ

玉置　浩伸（QREC）

玉置　浩伸（QREC）

玉置　浩伸（QREC）

玉置　浩伸（QREC）

玉置　浩伸（QREC）

玉置　浩伸（QREC）

アイデア・ラボⅠ

デザイン思考

キャリア・デザイン

伊都キャンパス

大橋サテライト

前期・後半
水曜日 4,5限２コマ連続

前期 土曜日、日曜日で8コマ

後期 土曜日、日曜日で8コマ

五十嵐　伸吾（QREC）

五十嵐　伸吾（QREC）

平井　康之（芸術工学院）

平井　康之（芸術工学研究院）

平井　康之（芸術工学研究院）

谷川　徹（産学連携センター）

ロバート・ファン/
アントレプレナーシップ・プログラム
（QREP)

事前：箱崎キャンパス
現地：米国シリコンバレー
事後：天神ビル11F

後期
1、2月事前講義、3月現地、総括講義

高田　仁（経済学研究院）

テクノロジー・マーケティング

イノベーション・マネジメント

戦略的デザイン思考

Technology Marketing(English)

朱　穎（経済学研究院）

ジェフリー・シュナック（スリーロック株式会社）

ハイテク・アントレプレナーシップ

ソーシャル・アントレプレナーシップ

Global Seminar（English）

コーポレート・アントレプレナーシップ

地域政策デザイン論

QRECインターンシップ

五十嵐　伸吾（QREC）

堀尾　容康（炭素資源国際教育研究センター）

谷口　博文（産学連携センター）
川本　憲一（産学連携センター）

谷川　徹（産学連携センター）

谷川　徹（産学連携センター）

谷川　徹（産学連携センター）

谷川　徹（産学連携センター）

谷川　徹（産学連携センター）

箱崎キャンパス

箱崎キャンパス

箱崎キャンパス

箱崎キャンパス

箱崎キャンパス

大橋サテライト

箱崎キャンパス

箱崎キャンパス（事前・事後講義、ワークショップ）
東日本大震災東北被災地区（南三陸町等）フィールドスタディ

箱崎キャンパス

大橋キャンパス

箱崎キャンパス

博多駅サテライトキャンパス等

通期集中（原則隔週土曜日）

通期

研究・技術マネジメント論
－競争力ある研究者、技術者、リーダーになるために－

後期・前半
金曜日 4,5限２コマ連続

前期・前半
水曜日 4,5限２コマ連続 初日4限のみ

前期・隔週
土曜日 3,4限２コマ連続

前期・隔週
金曜日 6,7限２コマ連続

後期・夏期集中
9月に4日間

前期・夏季集中
週末数回および８月集中

夏季集中

現地発表会：ヘルシンキに1週間

後期集中

後期・後半
水曜日 4,5限２コマ連続 初日５限のみ

遠隔講義あり

遠隔講義あり

箱崎キャンパスビジネスにおける競争優位性

ニュービジネス・クリエーション

高田　仁（経済学研究院）
後期・隔週
金曜日 QBS6,7限（18：50-22：00）
初日6限のみ　　　　

後期・後半
土曜日 1,2限２コマ連続　　　　

後期・隔週
土曜日 3,4限２コマ連続　　　　

後期・隔週
土曜日 3-５限　　　　

後期・隔週
金曜日 QBS6,7限（18：50-22：00）・初日7限のみ

アントレプレナーシップ・
オーガニゼーション

東出　浩教
（早稲田大学ビジネススクール）

アントレプレナーシップ・
ファイナンスⅡ

伊都キャンパス

伊都キャンパス

五十嵐　伸吾（QREC）

黒木　正樹（立命館大学）

科目名

教員名

メイン教室

開講時期
概　要 科　目

前期・隔週
土曜日 3,4,5限3コマ連続、
日曜日 1,2限２コマ連続

講義一覧13

牧野　恵美
（分子システムデバイス国際リーダー教育センター）

牧野　恵美
（分子システムデバイス国際リーダー教育センター）

牧野　恵美
（分子システムデバイス国際リーダー教育センター）

牧野　恵美（分子システムデバイス国際リーダー教育センター）

NEW

NEW

NEW

NEW

NEW

グローバルPBL
プログラム

「デザイン思考」とは、デザイナーの手法を応用、人間の観察を起点として、課題発見か
ら解決法提案にまでいたる問題解決手法である。アメリカのデザイン事務所“IDEO”に
よって提唱され世界に広がった。狭義のデザインの概念を越え、あらゆる分野における
課題解決のための有効な手法であり、ビジネスや教育分野等、多くの分野で活用が進ん
でいる。本授業ではIDEOのメンバーを講師として招聘、「デザイン思考」を活用した具
体的な社会課題解決法を体験するとともに、アイデアから実ビジネスへのプロセスを学
ぶ。9月に大橋サテライトにて集中講義を行う。英語による講義もある。
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■科目名

［基 礎］

授業方式 2コマ連続講義。座学、DVD教材、ゲスト講師招聘を組合せ。各回、演習を行う。

＜開講学期＞前期前半（水曜日4、5限：2コマ連続）/後期前半（水曜日4、5限：2コマ連続）
＜開講日程＞前期前半：4/16、4/23、4/30、5/7、5/14、5/21、5/28、6/4
　　　　　 後期前半：10/8、10/15、10/22、10/29、11/12、11/19、11/26、12/3（最終日：4限のみ）
＜開講地区＞伊都キャンパス：センター2号館/2307教室　

（遠隔）箱崎キャンパス：創造パビリオン 2F/ゼミナール室、
　　　　　　　　　　→5/14以降変更：産学連携棟Ⅰ 2F/シリコンバレー・ルーム
　　　大橋キャンパス：5号館/525号室
　　　筑紫キャンパス：総合理工学府E棟/101講義室

アントレプレナーシップ、気付き

なし

次項目の基礎理解を目標とする。
①アントレプレナーシップの体系
②キャリアデザインとアントレプレナーシップの関係
③リスクとリターンの関連性
④リスクと不確実性

出席を重視する。出席40％、講義評価60％
（前期は五十嵐30％、玉置30％）（後期は牧野30%、高田30%）

なし。講義毎に教材を指示あるいは配布する。
•ティナ・シーリグ「20歳のときに知っておきたかったこと」（阪急コミュニケーションズ）
•田路則子・露木恵美子「ハイテク・スタートアップの経営戦略」（東洋経済新報社）
•ウィリアム・バイグレイブ/アンドリュー・ザカリキス「アントレプレナーシップ」（日経ＢＰ社）

［前期］五十嵐　伸吾（ロバート・ファン/アントレプレナーシップ・センター）
玉置　浩伸（ロバート・ファン/アントレプレナーシップ・センター）

［後期］牧野　恵美（分子システムデバイス国際リーダー教育センター）
高田　仁（経済学研究院）

「アントレプレナーシップ」とは何かを考え、「アントレプレナーシップ」をもって
行動することとはどのようなことかを学ぶ。

前期の講義はQRECの五十嵐伸吾及び玉置浩伸の２名、
後期はQRECの牧野恵美及び高田仁の2名で担当する。           
講義の２回程度は外部講師を招聘する。

アントレプレナーシップの基礎概念として下記のトピックスについて自ら学習する機会を提供する。

１．アントレプレナーシップの定義
２．アントレプレナーシップの必要性
３．アントレプレナーシップとキャリアデザイン
４．アントレプレナーシップのプロセス
５．起業価値の発見・創造
６．アイデア創出
７．アントレプレナーシップの実際
８．チームの立ち上げ

開講学期・開講地区等

キーワード

履修条件

授業目的

到達目標

授業内容

成績評価の方法

教科書・参考書

教科書：
参考書：

担当教官（所属）

（単位数：2単位）

総合科目

高年次教養科目

大学院共通教育科目

ＱＢＳ科目

アントレプレナーシップ入門

アントレプレナーシップ入門（特論）
アントレプレナーシップ入門
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科目名

■科目名

［基 礎］

授業方式 2コマ連続講義。身近な課題を提示し、発想力を高める演習中心。

「アントレプレナーシップ入門」あるいは「同（特論）」を原則履修済であること。

アイデア創出力の養成を目指す。合わせてチーム力を極大化するスキムを習得する。

発散的思考法・収束的技法を習得する。特に、常識にとらわれない観察力、発想力を磨く。

出席を重視する。出席30％、講義への貢献30％、最終レポート40%。

講義のうち2回（4コマ相当）はゲストを招いた講義を実施する。

なし。講義毎に教材を指示あるいは配布する。
•ティナ・シーリグ「20歳のときに知っておきたかったこと」（阪急コミュニケーションズ）
•ジェーン・フルトン・スリー､IDEO「考えなしの行動」（太田出版）
•星野匡「発想法入門」（日経文庫；日本経済新聞社）

五十嵐　伸吾（ロバート・ファン/アントレプレナーシップ・センター）

アントレプレナーシップ、発想力、創造力

１．ガイダンス
２．問題解決技法：発散法と収束法
３．バグ（イライラの源）を探せ
４．逆転の発想法
５．デザイン思考基礎（その１）
６．デザイン思考基礎（その２）
７．アイデア発想と実施
８．グループワークの実施の結果発表 

開講学期・開講地区等

キーワード

履修条件

授業目的

到達目標

授業内容

成績評価の方法

教科書・参考書

担当教官（所属）

（単位数：2単位）

総合科目

高年次教養科目

大学院共通教育科目

ＱＢＳ科目

アイデア・ラボⅠ

アイデア・ラボⅠ（特論）アイデア・ラボⅠ

たくさんのアイデアの中から、精査、選択の過程を経て実際に実行できるものは1つだけ。
そうであれば、最初の段階で数多くのアイデアが創出できなければ、期待する成果は得られ
ないかも知れない。本講義では身近な材料を用いながら、その使用法、活用法をいかに短時間で
多くのアイデアを創出するかの演習を行う。

＜開講学期＞前期後半（水曜日4、5限：2コマ連続）/後期後半（水曜日4、5限：2コマ連続）
＜開講日程＞前期後半：6/4、6/11、6/18、6/25、7/2、7/9、7/16、7/30
　　　　　 後期後半：12/3（初日：5限のみ）、12/10、12/17、2015/1/7、1/14、1/21、1/28、2/4
　　　　　　　　　　（12/17以降、筑紫キャンパスは閉鎖）
＜開講地区＞前期後半：伊都キャンパス：センター2号館/2307教室
　　　　　 後期後半：伊都キャンパス：センター1号館/1308教室　
（遠隔）前期後半・箱崎キャンパス：旧工学館本館/第4講義室、
　　　　　　　　　　　　　　 →6/18以降変更：産学連携棟Ⅰ 2F/シリコンバレー・ルーム
　　　　　  　　大橋キャンパス：5号館/525号室
　　　後期後半・箱崎キャンパス：シリコンバレー・ルーム
　　　　　  　　大橋キャンパス：5号館/525号室
　　　　　 　　筑紫キャンパス：総合理工学府E棟/101講義室

教科書：
参考書：



■科目名

［基 礎］
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授業方式

開講学期・開講地区等

キーワード

履修条件

授業目的

到達目標

授業内容

成績評価の方法

教科書・参考書
参考書：

担当教官（所属）

（単位数：2単位）

総合科目

高年次教養科目

大学院共通教育科目

QBS科目

講義とグループワーク形式

•セス・ゴーディン『「新しい働き方」ができる人の時代』
•稲盛和夫『働き方』（三笠書房）
•マーカス・バッキンガム/ドナルド・クリフトン『さあ、才能に目覚めよう』（日本経済新聞社）　

牧野　恵美　(分子システムデバイス国際リーダー教育センター)

出席40%、講義への貢献40％、プロジェクト発表20%

キャリア・デザイン

＜開講学期＞前期後半（金曜日5、6限：2コマ連続）
＜開講日程＞6/6、6/13、6/20、6/27、7/4、7/11、7/18、7/25
＜開講地区＞伊都キャンパス：センター1号館/1308教室

（遠隔）箱崎キャンパス：創造パビリオン 2F/ゼミナール室
　　　 大橋キャンパス：5号館/525号室
　　　筑紫キャンパス：総合理工学府E棟/101講義室

アントレプレナーシップ、キャリアデザイン

なし

働き甲斐のある仕事を自ら設計するための知識や行動について考察する。

各授業を通じて随時、時間の管理、情報収集・整理、データ分析などに関わる各種サービスや
方法論を紹介し、実際に使ってみる。

① 自分の強みを分析する
② 強みに基づいた働き方のビジョンを描く
③ IT・情報リテラシーを高める

•オリエンテーション・Job-Craftingの紹介
•働き甲斐って何？ 心理状態「フロー」のしくみ
•不確実な世界に役立つドラッカーの「５つの質問」
•強みの分析
•静物写真still life演習の紹介
•演習とグループワーク
•ゲスト講演
•Still lifeの発表・総括

■科目名

［基 礎］

授業方式

開講学期・開講地区等

キーワード

履修条件

授業目的

到達目標

授業内容

成績評価の方法

教科書・参考書

担当教官（所属）

（単位数：2単位）

総合科目

高年次教養科目

大学院共通教育科目

QBS科目

座学及びケース・スタディとする。英文のケースを使用する場合がある。
ケース・スタディでは積極的な討議参加を求める。

特に指定しない。

玉置　浩伸（ロバート・ファン/アントレプレナーシップ・センター）

出席６０％、討議への貢献４０％

アントレプレナーシップ・マネジメントⅡ

アントレプレナーシップ・マネジメントⅡ（特論）
アントレプレナーシップ・
マネジメントⅡ

＜開講学期＞前期後半（水曜日4、5限：2コマ連続）
＜開講日程＞6/4、6/11、6/18、6/25、7/2、7/9、7/16、7/30
＜開講地区＞箱崎キャンパス：創造パビリオン 2F/ゼミナール室

（遠隔）伊都キャンパス：センター1号館/1308教室（6/25以降メイン教室に変更）
　　　 大橋キャンパス：5号館/533号室（６/２５以降閉鎖）
　　　筑紫キャンパス：総合理工学府E棟/101講義室

アントレプレナーシップ、起業家精神、起業、イノベーション、ベンチャー、
ベンチャー・キャピタル、経営

｢アントレプレナーシップ・マネジメントⅠ｣あるいは｢同（特論）｣を受講していることが望ましい。

応用編、実践編への橋渡しとして、特にベンチャーに限らない、経営学全般を座学で学習する。
学習した理論がベンチャーにおいてどのように応用されるのかをケースを通じて学ぶ。
また、英文の教材を使用することにより、ビジネス英語に慣れることも目的の一つである。

経営において使用される用語、概念を十分理解し、会社の仕組み全般を学ぶ。

キャリア・デザイン

キャリア・デザイン（特論）
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マーケティングの基礎（座学：広告戦略、ブランディング、4P/4C、Push/Pull戦略、
マーケットリサーチなど）

組織（座学：スタートアップ時の構成メンバー、ボード・ガバナンス、組織デザイン、
インセンティブ、エージェント問題、採用・研修・解雇、権限規定と委譲、リーダーシップなど）

第　１回　講師紹介、講義説明、自己紹介（受講生数が少ない場合）
第　２回　

第　３回　ケース・スタディ
第　４回　

第　５回　ケース・スタディ
第　６回　キャッシュフローと現在価値（座学）
第　7回　ケース・スタディ
第　8回　販売（座学：顧客発見、顧客獲得、顧客生涯価値など）
第　9回　ケース・スタディーまたはゲスト講師による講演
第１0回　会社の価値算定と資金調達（座学）
第１1回　ケース・スタディーまたはゲスト講師による講演
第１2回　株式公開・事業売却（座学）
第１3回　ケース・スタディ
第１4回　倫理（座学：粉飾の事例、経営者のジレンマ、過去の有名起業家の顛末）
第１5回　ケース・スタディ　
第１6回　まとめ及び講師の体験談



■科目名

［基 礎］
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授業方式

開講学期・開講地区等

キーワード

履修条件

授業目的

到達目標

授業内容

成績評価の方法

教科書・参考書

担当教官（所属）

（単位数：1単位）

総合科目

高年次教養科目

大学院共通教育科目

QBS科目

ワークショップ形式で行う。

プリント配布。

平井　康之（芸術工学研究院）

出席を重視する。 但し成績は後期として登録される。

デザイン思考

＜開講学期＞前期/後期（土曜日、日曜日：8コマ）
＜開講日程＞前期：7/12、7/13　後期：11/8、11/9
＜開講地区＞［前期］大橋サテライト ［後期］箱崎キャンパス：創造パビリオン 2F/ゼミナール室
　　　　　  ［前期・後期］屋外調査：福岡市動物園

デザイン思考、ユーザー中心、デザイン、インクルーシブデザイン

特になし。ただし、原則として講義全てに参加できることを要件とする。

社会における新たな価値の具体的実現のためには、アントレプレナーシップと同時に、課
題発見からアイデア創出→プロトタイピング→評価にいたるプロセス技法が必要である。
本講義では、優れた技法として注目を集める「デザイン思考」の基礎を学び、受講者のイノ
ベーション実現能力向上を目指す。

デザイン思考には、人・もの・環境・事柄相互の関係を読み解く能力が求められるため、日常
的に関係の成り立ちと状態における不具合や課題を見つけだす観察力、そして多角的に
関係を再構築する洞察力と創造力の自己研鑽に努めること。

第１回　デザイン思考　イントロダクション 
第２回　デザイン思考とは　講義
第３回　ワークショップトライ 
第４回　観察手法（ユーザー調査）
第５回　アイデア展開手法（拡散）
第６回　アイデア展開手法（収束）
第７回　ラピッドプロトタイピング手法１
第８回　プレゼンテーション

デザイン思考

デザイン思考（特論）

科目名

■科目名

［基 礎］

授業方式

＜開講学期＞前期隔週（土曜日3-5限：3コマ連続、日曜日1、2限：2コマ連続）
＜開催日程＞4/19、4/20、5/10、5/11、5/31、6/1
＜開講地区＞箱崎キャンパス：創造パビリオン 2F/ゼミナール室
　　　　　  →5/10以降変更：産学連携棟Ⅰ 2F/シリコンバレー・ルーム

なし（ただし、素敵な志を抱いて学問を学ぼう、生きていこうという人びとを強く求めます）

アントレプレナーの目線から、基本的な経営学の概念を習得すること。

積極的な質疑・議論への参加を重視し、レポート等も用い、学習の進捗状況等を総合的に評価する。

•ウィリアム・バイグレイブ/アンドリュー・ザカリキス「アントレプレナーシップ」（日経ＢＰ社）
•忽那憲治ほか「アントレプレナーシップ入門」（有斐閣ストウディオ）

山田　仁一郎（大阪市立大学大学院）

アントレプレナーシップ、マーケティング、商品開発、イノベーション、組織、戦略

１．事業をつくるとは何だろうか？　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　•経営学入門（意思決定・動機づけ）とアントレプレナーシップ、ケース討議
　•地域で若者が仕掛けるＩＴベンチャー：ドコイコ社のケース
２．会社を大きくするってどんなことか？
　•事業機会：アントレプレナーシップとマーケティング、ケース討議
　•事業創造のケース×ゲスト・経営者生出演！
３．アントレプレナーの成功とは何か？
　•企業とステークホルダー：アントレプレナーシップと経営戦略、ケース討議
　•事業創造のケース×ゲスト・経営者生出演！

開講学期・開講地区等

キーワード

履修条件

授業目的

到達目標

授業内容

成績評価の方法

教科書・参考書

担当教官（所属）

（単位数：2単位）

総合科目

高年次教養科目

大学院共通教育科目

ＱＢＳ科目

アントレプレナーシップ・マネジメントⅠ

アントレプレナーシップ・マネジメントⅠ（特論）
アントレプレナーシップ・
マネジメントⅠ

毎回、基本的な概念の提示とともにケースメソッドに基づく討議を行う。グループワーク、ケー
ス分析などの予習を踏まえ、授業中は全体の議論で理解を深めていく。基本的な進行方式は、
少人数グループと講師＋ゲストによる「ワクワク×ドキドキ」型の対話である。

本講義は毎回、基本概念の提示からスタートし（1コマ）、ケース討議（1、2コマ）を用い、
グループとクラス全体の対話を繰り返しながら進める。全く経営学を知らないというところ
から、アントレプレナーシップ、新しい社会的価値の活動を主体的に取り組むことがどうい
う現象なのかを理解していく。(1)経営学的キーワード（たとえば意思決定）の解説、(2)ケ
ースと呼ばれる「短編小説」のような資料を読み、グループで議論して、(3)対話内容を振
り返りながら、そこから何に気づけるかを経営学の概念的に討議しながら学ぶ、というふう
に3つのセッションから構成されている。

アントレプレナーシップの視点から、マーケティング・製品開発・組織論・戦略論を学ぶ。何者でも
ないところから、新たな社会的価値を創造する、という人間的ならびに社会的変化の過程につ
いて、経営学的な「見晴らし」を得ることを目的としている。

NEW

参考書：

2 0 1 4年度シラバス 詳細13
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科目名

■科目名

［基 礎］

授業方式

＜開講学期＞後期後半（金曜日5、6限：2コマ連続）
＜開催日程＞11/28、12/5、12/12、12/19、1/9、1/13、1/23、1/30
＜開講地区＞伊都キャンパス：センター1号館/1302教室
　　　　　  箱崎キャンパス：創造パビリオン 2F/ゼミナール室 
　　　　　  →12/19のみ変更：21世紀交流プラザ 2F/講義室AB
　　　　　  1/30は伊都キャンパスのみに変更

（遠隔）大橋キャンパス：5号館/525号室（12/12以降閉鎖）

なし

外部講師との対話を通じてアントレプレナーシップのより具体的なイメージをつかむ。

•ティナ・シーリグ「20歳のときに知っておきたかったこと」（阪急コミュニケーションズ）
•マーカス・バッキンガム&ドナルド・クリフトン「さあ才能（じぶん）に目覚めよう」（日本経済新聞社）
•エドガー・シャイン「キャリア・アンカー」（白桃書房）

五十嵐　伸吾（ロバート・ファン/アントレプレナーシップ・センター）

アントレプレナーシップ、キャリア・デザイン、キャリア・アンカー

ゲスト講師によるセミナー形式、ワークショップ形式

開講学期・開講地区等

キーワード

履修条件

授業目的

到達目標

授業内容

成績評価の方法

教科書・参考書

担当教官（所属）

（単位数：2単位）

総合科目

高年次教養科目

大学院共通教育科目

ＱＢＳ科目

アントレプレナーシップ・セミナー

アントレプレナーシップ・セミナー（特論）
アントレプレナーシップ・セミナー

QREC科目の基礎編の1つ。
一線で活躍する8人のゲスト講師を招聘し、直接、その外部講師達と議論あるいはワークショップ
を通しての相互交換により、社会と学生個々との接点を作り、あるいは社会と自分（学生個々）と
の距離を測る機会を提供する。
講義は毎回、学生有志による企画委員を募り、テーマの選定、講師の選定・交渉等を一任する。
つまり、毎回、学生の目線に近いテーマ、講師を選定し学生にとってのホットイッシューを議論する。

アントレプレナーシップの多種多様なあり方を体感する。

授業方式

開講学期・開講地区等

キーワード

履修条件

授業目的

到達目標

授業内容

成績評価の方法

教科書・参考書

担当教官（所属）

（単位数：2単位）

総合科目

高年次教養科目

大学院共通教育科目

ＱＢＳ科目

講義及び企業訪問時における講師の講話50％、質疑及び討論50％

アントレプレナーシップ、多様性、グローバル、個人

谷川　徹（産学連携センター）

•フラット化する世界上/下（日本経済新聞社）
•ウェブ時代5つの定理（文芸春秋社）
•この国を出でよ（小学館）
•世界級キャリアの作り方（東洋経済新報社）等

ロバート・ファン/アントレプレナーシップ・プログラム（QREP）

起業家精神・米国セミナー ロバート・ファン/アントレプレナーシップ・プログラム（QREP）

ロバート・ファン/
アントレプレナーシップ・
プログラム（QREP）

＜開講学期＞後期 集中講義
＜開講日程・開講地区＞
事前講義：1、2月（箱崎キャンパス：創造パビリオン 2F/ゼミナール室）
現地講義：3/1～3/8（米国シリコンバレー）
総括講義：3/21（天神ビル11F第一会議室）

特になし。
ただし、参加にあたっては選考がある為、選考日程や書類等、詳細はQRECホームページにて
確認のこと（毎年12月に募集）。

起業家精神とイノベーションのメッカ、米国シリコンバレーにおいて、ベンチャー企業や外資系
大企業、大学、弁護士事務所、さらにはNPO等、現地で活躍する経営者、エンジニア、研究者、
あるいは学生等の考え方や生き方に親しく接する機会を提供して、起業家精神（チャレンジ精神、
自立意識、個性の発揮等）やグローバル思考の重要性を認識させるとともに、自らの生き方、
考え方、進路等を考えるきっかけを与える。

起業家精神醸成（自立した個人・個性の確立、チャレンジ精神の涵養）、国際的意識向上（多様
性の認識）、積極性・主体性向上、大学で学び研究する意味・意義の理解と学習意欲の向上、
起業や技術マネジメントに関する知識・実情理解、世界トップ水準のビジネスの認識、等。

出席30％、授業への参加態度（積極性等）25％、レポート（最終講義終了後提出）25％、総括
講義でのプレゼンテーション20％

•事前講義（オリエンテーションと英語討論研修等）：
　2015年1/26 19:00-21:00 オリエンテーション　2/20 18:00-21:20 英語ディベート演習 

•現地プログラム（招聘講師による講義と討論及び企業訪問等）：3/1～3/8。
 日曜午後～金曜まで実質5.5日間。20コマ強 計約40時間。

•総括講義（福岡市内でのセミナー受講と研修成果発表会）：3/21に1回2コマ3時間、午後実施。  
　以上総計で50時間程度実施。シリコンバレーでの招聘講師は延約40人。

■科目名

［基 礎］

参考書:

2 0 1 4年度シラバス 詳細13



5150

シ
ラ
バ
ス
詳
細

シ
ラ
バ
ス
詳
細

科目名

■科目名

［基礎応用］

授業方式

＜開講学期＞前期前半（土曜日1、2限：2コマ連続）
＜開講日程＞4/12、4/19、5/10、5/17、5/24、5/31、6/7（2限のみ）、6/14
＜開講地区＞箱崎キャンパス：創造パビリオン 2F/ゼミナール室

なし

会計クイズ20％、ファイナンスクイズ20％、出席60％

特に指定しない。

玉置　浩伸（ロバート・ファン/アントレプレナーシップ・センター）

開講学期・開講地区等

キーワード

履修条件

授業目的

到達目標

授業内容

成績評価の方法

教科書・参考書

担当教官（所属）

（単位数：2単位）

総合科目

高年次教養科目

大学院共通教育科目

ＱＢＳ科目

アントレプレナーシップ・ファイナンスⅠ

アントレプレナーシップ・ファイナンスⅠ（特論）
アントレプレナーシップ・
ファイナンスⅠ

座学中心。途中、会計クイズ、ファイナンスクイズを実施し、理解度を測る。最終課題は、
チームに分かれ、実存するベンチャーの事業計画書を元に株価を算定、ベンチャー・キャピ
タルに対するプレゼンテーションを準備、発表する。

アントレプレナーシップ・ファイナンスⅡへの橋渡しとして、特にベンチャーに限らない、一般的
な会計学及び基礎的なファイナンス論を学習する。次に学習した理論がベンチャーにおいて
どのように応用されるのかをケースを通じて学ぶ。また、英文の教材を使用することにより、
ビジネス英語に慣れることも目的の一つである。

簿記、財務諸表の読み方・作成、財務分析、収益還元法による企業価値評価、スタートアップ
企業の株価算定方法、投資家との条件交渉のプロセス。

アントレプレナーシップ、起業家精神、イノベーション、ベンチャー、ベンチャー・キャピタル

科目名

■科目名

［基礎応用］

授業方式

＜開講学期＞後期前半（水曜日4、5限：2コマ連続）
＜開講日程＞10/8、10/15、10/22、10/29、11/12、11/19、11/26、12/3（最終日：4限のみ）
＜開講地区＞伊都キャンパス：センター1号館/1409教室

「アイデア・ラボⅠ」あるいは「同（特論）」が原則履修済であること。

社会、経済、技術など実社会のトレンド、ニュース等から「変化」を読み取る。

出席を重視する。出席30％、講義への貢献30％、最終レポート40%。

なし。講義毎に教材を指示あるいは配布する。
•ジェーン・フルトン・スリー､IDEO「考えなしの行動」（太田出版）
•星野匡「発想法入門」（日経文庫；日本経済新聞社）
•パトリシア・ライアン・マドソン
　「スタンフォード・インプロバイザー：一歩を踏み出すための実践スキル」（東洋経済）

五十嵐　伸吾（ロバート・ファン/アントレプレナーシップ・センター）

2コマ連続講義、座学、演習の組合せ。

アントレプレナーシップ、発想力、創造力

開講学期・開講地区等

キーワード

履修条件

授業目的

到達目標

授業内容

成績評価の方法

教科書・参考書

担当教官（所属）

（単位数：2単位）

総合科目

高年次教養科目

大学院共通教育科目

ＱＢＳ科目

アントレプレナーシップ機会認知

アントレプレナーシップ機会認知（特論）
アントレプレナーシップ
機会認知

後期前半毎週水曜日4,5時限目毎回2コマ連続開講（2コマ×8回後期前半のみ開講）
うち2回は、国際協力機構(JICA)や外国人など、発展途上国あるいは新興国の事情に詳しい
講師を招聘し、より現実に近い問題解決を目指す。
 
起業プロセスの出発点は起業機会の発見から始まる。「発見」は、他者と同じ物を見て、違う
ふうに考えることによって生まれる。
本講座では様々な地理、歴史、記事、データ等などのいくつかの組み合わせを提示し、そこから
どのように傾向あるいは方向性があると解釈できるかの議論を行う。本講義はグループワーク
による議論を中心に進める。

ニュース、データ、地図等を組み合わせ、将来の変化を予想することで、アントレプレナーシップ・
プロセスの出発点としての機会認知能力を養成する。

教科書：
参考書：

2 0 1 4年度シラバス 詳細13

第  １回　講師紹介、講義説明、自己紹介（受講生数が少ない場合）
第  ２回　簿記の基礎
第  ３回　損益計算書（座学）
第  ４回　貸借対照表－資産勘定（座学）
第  ５回　貸借対照表－負債・資本勘定（座学）
第  ６回　財務諸表の作成（座学）
第  ７回　財務分析（座学）
第  ８回　会計クイズ
第  ９回　ファイナンスの基礎（座学）
第１０回　キャッシュフロー計算書（座学）
第１１回　収益還元法（座学）
第１２回　株価算定（座学）
第１３回　ファイナンスクイズ
第１４回　企業価値算定結果発表
第１５回　まとめ及び講師の体験談
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■科目名

［基礎応用］

授業方式

開講学期・開講地区等

キーワード

履修条件

授業目的

到達目標

授業内容

成績評価の方法

教科書・参考書

担当教官（所属）

（単位数：2単位）

総合科目

高年次教養科目

大学院共通教育科目

QBS科目

•岩崎夏海『もし高校野球の女子マネージャーがドラッカーの「マネジメント」を読んだら』（ダイアモンド）
•恩蔵直人『マーケティング』（日経文庫）
•青木幸弘『消費者行動の知識』（日経文庫）
•小川孔輔『マーケティング入門』（日本経済新聞社）
•セス・ゴーディン『パーミッションマーケティング』

牧野　恵美（分子システムデバイス国際リーダー教育センター）

出席40％、講義への貢献30％、各種レポートとプレゼン30%

アントレプレナーシップ・マーケティング

アントレプレナーシップ・マーケティング（特論）
アントレプレナーシップ・
マーケティング

＜開講学期＞後期前半（土曜日1、2限：2コマ連続）
＜開講日程＞10/4、10/11、10/18、10/25、11/1、11/8、11/15、11/29
＜開講地区＞箱崎キャンパス：産学連携棟Ⅰ 2F/シリコンバレールーム

アントレプレナーシップ、マーケティング、ソーシャルメディア

特になし

講義、グループディスカッション、演習など。グループプロジェクトあり。

① アントレプレナーに必要なマーケティングの基礎知識を身につける。
② 市場調査を実施。
③ マーケティング戦略を策定。
④ ソーシャルメディアの影響について考察。

マーケティングの本質について考え、マーケティング戦略の策定方法を学ぶ。

■科目名

［応用］

授業方式

開講学期・開講地区等

キーワード

履修条件

授業目的

到達目標

授業内容

成績評価の方法

教科書・参考書

担当教官（所属）

（単位数：2単位）

総合科目

高年次教養科目

大学院共通教育科目

QBS科目

•フィリップ・コトラー「コトラーのマーケティング・コンセプト」（東洋経済新報社）
•石井淳蔵・廣田章光「１からのマーケティング」（碩学舎; 第3版）

ジェフリー・シュナック（スリーロック株式会社）
牧野　恵美（分子システムデバイス国際リーダー教育センター）

テクノロジー・マーケティング

テクノロジー・マーケティング（特論）テクノロジー・マーケティング

＜開講学期＞前期前半（水曜日4、5限：2コマ連続）
＜開講日程＞4/16（初日：4限のみ）、4/23、4/30、5/7、5/14、5/21、5/28、6/4
＜開講地区＞伊都キャンパス：センター1号館/1210教室
　　　　　  →4/30以降変更：センター1号館/1308教室

アントレプレナーシップ、製品最適設計、マーケティング演習

特になし

理論としての技術経営論をマーケットで適用し、実践力を養う。

講義はマネジメント・ゲームを使った演習を行う。
履修者を４～５チームで分け、各チームが一つの会社として実際に意思決定することで体
験的にマーケティングを学ぶ。

高性能な製品が売れるとは限らない。市場に受け入れられる適切な性能、価格等をバランスさ
せて初めて売れる商品となる。本講座ではシュミレーションゲームを使用。履修者は企業経営
者の立場から製品開発、販路の選択、価格の決定、人事配置、広告・調査等を実際にゲームの
中で実際に意思決定することで体験的に製品開発を含めたマーケティングを学ぶ。

第１回　ガイダンス/チーム編成、マーケティング、MOT基礎復習
第２回　マネジメントゲーム演習
最終回　総括

マネジメント・ゲームで製品開発を体験し、どのような製品が受け入れられるのかを学ぶ。

出席を重視する。出席40％。講義への貢献30％、最終レポート30%

教科書：
参考書：

参考書：

2 0 1 4年度シラバス 詳細13

第    1・2回　ガイダンス、講義説明、マーケティングの定義 
第    3・4回　講義：企業の二つの機能～イノベーションとマーケティング。演習：大学の顧客 
第    5・6回　講義：マーケティングのパラダイムシフト。演習：ソーシャルメディアの活用方法 
第    7・8回　講義：ゲスト講演
第  9・10回　講義：マーケティングの実践例。演習：『もしドラ』の事例分析
第11・12回　講義：市場調査の基礎 （ゲスト講演） 
第13・14回　演習：マーケティング戦略策定のグループワーク 
第15・16回　マーケティング戦略の発表会
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■科目名

［応用］

授業方式

開講学期・開講地区等

キーワード

履修条件

授業目的

到達目標

授業内容

成績評価の方法

教科書・参考書

担当教官（所属）

（単位数：2単位）

総合科目

高年次教養科目

大学院共通教育科目

芸術工学部専攻教育科目

芸術工学研究院専門科目

教科書:プリント配布

谷川　徹（産学連携センター）／平井　康之（芸術工学研究院）

戦略的デザイン思考

デザイン思考法

ストラテジックデザイン思考

戦略的デザイン思考（特論）戦略的デザイン思考

＜開講学期＞夏期集中
＜開講日程＞9/24、9/25、9/26、9/27 ※10/11に審査会を実施
＜開講地区＞大橋サテライト　

デザイン思考、ユーザー中心、デザイン、インクルーシブデザイン

講義は、9/24(水）、9/25(木）、9/26(金）、9/27(土）の4日間集中方式。

原則として講義全てに参加できることを要件とする。また、QREC科目「デザイン思考」を受
講していることが望ましい。アイデオ社からのゲスト講師を迎え、講義は英語を交えて実施さ
れる。日常会話程度の英語が理解できることが望ましい。

社会における新たな価値の具体的実現のためには、アントレプレナーシップと同時に、課題
発見からアイデア創出→プロトタイピング→評価にいたるプロセス技法が必要である。本講
義では、優れた技法として注目を集める「デザイン思考」を学び、受講者のイノベーション実
現能力向上を目指す。

デザイン思考は、アメリカのデザイン事務所アイデオによって提唱され世界に広がった「すべて
の人に開かれたデザイン手法」である。本授業で学ぶスキルは、ファシリテーション、ラピッドプ
ロトタイピング、チームワーク、アイデア発想手法であり、専攻、コースを越えたプロジェクト遂
行に必要なスキルを９月後半にワークショップ形式の集中講義で学ぶ。アイデオ東京オフィス
（IDEO Tokyo）からメンバーを迎え15回分のデザイン思考の手法を、ワークショップ形式で
学んで行く。特に今年度は、最終ステージのビジネス化についてのレクチャーを付加する。また
授業終了後の10/11(土）午後14時から18時に、大橋サテライトにて福岡市関係者やベンチ
ャーキャピタリスト等を招いて、検討したプランの審査会を実施する。

第１回　デザイン思考　イントロダクション
第２回　デザイン思考　講義
第３回　観察手法１（ユーザー調査紹介）
第４回　観察手法２（ユーザー調査１）
第５回　観察手法３（ユーザー調査２）
第６回　観察手法４（ユーザー調査３）
第７回　観察手法５（ユーザー調査まとめ）
第８回　アイデア展開手法（課題まとめ）

第  ９回　アイデア展開手法（拡散）
第１０回　アイデア展開手法（収束）
第１１回　ラピッドプロトタイピング手法１
第１２回　ラピッドプロトタイピング手法２
第１３回　事前評価
第１４回　プレゼンテーション
第１５回　スパイラルアップ手法

講義は、9/24(水）,9/25(木）,9/26(金）,9/27(土）の4日間集中方式にて実施。
(9/24～9/26は午前9時半～午後6時、9/27は午前10時～午後17時）

デザイン思考には、人・もの・環境・事柄相互の関係を読み解く能力が求められるため、日常的に
関係の成り立ちと状態における不具合や課題を見つけだす観察力、そして多角的に関係を再
構築する洞察力と創造力の自己研鑽に努めること。

出席を重視する。 但し成績は後期として登録される。

■科目名

［応用］

授業方式

開講学期・開講地区等

キーワード

履修条件

授業目的

到達目標

授業内容

成績評価の方法

教科書・参考書

担当教官（所属）

（単位数：2単位）

総合科目

高年次教養科目

大学院共通教育科目

QBS科目

•ジェフリー・ムーア(2002)『キャズム』（翔泳社）

朱　穎（経済学研究院）

イノベーション・マネジメント

イノベーション・マネジメント（特論）イノベーション・マネジメント

＜開講学期＞前期隔週（土曜日3、4限：2コマ連続）
＜開講日程＞4/12、4/26、5/17、5/24、6/7、6/21、7/5（最終日のみ3-5限）
＜開講地区＞箱崎キャンパス：創造パビリオン 2F/ゼミナール室

市場セグメンテーション、技術のキャズム

なし

イノベーションの普及プロセスを理解し、多様な観点から「技術と市場」を捉えること。

全員参加のディスカッションを行いながら、授業内容に関する理解度を深めていく。

第1回（2コマ）：イノベーション・マネジメントの基礎

第2回（2コマ）：マーケティングの基礎、市場細分化の論理

第3回（2コマ）：技術のライフサイクルとキャズムの論理

第4回（2コマ）：技術のドミナントデザイン

第5回（２コマ）：イノベーションの類型と市場戦略

第6回（2コマ）：オーペン・イノベーション

第7回（3コマ）：補論とまとめ、期末試験

ケーススタディ・メソッド

授業への貢献度50％（ディスカッションの参加、課題の完成度）、期末レポート（50％）

参考書：

2 0 1 4年度シラバス 詳細13
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■科目名

［応用］

授業方式

開講学期・開講地区等

キーワード

履修条件

授業目的

到達目標

授業内容

成績評価の方法

教科書・参考書

担当教官（所属）

（単位数：2単位）

総合科目

高年次教養科目

大学院共通教育科目

QBS科目

高田　仁（経済学研究院）

課題科目Ⅲ（ビジネスにおける競争優位性）

ビジネスにおける競争優位性特論

ビジネスにおける競争優位性（特論）ビジネスにおける競争優位性

＜開講学期＞後期隔週（金曜日6、7限 18：50-22：00）
＜開講日程＞10/3（初日:6限のみ）、10/10、10/24、11/7、11/28、12/12、2015/1/9、1/23
＜開講地区＞箱崎キャンパス：21世紀交流プラザⅠ 多目的ホール

（遠隔）伊都キャンパス：センター1号館/1308教室、
　　　大橋キャンパス：5号館/533号室→11/28のみ変更：525号室
　　　筑紫キャンパス：総合理工学府E棟/101講義室

競争優位、コア・コンピタンス、参入障壁、MOT、技術経営

「アントレプレナーシップ入門（特論）」「アントレプレナーシップ・マネジメントⅠ／Ⅱ（特論）」
「イノベーション・マネジメント（特論）」を履修しておくことが望ましい。

個別事例の分析を通じて、競争優位性の形成過程や活用手法に関する理解を深める。

□講義は、隔週の２コマ連続講義とする。
□毎回の講義では、招聘講師によるスピーチを行う。その内容をふまえてグループ・ディス
　カッションと発表を行い、最後に全体討議を行う。
□毎回、事前課題として次回招聘講師のスピーチに関連する事例分析を課す。

本講義では、他社に真似できない競争優位の源泉となる中核的な能力や資源に着目する。
特に、技術経営（MOT）におけるそれら能力や資源の形成および活用の手法を学ぶ。

主要な競争優位性の構成要素に焦点を当て、事例として取り上げる企業の経営者をゲスト講師
として招聘し、理論と実践の両面から理解を深める。

事前課題（３０％）、講義やディスカッションへの貢献（５０％）、期末レポート（２０％）

科目名

■科目名

［応用］

授業方式

＜開講学期＞後期後半（水曜日4、5限：2コマ連続）
＜開講日程＞12/3（初日:5限のみ）、12/10、12/17、2015/1/7、1/14、1/21、1/28、2/4
＜開講地区＞伊都キャンパス：センター1号館/1409教室

Attendance:40% Participation:30% Final report:30%

牧野　恵美（分子システムデバイス国際リーダー教育センター）

開講学期・開講地区等

キーワード

履修条件

授業目的

到達目標

授業内容

成績評価の方法

教科書・参考書

担当教官（所属）

（単位数：2単位）

総合科目

高年次教養科目

大学院共通教育科目

ＱＢＳ科目

Technology Marketing（English）

Advanced Lecture in Technology Marketing（English）
Technology Marketing
（English)

Students will learn experientially about marketing by making decisions regarding 
product development, distribution channels, pricing, human resources, advertising 
and research, as though they are managing a real company. 

（1-2） Orientation and group allocation; review of basic marketing manage　　　　　　
　　　 ment concepts 
（3-4） Review of technology management concepts; management game 
（5-6） Management game 
（7-8） Management game 
（9-10）   Management game 
（11-12） Management game 
（13-14） Management game 
（15-16） Team presentations; final review 
Subject to change.

Develop marketing skil ls through simulations

1. Experience the complex web of decision making necessary to execute   
　 a marketing strategy
2. Develop a better understanding of marketing theories in practice

•Philip Kotler “ Kotler on Marketing”(Free Press; New edition)
•Philip Kotler“Marketing Management”  (Pearson Education)
•Mohr, Sengupta & Slater "Marketing of High-Technology Products and 
　Innovations”(Pearson New International Edition)

In this applied course, students participate in a computer-based manage-
ment game to apply their skills and knowledge about management and 
marketing. The course is conducted as an intensive. Students will be 
assigned to four to five groups, with each group representing a separate 
company. Students will learn experientially by making decisions that 
determine the company's performance.

アントレプレナーシップ、製品最適設計、マーケティング演習

教科書：必要な資料等を都度配布する。
参考書：適宜紹介する。

2 0 1 4年度シラバス 詳細13

第１回　　　　ガイダンス
第２～３回　　 コア技術戦略（１）
第４～５回　　 コア技術戦略（２）
第６～７回　　 知的財産戦略と海外展開
第８～９回　　 技術価値の顧客価値への転換
第１０～１１回　ハイテク企業の創業と成長
第１２～１３回　IT分野における競争優位性（俊敏性と先行者利益の獲得）
第１４～１５回　投資家からみた競争優位性 



■科目名

授業方式

開講学期・開講地区等

キーワード

履修条件

授業目的

到達目標

授業内容

成績評価の方法

教科書・参考書

担当教官（所属）

（単位数：2単位）

総合科目

高年次教養科目

大学院共通教育科目

QBS科目

特に指定しない
•ステーブ・ブランク&ボブ・ドーフ「スタートアップ・マニュアル（翔泳社）
•アレックス・ワールダー＆イブ・ビニュール「ビジネスモデル・ジェネレーション」（翔泳社）
•エリック・リース「リーン・スタートアップ」（翔泳社）

五十嵐　伸吾（ロバート・ファン/アントレプレナーシップ・センター）
玉置　浩伸（ロバート・ファン/アントレプレナーシップ・センター）

ニュービジネス・クリエーション

ニュービジネス・クリエーション（特論）ニュービジネス・クリエーション

＜開講学期＞後期後半（土曜日1、2限：2コマ連続）
＜開講日程＞12/6、12/13、12/20、2015/1/10、1/17、1/24、1/31、2/7
＜開講地区＞箱崎キャンパス：産学連携棟Ⅰ 2F/シリコンバレールーム

アントレプレナーシップ、ビジネスプラン作成、MOT、マーケティング演習

「アイデア・ラボⅡ」、「テクノロジー・マーケティングⅡ」が原則、履修済。

QREC科目の「基礎」及び「応用」フェーズの統合科目。QREC科目で学んだ内容を適宜
活用し1つの事業立ち上げのプロセスを疑似体験する。

2コマ連続講義。簡単な講義の後、グループ単位の演習中心。

後期後半土曜日毎回２コマ連続開講（2コマ×８回）

前半：五十嵐、後半：玉置で担当。

実際のビジネス・シード（技術シード）を提示し、そこから最終的にはビジネスプラン（事業
計画）として結実させるまでのプロセスを学ぶ。履修者は起業家の視点から潜在市場の分
析し、それに即した製品開発を推進し、並行してコア・コンピタンス（中核的競争優位）をど
のように構築しどう確保するか、販路をどのようにするか、価格をいくらにするか、人事戦略、
プロモーション（広告）の戦略等を各回で積み上げながら体験的に事業創造方法を学ぶ。
最終回では実際の投資家及び技術提供者を招き作成したビジネスプランの発表会を行う。

実際のビジネスシードから起業機会を分析し、その機会を活用するためのビジネスモデルの構築、
その上で経営リソースを如何に結集させるかの戦略策定までを目標とする。

出席を重視する。出席30％。講義への貢献30％、最終レポート40%
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科目名［応用］

■科目名

［応用］

授業方式

開講学期・開講地区等

キーワード

履修条件

授業目的

到達目標

授業内容

成績評価の方法

教科書・参考書

担当教官（所属）

（単位数：2単位）

総合科目

高年次教養科目

大学院共通教育科目

QBS科目

各講師が各授業において提示する。

谷川　徹（産学連携センター）

出席50％、レポート（各回提出）30％、授業での積極性20％

課題科目Ⅱ（研究・技術マネジメント論）

研究・技術マネジメント論－競争力あるリーダー・研究者・技術者になるために－
研究・技術マネジメント論
－競争力あるリーダー・研究者・技術者になるために－　

＜開講学期＞後期前半（金曜日4、5限：2コマ連続） 
＜開講日程＞10/3、10/10、10/17、10/24、10/31、11/7、11/14、11/28
＜開講地区＞箱崎キャンパス：旧工学部本館/第4講義室

（遠隔）伊都キャンパス：センター1号館/1308教室、大橋キャンパス：5号館/525号室、
　　　筑紫キャンパス：総合理工学府E棟/101講義室

市場、マネジメント、イノベーション、アントレプレナーシップ

なし

外部講師からの講義60-70％程度、質疑及びテーマを設定しての討論40～30％程度の
割合で構成し、双方向のクラス運営を行う。各回終了後簡単なレポートを課す。

専門教育を学んだだけでは社会で通用しない。専門知識とともに、自らの専門分野を含めた世界
の様々な環境変化や社会のニーズ、課題等を理解する力を得て初めて、社会に置けるスタートを
切ることができる。本講義では、受講する学生に対し、実業界を含めた多様な経験と知識を持った
講師陣が、研究や技術を取り巻く課題や環境変化、科学や技術の社会での活かし方、社会におけ
る理系人材の生き方等に関する講義を行って、大学における研究や学習の意義、目的、社会的位
置づけ等を理解させる。 
また技術の活用方法、実用化のありかた等を、広い視野から学ぶ機会を提供し、研究や学問への
取り組み意欲の向上と目標設定、学び方の指針を与える。理系の人材だけでなく、科学や技術、
サービスを扱うビジネスに携わる人材にも有用な講義。

専門分野中心に学ぶ大学の中では知り難い、社会の広い視野、考え方に触れさせ、自らの研究
や学問の位置づけや目標、進め方を問い直し、有効かつ効率的に学ぶ契機を与える。また今後
の進路選択への有効な示唆を与える。また社会に出た場合に、研究や技術をビジネスに生かす
上での基本的知識、考え方のヒントを与える。

講義はいわゆる技術マネジメント（MOT）の総合的かつ基礎的講義であり、大学内外で活躍す
る実業経験のある複数の外部講師が、毎回講義形式にて専門分野の知見を教授する。
なお本講義は社会人の聴講を認める（事前登録制）。
講義回数は8回、180分/回（後期前半8週間）。10月3日が第1回目。

１．オリエンテーション/イノベーション論
２．産学連携論 －産学連携が国を変える、地域を変える、人を変える－
３．科学と社会論 －科学者・技術者の責任を考える－ 
４．研究構想論 －グローバルネットワーク時代のイノベーション－
５．事業戦略・知財マネジメント論 ̶知財を事業戦略にどう生かすか̶ 
６．デザインイノベーション論 －安心・安全な社会と新産業を生むスマートデザイン－
７．研究環境論 －グローバル市場の大変革期における事業/研究戦略－ 
８．研究開発プロセス論 －混迷の時代に企業を進化させる研究開発とは̶　　　　 
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教科書：
参考書：
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■科目名

［応用］

授業方式

開講学期・開講地区等

キーワード

履修条件

授業目的

到達目標

授業内容

成績評価の方法

教科書・参考書

担当教官（所属）

（単位数：2単位）

総合科目

高年次教養科目

大学院共通教育科目

QBS科目

•Stephen P. Rubbins（高木晴夫訳）「組織行動のマネジメント」（ダイヤモンド社）

黒木　正樹（立命館大学）

アントレプレナーシップ・オーガニゼーション

アントレプレナーシップ・オーガニゼーション（特論）
アントレプレナーシップ・
オーガニゼーション

＜開講学期＞後期隔週（土曜日3、4限：2コマ連続）
＜開講日程＞10/4、10/18、11/1、11/15、2015/1/10、1/31、2/7
＜開講地区＞箱崎キャンパス：創造パビリオン 2F/ゼミナール室

アントレプレナーシップ、チーム力

組織行動論の分野におけるTeam Building理論の習得を通して受講生の自己管理や組織
管理に関する知識（理論）とスキルの習得。

各授業回でのテーマに沿う形で指定の教科書、資料やケース（事例集）を予め読んで授業
に出席し、討論に参加すること。またケース教材としてはハーバード大学ビジネススクール
のケースを使用した事例研究とその事例から抽出できる理論面の検討をクラスで行う。

•クイズ計４回：１回１０点満点（計４０点）　　•グループ課題計５回：１回１０点満点（計５０点）
•日常点（クラス討論参加度）：２０点　　　　•その他（出欠）：１５点
•Final Case 分析： ５０点　　　　　　　 •総合：１６５点満点

授業回数 テーマ / キーワード Reading Assignment クラス演習、クイズ

1～２回目
イントロダクション：アントレプレナーと組織行動学

優秀な組織とは？

第1章 討論（必要があれば、DVDを使用）

第2章と第3章 グループ課題①

ケース① クイズ：ケース①

第4章 グループ課題②

授業配布資料

第6章と付属資料 グループ課題③

ケース② クイズ：ケース②

第７章、第8章と第9章

クイズ：ケース③

授業配布資料

グループ課題④

グループ課題⑤

クイズ：ケース④

授業中の試験

個人行動の原理　パーソナリティーと個人差（価値観の変化）

ケース①　

モチベーションとゴール：動機づけ モチベーションと報償：動機応用

ゲストスピーカー１：起業家 A

個人の意思決定

ケース②　

集団行動、チームダイナミズムコミュニケーション

ケース③

リーダーシップと信頼、政治

ゲストスピーカー２：ベンチャー企業起業家 B

Final Case 分析

3～4回目

5～6回目

7～8回目

9～10回目

11～1２回目

13～14回目

15～16回目

組織構造の基礎　組織文化　成功する組織づくりのために

ケース④

第10章 第11章 第12章

第13章 第14章 第15章

科目名

■科目名

［応用］

授業方式

＜開講日程＞後期隔週（土曜日3-5限）
＜開講日程＞12/6、12/20、2015/1/17、1/18（12/13休講の振替日）、1/24
＜開講地区＞箱崎キャンパス：産学連携棟Ⅰ 2F/シリコンバレールーム

会計財務の基本知識。
アントレプレナーシップ・ファイナンスⅠを履修していることが望ましい。

講義への貢献、レポート等より総合的に判断する（詳細はガイダンス時に提示する）

東出　浩教（早稲田大学ビジネススクール）

開講学期・開講地区等

キーワード

履修条件

授業目的

到達目標

授業内容

成績評価の方法

教科書・参考書

担当教官（所属）

（単位数：2単位）

総合科目

高年次教養科目

大学院共通教育科目

ＱＢＳ科目

課題科目Ⅰ（アントレプレナーシップ・ファイナンスⅡ）

アントレプレナーシップ・ファイナンスⅡ（特論）
アントレプレナーシップ・
ファイナンスⅡ

アントレプレナーシップ・ファイナンス及びファンドの理論習得 -投資家、起業家　それぞれ
の立場から起業機会を評価し投資する。もしくは投資を受けることができるようになることを
目標とする。

ベンチャーキャピタル（VC)を中心とする資金の出し手の投資行動を理解し資金調達法を
習得する。その前提としてVCが運用する投資ファンドの設立・運用方法を習得する。

以下にあげるようなトピックを適宜、授業全般を通じて取り扱っていきます。
各授業に一つのトピックが割り当てられている訳ではない点には留意。

•アントレプレナーシップの価値
•創造力と起業機会の評価
•起業家の特質と行動パターンの評価
•起業家のマインド・セットを評価する
•ビジネスプランが価値を生む局面とプランの評価
•顧客分析とValue設計の手法と評価
•差別化と参入戦略の設計・評価
•ビジネス・モデリングのステップと評価
•起業における投資評価と各種のバリュエーション
•事業の進展に伴うファイナンスのプロセス
•投資事業組合の組成と運営
•エージェンシー理論を踏まえた上でのベンチャーキャピタル投資の理解と、理論の限界
•ネゴシエーション技法と契約まで
•様々なEXITルート

特に指定しない。
必要な日本語および英語の参考資料、論文などを教材パケットとして購入。
また、必要に応じてKindleなどから数点資料として購入。

各授業回でのテーマに沿う形で指定の教科書、資料やケース（事例集）を課題として課す。
その上で講義に出席し、討論に参加すること。またケース教材を用いその事例から抽出でき
る理論面の検討をクラスで行う。

アントレプレナーシップ、資金調達、バリューション

教科書：

2 0 1 4年度シラバス 詳細13
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科目名

■科目名

［実践］

授業方式

＜開講学期＞前期隔週（金曜日6,7限：2コマ連続 18：50-22：00）
＜開講日程＞4/25、5/16、5/30、6/13、6/27、7/11、7/25、8/8
＜開講地区＞箱崎キャンパス：産学連携棟Ⅰ 2F/シリコンバレールーム

「ニュービジネスクリエーション」、「アイデア・ラボⅡ」が原則、履修済。

出席を重視する。出席30％、講義への貢献30％、最終レポート40%。

五十嵐　伸吾（ロバート・ファン/アントレプレナーシップ・センター）

開講学期・開講地区等

キーワード

履修条件

授業目的

到達目標

授業内容

成績評価の方法

教科書・参考書

担当教官（所属）

（単位数：2単位）

総合科目

高年次教養科目

大学院共通教育科目

ＱＢＳ科目

ハイテク・アントレプレナーシップ

ハイテク・アントレプレナーシップ（特論）

起業機会探索

ハイテク・アントレプレナーシップ

QREC科目の実践編。プロジェクト・ベースで技術を基礎とする事業の立ち上げの実践力を
養う。

いくつかの技術シードを用い、技術の種類の違いを意識しながら、対象の技術特有のコア・
コンピタンス（中核的競争力）の構築及び確保の方法を学ぶ。

前期　隔週金曜日毎回2コマ連続開講（2コマ×8回） 
講義の2回程度は外部講師を招聘する。

高性能な製品が売れるとは限らない。潜在市場を分析し、市場に受け入れられる適切な性
能、価格等をバランスさせることで売れる商品となる。当然、新市場参入後、自社より大き
なリソース（経営資源）を持つ企業の市場参入が予想される。それに備えて、いかに自社の
コア・コンピタンス（中核的競争力）を確立・確保し、競争状況に打ち勝っていくかを実際の
技術シードを用いた体験学習あるいはケース・スタディーを活用して学ぶ。

•キャスリーン・アレン「科学者が『起業』で成功する方法」（日経BP社）
•キャスリーン・アレン「科学者が『起業』で成功する方法」（日経BP社）
•ウィリアム・バイグレイブ/アンドリュー・ザカリキス「アントレプレナーシップ」（日経ＢＰ社）
•エリック・リース「リーン・スタートアップ」（翔泳社）

2コマ連続講義。簡単な講義の後、グループ単位の演習中心。

アントレプレナーシップ、製品最適設計、知的財産

科目名

■科目名

［実践］

授業方式

＜開講学期＞前期 夏期集中
＜開講日程・開講地区＞
事前学習：7/19、7/20 箱崎キャンパス：産学連携棟Ⅰ 2F/シリコンバレールーム
現地フィールドワーク：8/16-8/23 東日本大震災東北被災地区（南三陸町等）
事後学習：8/30 箱崎キャンパス：産学連携棟Ⅰ 2F/シリコンバレールーム
総括発表会：9/21 箱崎キャンパス：創造パビリオン 2F/ゼミナール室

なし（但し定員20名強をオーバーする場合は、選考とする）。

出席40％、授業での積極性等40％、最終報告内容20％

谷川　徹（産学連携センター）

開講学期・開講地区等

キーワード

履修条件

授業目的

到達目標

授業内容

成績評価の方法

教科書・参考書

担当教官（所属）

（単位数：2単位）

総合科目

高年次教養科目

大学院共通教育科目

ＱＢＳ科目

ソーシャル・アントレプレナーシップ

ソーシャル・アントレプレナーシップ（特論）ソーシャル・アントレプレナーシップ

積極性・主体性向上およびコミュニケーション能力の向上を目指す。

•社会的な分野におけるアントレプレナーシップ発揮の可能性と重要性を理解する。 
•社会の課題発見と新たな価値創造におけるデザイン思考手法を理解・学習する。 
•東日本大震災被災地における課題の本質理解と復興の具体的かつ適正な方法を学ぶ。
•創造性発揮機会を提供し新事業創造や技術マネジメントの方法を理解・学習する。

•積極性・主体性向上およびコミュニケーション能力の向上を目指す。
•社会的な分野におけるアントレプレナーシップ発揮の可能性と重要性を理解する。
•社会の課題発見と新たな価値創造におけるデザイン思考手法を理解・学習する。
•東日本大震災被災地における課題の本質理解と復興の具体的かつ適正な方法を学ぶ。
•創造性発揮機会を提供し新事業創造や技術マネジメントの方法を理解・学習する。

事前学習ワークショップ2回：7月の週末に実施。7/19、7/20 箱崎キャンパス。
オリエンテーション、被災地における課題講義、チームビルディング、デザイン思考基礎、
ビジネスモデル、NPO組織論等講義。
フィールドワーク準備（対象国/地域の学習、取り組み計画策定、着眼点討論等）。
現地フィールドワーク：8月に1週間実施。8/16ー8/23 東日本大震災東北被災地区（南三陸町等）。
事後学習ワークショップ：8月の週末。8/30 箱崎キャンパス。
調査結果の共有、課題解決のアイデア出し、解決モデルの構想、プロトタイピング。
総括発表会：9/21 箱崎キャンパス。
課題解決に向けた具体的ビジネスプラン及び実現に向けた取組計画発表と評価。

なし

講義約20％、フィールドワーク約40％、質疑/意見交換約40％

アントレプレナーシップ、デザイン思考、ソーシャルイノベーション

教科書：
参考書：

NEW
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科目名

■科目名

［実践］

授業方式

＜開講学期＞夏期集中
＜開講日程＞9/6、9/7（10:00-17:00）
＜開講地区＞箱崎キャンパス：創造パビリオン2F／ゼミナール室

谷川　徹（産学連携センター）

開講学期・開講地区等

キーワード

履修条件

授業目的

到達目標

授業内容

成績評価の方法

教科書・参考書

担当教官（所属）

（単位数：1単位）

総合科目

高年次教養科目

大学院共通教育科目

ＱＢＳ科目

Global Seminar（English）

Advanced Lecture in　Global Seminar（English）Global Seminar（English）

2コマ連続講義。簡単な講義の後、グループ単位の演習中心。

Design Thinking, creativity, prototyping, co-creation, effectual entrepreneurship

Attendance:60%,In-contribution:20%,Presentation:20%

Lecture will show some books.

This is a special lecture by an educator in Entrepreneurship Field. QREC will invite an 
excellent educator from overseas universities every year. Students can learn directly 
from him/her in English. But, speaking English is second thing. You can discuss with 
excellent educator about the latest hot issue in the field. 

The lecture and workshop of 2014 will be held on September 6th and 7th at Silicon 
Valley room of EC Building, Hakozaki Campus. QREC will invite Dr. Peter Kelly, 
Professor of Industrial Engineering and Management School of Aalto University, 
Finland. Aalto University is a top ranked university in Finland and famous for 
Innovation and Design. 

Dr.Kelley has some unique teaching methodology, such as "Kitchen Entrepreneur-
ship". He is often invited to Europe, US and Asia for lecture and workshop. 

From Dr. Peter Kelly 

Title; Creativity Inspired Innovation -Where Design Meets Entrepreneurship- 
Goal; This workshop aims to acquaint participants with the “design thinking revolu-
tion” currently taking place in a wide variety of contexts including established 
companies, start-ups, not-for-profits and governments. At its core, entrepreneurship 
is a design infused activity; the entrepreneur attempts (which implies setbacks and 
failure) to design a solution to a nagging problem or challenge. 
Objectives; By the end of the workshop, participants will: 
•Develop a deep appreciation for and exposure to design thinking principles 
•Apply these insights to address customer experience challenges 

There are few small pre-reading materials.

■科目名

［実践］

授業方式

開講学期・開講地区等

キーワード

履修条件

授業目的

到達目標

授業内容

成績評価の方法

教科書・参考書

担当教官（所属）

（単位数：2単位）

総合科目

高年次教養科目

大学院共通教育科目

QBS科目

出席70％、討議への貢献30％

玉置　浩伸（ロバート・ファン/アントレプレナーシップ・センター）

コーポレート・アントレプレナーシップ

コーポレート・アントレプレナーシップ（特論）

コーポレート・アントレプレナーシップ特論

コーポレート・
アントレプレナーシップ

＜開講学期＞後期隔週（金曜日6,7限 18：50-22：00）
＜開講日程＞

＜開講地区＞伊都キャンパス：センター1号館/1308教室

（遠隔）箱崎キャンパス：21世紀交流プラザⅠ 多目的ホール
　　　　　　　　　　→10/17のみ変更：産学連携棟Ⅰ 2F/シリコンバレー・ルーム
　　　大橋キャンパス：5号館/533号室
　　　筑紫キャンパス：総合理工学府E棟/101講義室

アントレプレナーシップ、起業家精神、社内起業、イノベーション、ベンチャー、ベンチャー・
キャピタル

なし

受講生が将来既存の企業内で新規事業の立ち上げ、若しくは関係会社経営にあたることを
想定し、最適な機会認識、組織設計、運営を行うための知識を習得する。

座学及びケース・スタディとする。英文のケースを使用する場合がある。ケース・スタディで
は積極的な討議参加を求める。

主に組織設計にフォーカスし、違った組織形態やインセンティブの設定が構成員の行動にどの
ような影響を与えるかを学んでいく。

•遠山正道「スープでいきます商社マンがSoup Stock Tokyoを作る」（新潮社2006）
•Z・ブロック、I．C.マクミラン（著）、松田修一（監訳）、社内起業研究会（訳）
 「コーポレートベンチャリング」（ダイヤモンド社1994 絶版のため中古での入手のみ可能）

NEW

2 0 1 4年度シラバス 詳細13

第  １回　講師紹介、講義説明、自己紹介（受講生数が少ない場合）
第  ２回　企業における組織力学（座学）
第  ３回　ベンチャーの組成・構成員の利害関係（座学）
第  ４回　ケーススタディ「3M Optical Systems:Managing Corporate Entrepreneurship」
第  ５回　企業内ベンチャーと独立ベンチャーの違い（座学）
第  ６回　ケース・スタディ「Kentucky Fried Chicken (Japan) Limited」
第  ７回　企業内ベンチャーの成功要因（座学）
第  ８回　ベンチャー・キャピタル（VC）とは（座学）
第  ９回　コーポレート・ベンチャー・キャピタル（CVC）と独立VCの違い（座学）
第１０回　ケース・スタディ「Intel Capital」
第１１回　ゲスト講師による講演
第１２回　ケーススタディ「Soup Stock Tokyo」
第１３回　ゲスト講師による講演
第１４回　グループによる課題発表（フィールドスタディー）
第１５回　講師による体験談

10/3（初日:7限のみ）、10/17、10/31、11/14、12/5（6限のみ）、12/19、
2015/1/13、1/30

｝1/30は閉鎖
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■科目名

［実践］

授業方式

開講学期・開講地区等

キーワード

履修条件

授業目的

到達目標

授業内容

成績評価の方法

教科書・参考書

担当教官（所属）

（単位数：2単位）

総合科目

高年次教養科目

大学院共通教育科目

QBS科目

適宜配布。アールト大学と共有するWiKiというサイトにて参考情報を提示。

谷川　徹（産学連携センター）／平井　康之（芸術工学研究院）

グローバルPBLプログラム

グローバルPBLプログラム

＜開講学期＞後期集中
＜開講日程＞10/25、11/16、11/29、11/30、12/20、2015/1/10、2/15
　　　　　  現地発表会：フィンランド（ヘルシンキ）・アールト大学 2/23-2/27
　　　　　  （※開講時間：原則 10:00‒17:00 初回のみ10:00‒12:00）
＜開講地区＞大橋キャンパス：５号館/５３１号室
　　　　　  →11/29、11/30、2/15変更：7号館1F/シアタールーム

デザイン思考、人間中心、アントレプレナーシップ、イノベーション、社会

日常会話程度の英語でのコミュニケーションができること。

•国際間で共通のテーマを共有/議論することによるグローバル感覚の醸成
•ビジュアル・コミュニケーション手法の理解

本講義はフィンランドのアールト大学と連携して行うPBL方式の授業である。アールト大学
と同一テーマで同時開講し、デザイン思考の手法を活用して、社会課題の具体的解決案を提
案する。場所は異なるが、海外の学生とともに同一テーマの解決検討を進めることにより、社
会の理解、国際感覚、課題解決力の向上を目指す。ワークショップを中心に､数ヶ月間にわた
る週末の数回のワークショップで構成する。最後にヘルシンキの公開発表会で評価を行う。
テーマは"Redesign of Society"で、一世代先（2040年頃）の将来において、持続的かつ
望ましい社会を形成するためのアイデアを提案した。

市民社会の課題に関し、デザイン思考やPBLというプロセス技法を用いて、具体的な解決や
価値実現に向けたイノベーション能力の醸成を図る。

出席を重視する。

■科目名

［実践］

授業方式

開講学期・開講地区等

キーワード

履修条件

授業目的

到達目標

授業内容

成績評価の方法

教科書・参考書

担当教官（所属）

（単位数：4単位）

総合科目

高年次教養科目

大学院共通教育科目

QBS科目

谷口　博文・川本　憲一（産学連携センター）／堀尾　容康（炭素資源国際教育研究センター）

地域政策デザイン論地域政策デザイン論

＜開講学期＞通期集中（原則隔週土曜日）
＜開講地区＞博多駅サテライトキャンパス

政策立案、地域デザイン、広域行政、環境、気候変動、持続可能社会、農業、防災、エネルギー、
モビリティ、ヒューマンリソース

学内オリエンテーション（4月17日）に参加すること（多数の場合は選抜）。

様々な政策課題の解決にあたり、地域が自ら将来像を描き、その実現のための方策を企画立
案できる能力を持つことが今後極めて重要となる。授業では具体的な政策テーマについて、
現場のニーズをくみ取りながら現行制度の枠組みにとらわれず新たな発想で制度を組み立て、
自分で政策を立案するプロセスを実体験する。

政策に携わる実務家等の外部講師から各政策分野の現状や今後の課題について講義を受け
るとともに、政策テーマを選択してそれぞれのテーマごとに社会人と大学院生による混成チ
ームを編成し、チューターの指導の下、グループ単位で政策提言として報告書に取りまとめ、
最終日に研究発表を行う。

社会の課題を的確に把握し、地域デザインの構想力、政策の企画立案を高めるとともに、グル
ープワークにおける合意形成、組織マネジメントのプロセスを通じ、実践的応用力とリーダーシ
ップを身につけることを目標とする。

授業への積極的参加40%、報告書作成・発表への貢献60%

教科書：第１～4期政策提言報告書
参考書：必要な政策資料・文献はその都度紹介する。

NEW

2 0 1 4年度シラバス 詳細13

[日程]
第1回　学内ガイダンス（4/17）（14:50～箱崎地区21世紀プラザI多目的ホール）　
第2回（5/10,11） 合宿（休暇村志賀島）
第3回～第10回　講義・演習（博多駅キャンパス、但し第4回（6/7）はフィールドワーク）
    　　　　　　 5/24, 6/7, 6/21, 6/28, 7/12, 7/26, 8/2, 8/16　　
第11回（9/6）　中間発表　　　　　　　
第12回（9/20,21）　合宿
第13回（10/4）、14回（10/18）　 ワークショップ（博多駅サテライトキャンパス）
第15回（11/8）　政策研究発表会（電気ビル みらいホール）
第16回（11/29）　クロージング（九州経済連合会会議室）

原則として土曜日午後3コマの授業（講義と演習）を博多駅サテライトキャンパスにおいて実施
するほか、学外で合宿、フィールドワーク、特別講演会など実施。
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■科目名

［実践］

授業方式

開講学期・開講地区等

キーワード

履修条件

授業目的

到達目標

授業内容

成績評価の方法

教科書・参考書

担当教官（所属）

（単位数：2単位）

総合科目

高年次教養科目

大学院共通教育科目

QBS科目

特に指定しない。

玉置　浩伸（ロバート・ファン/アントレプレナーシップ・センター）

ＱＲＥＣインターンシップ（特論）

ＱＲＥＣインターンシップ

ＱＲＥＣインターンシップ

＜開講学期＞通期

インターンシップ、インターン、アントレプレナーシップ、起業、起業家

QREC修了証明書取得可能となる年度

QRECが提供する科目の総合演習

インターンシップ受け入れ先と課題、到達目標を確認の上、スケジュール及び業務内容を
決定する。

実務を通じてアントレプレナーシップを学ぶ。

1.研究に要する時間
   1日8時間勤務（うち、休憩1時間）を前提とし、2週間以上とする。やむを得ない事情でパート
　タイムや2週間未満となる場合は都度判断。海外の場合は1ヶ月超もあり得る。
2.経費・報酬
　原則無報酬。
3.受入先の確保
　原則、学生が自力で開拓し、担当教員の承認を得る。担当教員は適宜指導、助言、支援を行う。
4.その他
　応募要件：インターンシップを含め、修了証要件を満たすことが可能となった年度。
　海外インターンシップの場合はTOEFL IBTの基準をクリアすること。
　海外インターンシップに必要な英語力：TOEFL IBT 70, TOEIC 650。
　例外を認めることもある。
　期間：国内2週間以上、海外１ヶ月以上。
　ビザ（必要な場合）：学生が申請書類を自力作成し、費用も自己負担。

インターンシップ期間中の業務日誌およびインターンシップ終了後の報告会を評価対象とする。

QRECでは授業によりゲスト講師を招聘しています。  2014年度も多彩なゲストが授業を行ってくださいました。

Ac t i o n  i s  a  m e s s a g e  p r o j e c t  

i . c l u b

I D EO  J a p a n  

I D EO  T o k y o

I D EO  T o k y o  

I D EO  T o k y o

I P EXCHANGE  L IM I TED

アールト大学　産業技術経営学部　

アクティブリンク株式会社　

アブラハム・グループ・ホールディングス株式会社

アライドアーキテクツ株式会社　

アリストテレスパートナーズ株式会社

Ev e r n o t e  C o r p o r a t i o n

特定非営利活動法人ET I C .　インキュベーション事業部

オイシックス株式会社

株式会社からくりもの

株式会社産学連携機構九州 (九大TLO )

九州大学　2 1世紀プログラム

九州大学　経済学部経済・経営学科　

九州大学　大学院　システム情報科学研究院　

九州大学　国際交流推進室

クリエイブル　

クレアモント大学院大学

G l o b a l  C ommu n i c a t i o n  C e n t e r  G r am e e n  C ommu n i c a t i o n s

慶応義塾大学　環境情報学部

経済産業省　通商政策局　

一般社団法人コペルニク・ジャパン　

株式会社桜波　

スリーロック株式会社

株式会社セイア

株式会社ソーシャルプロジェクト

多摩大学　大学院　経営情報学研究科　

ダッカ大学

ツーリズモ合同会社

DB Jキャピタル株式会社

Te c h n i s c h e  U n i v e r s i t ä t  H am b u r g - H a r b u r g

株式会社Te c h n i c a l  R o c k s t a r s

一般社団法人デザイン思考研究所

株式会社ドーガン　

東京大学  i . s c h o o l

東北大学　大学院　経済学研究科

株式会社野村総合研究所　コンサルティング本部  

野村総合研究所

株式会社パイプドビッツ

Ba n g l a d e s h  O p e n  S o u r c e  N e t w o r k

B l u e  J a y  E n e r g y ,  I n c . /株式会社カピオン

特定非営利活動法人ファザーリング・ジャパン

フューチャーベンチャーキャピタル株式会社

合同会社福岡アーバンラボラトリー

福岡県　世界遺産登録推進室

Fa b L a b  S h i b u y a

株式会社ホスピタブル

一般社団法人MAKOTO

みんなのマーケット株式会社

三井物産グローバル投資株式会社

三菱日立パワーシステムズエンジニアリング株式会社　

吉田正樹事務所　

NPO法人＠リアスNPOサポートセンター/Q . E . D .  P r o j e c t　架け橋

株式会社リ・パブリック

株式会社リ・パブリック

株式会社リバネス

株式会社ロバート・ラスムセン・アンド・アソシエイツ

発起人　

代表理事　

c o - f o u n d e r  a n d  c o - M a n a g i n g  D i r e c t o r

B u s i n e s s  d e s i g n e r  

B u s i n e s s  O p e r a t i o n s  L e a d  a n d  D e s i g n  R e s e a r c h e r

I n t e r a c t i o n  d e s i g n e r  

創業者・CEO

教授・博士　

代表取締役社長

代表取締役社長　

代表取締役社長

代表取締役  

M o b i l e  A p p l i c a t i o n  E n g i n e e r

マネージャー　

代表取締役

顧問

学部2年

学部4年

准教授

特任教授

代表

博士課程4年

C o n s u l t a n t

准教授

通商交渉官

代表理事　

代表取締役

代表取締役社長

代表取締役社長  

代表取締役　

教授　

As s i s t a n t  P r o f e s s o r

代表社員　　

取締役

教授・博士

代表取締役

代表理事所長

取締役副社長

ディレクター

教授

主席コンサルタント・グローバル製造業コンサルティング部長  

主任コンサルタント

代表取締役社長CEO

G e n e r a l  S e c r e t a r y

共同創業者  会長/代表取締役

副代表

代表取締役社長

プロジェクト・プランナー　

事務主査　

代表

代表取締役

代表理事  

CEO  

代表取締役社長

グループ長代理　

所属作家

職員/東北支部長

代表取締役

ディレクター

代表取締役社長COO

代表取締役社長　LEGO  S e r i o u s  P l a y　公認ファシリテータ

田 畑 　 祐 梨  様

小 川 　 　 悠  様

M i c h a e l  P e n g  様

野々村　健一 様

Am e l i a  J u h l  様

A s h l e y  S z u k a l s k i  様

新 阜 　 秀 朗  様

P e t e r  S t e v e n  K e l l y  様

藤 本 　 弘 道  様

高岡　壮一郎 様

中 村 　 壮 秀  様

古 我 　 知 史  様

寺 崎 　 和 久  様

佐々木　健介 様

中 楯 　 知 宏  様

岡 本 　 　 豊  様

坂 本 　 　 剛  様

ローン　ジョシュア 様

桑江　明日香 様

A s h i r  A h am e d  様

永 石 　 雅 史  様

瀬 川 　 秀 樹  様

大 野 　 正 勝  様

R a f i q u l  I s l a m  様

田 中 　 浩 也  様

安 藤 　 晴 彦  様

天花寺　宏美 様

阿 部 　 錬 平  様

ジェフリー・シュナック 様

鍵 山 　 　 誠  様

小 尾 　 勝 義  様

紺 野 　 　 登  様

MD  N a z um u l  H o s s a i n  様

厨 　 　 勝 義  様

山 口 　 泰 久  様

C o r n e l i u s  H e r s t a t t  様

部 谷 　 修 平  様

柏 野 　 尊 徳  様

林 　 　 龍 平  様

横 田 　 幸 信  様

福 嶋 　 　 路  様

近 野 　 　 泰  様

磯崎　彦次郎 様

佐 谷 　 宣 昭  様

Mu n i r  H a s a n  様

曽 我 　 　 弘  様

安 藤 　 哲 也  様

今 庄 　 啓 二  様

原 口 　 　 唯  様

仲 谷 　 隆 造  様

梅 澤 　 陽 明  様

松 清 　 一 平  様

竹 井 　 智 宏  様

浜 野 　 勇 介  様

吉 田 　 　 勉  様

八木田　寛之 様

岩 崎 　 夏 海  様

田 中 　 惇 敏  様

田 村 　 　 大  様

岡 橋 　 　 毅  様

高橋　修一郎 様

蓮 沼 　 　 孝  様

表記は、所属での五十音順、役職は授業をご担当頂いた時点での情報を掲載しております。

［役職］ ［御名前］［所属］

QRECの講義・イベントにご参加頂いた講師一覧14
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研究室名／会社名

204号室

使用責任者氏名

プロジェクト名／研究課題

当該施設で行った
事業の概要

この施設を利用して
得られた成果

（１）マイクロアレイの実験の実施、および計算機による
　　実験データの解析
（２）診断マーカーや新たな分子生物学的発見のために、
　　計算機を使ったネットワーク解析

Yoshida S, Arakawa F, Higuchi F, Ishibashi Y, Goto 
M, Sugita Y, Nomura Y, Niino D, Shimizu K, Aoki R, 
Hashikawa K, Kimura Y, Yasuda K, Tashiro K, 
Kuhara S, Nagata K, Ohshima K.　
Scand J Rheumatol. 2012 May;41(3):170-9. Epub 
2012 Mar 9.

Nagata, M., Nakayama, H., Tanaka, T., Yoshida, R., 
Yoshitake, Y., Fukuma, D., Kawahara, K., et al. 
doi:10.1038/bjc.2011.387. [Epub ahead of print]

代表取締役 安田 香央里

マイクロアレイの実験方法および
実験データ解析手法に関する研究

株式会社セルイノベーター

インキュベーター・テナント活動状況15

イ
ン
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ー
タ
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イ
ン
キ
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ー
タ
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テ
ナ
ン
ト
活
動
状
況

■利用者への支援の結果として
○精神障がい者の就職2名、アルバイト就業2名、作業所等への通所開始8名、
　復職1名
○引きこもり青年…グループ活動への参加開始4名
○不登校児…外出・受診拒否から通院開始1名
　学生の創業（インキュベーション）としてスタートしたため、1年目はシステム作りと経済的な基盤作りで終了。

研究室名／会社名

204号室

使用責任者氏名

プロジェクト名／研究課題

講師 田中 昭代

多様な炭素系および金属系ナノマテリアルの
肺障害評価法の開発

九州大学 医学研究院　環境医学研究室

【目的】地球温暖化や省資源・省エネルギー観点から、太陽
光発電需要が増大している。その中でも銅-インジウム-ガリ
ウム-セレン（Cu-In-Ga-Se:CIGS）を素材とする化合物半
導体系太陽電池はエネルギー変換効率が高いため、急速
に普及している。しかし、CIGSは肺炎惹起金属であるイン
ジウムを含むため、生体影響が懸念される。CIGSナノ粒子
をラットの気管内に投与し（1回投与量：CIGS 30mg/kg, 
10mg/kg, 3mg/kg）、経気道性曝露によるCIGSの亜慢
性影響評価を行った。ラットの気管内にCIGS粒子を１回投
与し、投与後1週、５週、12週目に各群５匹を評価に用いた。
評価項目は肺の各金属量、血清金属濃、血清SP-D濃度、
肺の病理学的評価であり、肺障害について評価を行った。
その結果、CIGS最小投与量0.1mg/kg投与群から肺障
害が発現し、低濃度のCIGSの曝露においても注意を払う
必要であると考えられた。

当該施設で行った

事業の概要および

この施設を利用して

得られた成果

株式会社セルイノベーターの受託解析の特徴
　

マイクロアレイ受託実験データのアウトプット
　

研究室名／会社名

101号室

使用責任者氏名

プロジェクト名／研究課題

当該施設で行った
事業の概要

この施設を利用して
得られた成果

代表取締役社長　今治 智隆

コンテンツ及びソフトウェアの開発ならびに展開

株式会社ヴァイス

研究室名／会社名

102号室

使用責任者氏名

プロジェクト名／研究課題

当該施設で行った
事業の概要

この施設を利用して
得られた成果

○衛星画像解析（ＧＩＳ）を用いた砂漠化・乾燥化に伴う水環境変動の定量的復元
○顕微鏡による水試料の分析とそのための試料調整ライン

（1）単行本1冊「東アジアの砂漠化振興地域における持続可能な環境保全」（花書房）
（2）学術論文6編
（3）国際シンポジウム
International Seminar on Climate Events on Quaternaryほか合計3回開催した。
（4）海外からの施設利用者(2014年度)：モンゴル４名、エジプト2名、韓国1名、台湾１名、トルコ1名

准教授 鹿島 薫

乾燥地域の水循環・水環境の変動と将来予測および
その対策に関する国際共同プログラム

九州大学 理学研究院  鹿島薫研究室

研究室名／会社名

101号室

使用責任者氏名

プロジェクト名／研究課題

当該施設で行った
事業の概要

この施設を利用して
得られた成果

代表 北島 貴子

訪問カウンセリング事業

合同会社ビューティフルサンデー

モンゴルなどの中央アジア、および中東各国などの
乾燥地域では、現在、深刻な環境破壊に直面している。特に、砂漠化の進行と地下水などの水環境の破壊は我々の想像を越え
るものであるが、大学院などにおいて総合的な教育を受けた専門家は乏しく、環境保全のため、本当に必要な人材の育成は程
遠いのが現実である。このため、継続的な現地調査に基づく共同研究を進めている。研究内容は以下のとおりである。

■事業概要
○引きこもり青年（壮年期含む）の社会適応への支援
○不登校児童の心のケア　○精神障がい者の就労支援
■支援の形態と現在までの利用者数
○訪問看護ステーションゆいまーる（医療保険診療） 1～3回/週　78名
○家族相談室ビューティフルサンデー（保険診療外）　2名
○家庭学習支援室BFS（保険診療外）　2名

■事業目的
コンテンツビジネスの展開に掛かるアイデアを持つクライアントとともに企画および製作を行っていき、ビジネスとしての実現を
達成する。また、コンテンツ開発を目指す人材に経験と交流の場を与え、アイデアを具体化することを可能にする。
■事業内容
○コンテンツ事業についてのコンサルタント業務　○コンテンツ事業の開発・運営・分析
○ゲームクリエーターの育成と交流事業について企画・運営

■コンテンツ事業の新規立ち上げ及びシード開発
　○SNSゲーム「ドラゴンはじめました。」の制作　○歩数計ソーシャルゲームの企画と開発
　○その他2件のシードの企画および制作に関与
■ゲームクリエーターの育成と交流事業の実施と運営
　○Game Creators Guildの運営　○Great One Project（学生による商用ゲーム開発）の運営 第一期生制作中
■関連企画に関する協力
　○イベントの立ち上げおよび実施への協力　○中国企業の日本進出に関する協力
■ゲームクリエーター教育
　○専門学校等での授業の実施

I n c u b a t i o n
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シリコンバレールーム　http://qrec.kyushu-u.ac . jp/reservations/sroom/

　産学連携棟Ⅰ（アントレプレナーシップ・センター）2階201号室（シリコンバレールーム）は2011年4月にオープンしました。
　レイアウトは４部屋に分かれており、パブリックスペースについては、C&CやAC等QRECのプロジェクトに採択された
九州大学の在学生、QREC科目の受講生が自由にミーティングや交流スペースとして利用できます。
　また、壁面のほとんどをホワイトボードにしていますので、様々な使い方ができるようになっています。

創造パビリオン（ゼミナール室・資料閲覧室）　http://qrec.kyushu-u.ac . jp/reservations/pavi l l ion/

　九州大学の教職員、C＆C等QRECのプロジェクトを行う在学生
は、創造パビリオン２階ゼミナール室、資料閲覧室を利用できます。
主に、C＆C審査会や講義室、学会等に利用されています。机と椅
子は自由に配置できますので、グループワークやワークショップなど
様々な講義形式が行えます。

■ ゼミナール室[６０名程度利用可能]

■ 資料閲覧室[１２名程度利用可能]

■ 各室ともに学内無線LAN「kitenet」「edunet」利用可能

※Mountain Viewルーム、San Joseルームは、仕切りのパーティションを外し一体利用可能　
※すべての部屋の壁は、ホワイトボードとして利用可能　

※当センターは、2015年度9月より伊都キャンパスへ移転となります。

■ パブリック・スペース[30名程度利用可能]
交流スペース　[共有デスクトップPC1台、ビデオ会議システム、無線プロジェ
クター1台、可動式ホワイトボード1台]、スピーカー1セット、ミキサー1セット、
ワイヤレスマイク1本、ピンマイク1本、ゲスト用無線LAN×1

プロジェクター（天井吊）1台、プロジェクターリモコン1個、PC接続コード1
本、マイク４本（卓上マイク1本・ワイヤレスマイク2本・ピンマイク1本）、
DVD再生プレーヤー1台（リモコンあり）、VHSビデオ再生機1台（リモコン
あり）、ホワイトボード、ビデオ会議システム、HDD録画システム、スポット
ライト（照明）、メモパッド付イーゼル（4個）、ゲスト用無線LAN×1
※両部屋ともにプロジェクタ用スクリーンは設置しております。

ミーティング・ルーム（QREC優先使用）

ミーティング・ルーム（学生の優先使用可）

ミーティング・ルーム（学生の優先使用可）

■  Palo Altoルーム[10名程度利用可能]

■  Mountain Viewルーム[10名程度利用可能]

■  San Joseルーム[10名程度利用可能]

■  各室ともに学内無線LAN「kitenet」「edunet」利用可能

プロジェクター（天井吊）1台、プロジェクターリモコン、
PC接続コード、ホワイトボード
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